
5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

竪穴建物 (Si620) 〔図69 図版31〕

位   置  調査区西側、8B05の南に位置する。

重 複 関 係  埋没後、北東方向の素掘小溝が数条掘削される。

規模と構造  北西隅だけ検出され、大半が調査区外にあるため、全体像は把握できない。

建物主軸は、磁北からやや東に振った方位をとる。建物方位は、SB05や S1550と 同一である。

覆土は単一層で、他の竪穴建物の様相とは異なる。掘 り方は 2層上面から掘 り込まれており、

35～40cm掘 り込まれている。竪穴外に竪穴部を取 り囲むようにピットを数基検出したため、S

1550と 同様に竪穴外柱穴を伴 う竪穴建物と考えられる。カマ ドは検出せず、遺物 も出上 してい 竪穴外柱穴

ない。

柱   穴  竪穴部の大半が未検出のため、竪穴内で柱穴と思われるピットは検出されな

かったが、竪穴外で小規模 ピットを 4基確認 した。竪穴部に沿 って並びが確認できるため、竪

穴建物の付属遺構 と判断 した。いずれも覆土は単一層である。規模は径25～ 30cm、 検出面か

らの深さは20～35cmで ある。

調査範囲外
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①褐灰色シルト(10YR4/1)
黄褐色粒微量十黒褐色粒微量含む

54 20mC         C｀

SP577
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SP578
①褐灰色シルト(10YR4/1)
黄褐色プロック少量含む

SP579
②褐灰色シルト(10YR4/1)
黒褐色ブロック多く含む

5420m L        E｀

S1620

①灰黄褐色シルト(10YR4/2)ややしまり弱
黒褐色ブロック多く含む 焼土粒微量炭粒少量含む

14灰 自色シルト(10YR7/1)日 の畦 盛土

25に ぶい黄橙色シルト(10YR6/41

圃場整備時の盛土 しまりよい

39灰黄褐色シルト(10YR6/2)鉄分沈着あり

40にぶい黄橙色シルト(10YR6/4)盛土層
41にぶい黄橙色シルト(10YR5/4)盛 上層
45褐色シルト(10YR4/4)

橙褐色(lcm程度)のプロック6%+炭粒微量に含む

44暗褐色シルト(ЮYR3/3)
黒色ヽ機 質に近い色

認 色畑 叫離か ♀ ,… …    lm
図69 第2遺構面 S崎20(S=1:40)
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第 3章 調査の方法と成果

竪穴建物 (S1650) 〔図70。 71 図版32・ 43・ 48〕

位   置  調査区西側、建物遺構が希薄な地帯にある。

重 複 関 係  埋没後、北東方向の素掘小溝が教条掘削される。

規模と構造  南北辺5,lm、 東西辺4.3m、 平面積は約18.87♂を測る。平面形態は、南北に

長軸をもつが、西辺が外湾 し全体として歪な形状である。掘り方は地山シル ト層 6層 まで到達

しており、検出面からの深さは10～ 20cm程度である。 もっとも検出が難 しい竪穴建物であっ

焼 土 集 中 た。古代包含層 2層除去後に焼上のまとまり (P5～P9)カミ くヽつか検出された。覆土が 5層

に近似 したため、竪穴建物とは認識せず、焼土 ピットの集在として調査を進めた。 ピット群を

検出する過程で遺物がまとまって出土することから、精査 したところ建物の平面範囲を掴むこ

とができた。焼土 ピットは竪穴建物に伴 うものと考えられるが、カマ ドに類する施設と断定で

きない。礫や構築材が確認できないこと、煙出しがないこと等、積極的にカマ ドと結びつける

ことができない。建物検出時にはすでに床面を掘削 した状態であったため、貼 り床等は確認で

きなかった。南半に焼上が広範囲に広がっており、その範囲に焼土を多 く含むピット群がある。

建物の入口は特定できなかった。

柱   穴  柱穴と思われるピットは検出できなかった。

焼土 ピット  カ マ ド  カマ ドは検出されなかったが焼土 ピットを 5基検出している。 ピット内には

焼土・炭化物が多 く充填 していたので、燃焼施設として使用 していたのだろうか。土師器の焼

成遺構の可能性も考えたが、遺構内か ら須恵器が多数出上 しているので可能性は捨てた。

遺   物  遺物は焼土を含む ピットを中心に出土 した。 1は須恵器の杯蓋で、P7か ら

出土 した。扁平なつまみが付き、天丼部は箆切 り後、箆削りを施さない。内外面に箆記号で薄

く「×」字が書かれる。天丼部が肉厚で、口縁端部のかえしは小さい。 2は大型の有台杯 (杯

BH)で 、P5か ら出土 した。日径 14.6cm、 外傾度は68° 、径高指数は39.7を 測る。高台の接

地面は扁平に仕上げられる。 3は覆土から出土 した土師器の長胴釜である。日縁部は上方につ

まみ上げ、外面に面を作るように仕上げ、体部には掻き目が残る。

遺物年代は、Ⅳ l期 (8世紀第 3四半期)に帰属すると考えられる。

0                     10cm

S1650出 土遺物実測図 (S=1:3)
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S1650
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり褐色ブロック状に510■ 炭化物粒2～5%含む
②暗褐色シルト(10YR3/3)し まりあり黒褐色ブロック状に104t■炭化物粒2～5qleむ

③暗赤褐色シルト(5YR3/2)し まりあり炭化物粒2～5%含む
④暗褐色シルト(10YR3/3)し まり強黒褐色十褐色プロック状に30%含む

5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

⑤黒褐色シルト(5YR2/3)し まりあり炭化物粒5%含む
⑥黒褐色シルト(5Y骸 /1)しまり中暗褐色粒状に10%

⑦黒色シルト(10YR2/1)し まりあり炭化物粒10%含む

5401m¬

譴
D 54 00m F   P3 P4   F｀

Pl

①l音褐色ッ】レト(10YR3/3)
しまりあり黄褐色粒状に10%含む

5400m E         E｀

P2
①暗褐色シルト(10YR3/3)

しまりあり黄褐色粒状に10%含む

P3
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり

も暗褐色シルト(10YR3/り しまりあり
黄褐色粒状に10%含む

54 20m A

ンルト(10YR2/1)
しまりあり炭化物5%含む

②黒褐色シルト(10YR2/2)
しまりあり炭化物酬含む

③暗赤褐色シルト(5YR2/2)
しまりあり炭化物1銚含む

④黒褐色シルト(10YR2/2)
しまりあり暗褐色ブロック1銚含む

⑤黒褐色シルト(10YR3/1)
しまりあり褐色プロック20崎む

0                       2m

図71 第2遺構面 S1650 SX649(S=1:40)

焼 土

焼上集中範囲
(炭 化物多)

54 20mA
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第 3章 調査の方法と成果

破壊 を受 け

た竪穴建物

カマ ド遺存

竪穴建物 (S11220) 〔図72・ 73 図版33・ 49〕

位   置  西側・東側調査区中央の排水溝を挟んで検出された。

重 複 関 係  SB03埋没後に本遺構を造成 している。本遺構埋没後、素掘小溝が掘削される。

規模と構造  調査の最終段階で検出したので充分な記録ができず、大部分が農業用排水溝

で破壊されていたので情報量は少ない。南東隅でカマ ドらしき施設を検出、竪穴建物に伴 う可

能性があるため、四隅と西辺にあたる箇所にテス トピットを掘削 したところ、建物の掘 り方を

確認することができた。推定復元規模は、南北軸41m、 東西軸46m、 平面積 18,94だを測る。

平面形態は東西に長軸をとる長方形と考えられる。

柱   穴  平面の大部分が破壊されていたので柱穴は、検出できなかった。柱穴ではな

いが、カマ ド下に小規模なピットSP1221が 検出された。カマ ドの付属施設 とは考え難いが、

カマ ド構築前のビットもしくは竪穴建物造成前に掘削された可能性がある。

カ マ ド  カマ ドは南東隅で検出されたが、破壊を受けていたため全体は明らかでない。

遺存 していたのは、西側の袖石と焚口、煙出しの一部である。復元すると煙出しが南方向に約

50cm延 びる。西側の袖石は元位置を保 っていると思われる。最下部④層は焼土層であり、厚

く堆積 している。

遺   物  遺物はカマ ド内部および周辺を中心に出土 した。本来は多 くの遺物が残って

いたと思われるが、排水溝により破壊されたため、遺物量は少ない。 1は須恵器杯蓋である。

天丼部の器壁は肉厚で、端部を丸 く仕上げる。 2は有台杯 (杯 BⅡ )である。底部が欠損する

が法量・形態から有台杯 と考え られる。日径14.8cm、 外傾度 65° であり、法量の小型化傾向

が認められる。 2は土師器の長胴釜である。口縁端部はあまりつまみ上げず、外面にわずかな

返 しがみられる。体部は内外面に強い掻き目が残 り、外面は煮炊による煤が付着する。 3は土

師器の鍋であり、日径が38 4cmを測る。口縁部が開き気味で、国縁端部外面は沈線を施 し、

体部外面に掻き目が残る。

遺物の帰属時期は、概 してⅣ 2～Vl期 (8世紀第 3四半期～ 9世紀第 1四半期)に相当す

るものと考えられる。

図72 S11220出 土遺物実測図 (S=1
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)
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S112204土 (かまど)

①明赤褐色シルト15YR3/4)1～ 5nlnの炭化物微量含む
②明赤褐色ンルト(5YR5/6)5～ 10“mの炭化物少量含む
③明赤褐色シルト(5YR3/3)1～ 5mlnの炭化物少量

1¨程度の焼上粒少量含む
S11220                       ④橙色シ″卜6YR6/81焼 土
①黒褐色シルК19VR3/2)しまりあり2層 との境界不明瞭  ⑤明赤褐色シルト(5VR3/3)1～5mmの炭化物微量含む

SP1221
⑥黒褐色シルト(10YR3/か しまりややあり

0                        2m

図73 第2遺構面 S11220(S=1:40)

14灰 自色シルト(loYR7/1)

日の畦
25にぶい黄橙色シルト(10YR6/41

圃場整備時の盛上 しまりよい
29黄橙色シルト(10YR7/8)

鉄分沈着ありしまりよい
45褐色シァレト(19YR4/41

明責褐色のlcm程度のプロック2～酬含む

炭粒微量含む

ー
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第 3章 調査の方法と成果

上 流 部 分

N-45° ‐E

犬走り状施設

堤防状集石

配水溝連結

崩 壊 過 程

するため、分配水路ではなく流入

機能をもつ配水溝が想定できる。

連結部分から特別な施設は検出し

なかった。

南側壁面図 (図 77)、 ①■層の

下部にSD09が 7層 を快 り込んだ

箇所 が見受 け られ る。 同様 の

状況 は同 じく⑦ -1層、北側壁面

⑤-15層 で も認められる。 これは

Evans and Lilnbreyが 1963年 1こ

平面3× 10m、 深さ約 2mの トレ

ンチを掘削 し、その崩壊過程を観

察 した結果を参考にすると理解 し

易い1)。 イギ リスと堆積基盤が異

なるので一概には説明できないが、

浸食を受け易い トレンチの法面部

分が経年とともに快れている。

(3)鴻F〔Ditch;Gutter〕

大溝 (SD09) 〔図75・ 76・ 77・ 78 図版35。 36・ 43・ 49〕

位   置  東側調査区東端、掘立柱建物や竪穴建物の密集地帯の東、遺構が希薄な地帯

に北東方向に延びるように存在する。

重 複 関 係  埋没後、同一遺構面で切り合い関係のある遺構はない。

規模と構造  16年度調査区で検出された大溝の上流部分にあたる。混乱を避けるため、遺

構番号は踏襲 している。規模は、最大幅10m、 最小幅6.9m、 検出面からの最深部1.55m、 最

浅部1.lm、 検出した総延長は47mを 測る。溝底は平坦で 4～ 5mの一定幅で推移する。ほば

直線的に北東方向に延び、磁北から45度東に振る。

16年度東側調査区では延長約20mを検出しており、今回の調査でSD09が約120m続いている

ことが判明 した。中間の未検出部分は調査範囲ではないので詳細は不明だが 2年分の調査結果

を考慮すると大溝が連続 していることが推察される。

左岸に沿 って幅1～ 1.5m、 延長15mの犬走 り状施設を確認 した。溝底か ら約40～ 50cmの高

さに平坦面を造 り出し、平坦面から肩までは傾斜が緩やかである。同じく左岸に沿 って堤防状

に集石が検出された。拳大から人頭大の礫がわずかに盛 られ、堤防としては機能 しない。浚渫

の際に出た排土を置いたという印象である。

右岸中程でSD430(16年 度調査区のSD200)と T字に連結する。断面観察で切り合い関係が

確認されなかったため、同時期に存在 したと考えられる。溝底 レベルがSD09に 向かって傾斜

A!芝土  B:ポ ドアルの A2層 (溶脱を うけた砂 とフリン ト) C:Bh/Fe
層 (灰色及び黒色の砂) D:白 色粘土を含む黄色砂と Bh/Fe層 の黒色秒の混

合  E:白 色砂を合む黄色砂  F:溝 を整形する時のいろいろ混 じった上

図74 溝と土手の崩壊の様子 (加藤他1987よ り転載)

0                   10tt

1)加藤晋平・ 岡崎里美1987「 Ⅱ 考古学の立場からみた土壌学」『土壌学と考古学』久馬一剛・永塚鎮男編 博友社
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54 20mH

SD430
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
褐灰色シルト(10YR4/1)ブ ロック状に少量含む 鉄分沈着

②黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
褐灰色シルト(10YR4/1)プ ロック状に少量含む 鉄分多量に含む植物遺存体含む

③黒褐色シルト(10YR3/1)鉄 分多量に含む
④褐灰色シルト(10YR4/1)し まりあり砂を多量に含む
⑤褐灰色シルト(10YR4/1)し まりあり砂を多量に含む 月ヽ礫を含む
⑥黒色シルト(10YR2/1)し まりあり鉄分少量含む

o                  2m

53 70mA

東側調査区

か

SD430

十

ヽ

蜘 m墜

54 30m D

54 30mE

犬走り状施設

▼ア  十
0謂 y°。と略

∀。学 ミ5。ど悪騨もこ7ヽ σ粥。鳥
9

Pざ祝ざοЪ
SD09エレベーション図
①にぶい黄橙色シルト(Ю YR6/3)礫 の間に入り込む

0                            5m

ー

「
~~~~~

平成16年 度調査範囲

8
キ

0                         15m

図75 第2遺構面 SD09 SD430(平面図S=1:300 SD09断面図S=1:100 SD430断面図S=1150)

l‐

~lキ
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

SD09の快 り込み部分 も同様の原理と考えられるが、流水により浸食された可能性 もある。

16年度調査時に横断面の観察により、覆土の堆積過程が 6段階あることを確認 していた。今 埋 没 過 程

回の調査でも綿密に分層 した結果、 7段階あることを確認 した。 6段階まで土相・土質は同様

だったが、第 6段階が堆積後、再度小規模ではあるが幅2.lm、 深さ05mの 溝が掘削された後

に埋没 し、最終的にもう 1段階 (第 7段階)加えることになった。今回新たに縦断面の観察も 縦 断 面

行ったが、層位が南北方向に水平に堆積 している状況を把握できた。16年度東側調査区から50

m以上の距離をおいての検出だったため、堆積状況が大きく異なる可能性も視野に入れ調査に

臨んだが、縦断面の状況は各層位が連続 し、面的に広 く堆積 していることが判明 した。このこ

とは、覆上の大部分が自然堆積 と異なる洪水堆積上であることに起因すると考えられる。   洪水堆積土

遺   物  遺物は、覆土内から散漫に出土 した。河床や狭い範囲で集中的に出上 しない。

遺物年代は、古代、中世、近世に属する。層位毎に遺物取 り上げを行うべきだが、調査期間の

都合で掘削を優先させたため、ほとんどの遺物は一括で取 り上げている。

1は唯一出上位置を記録できた遺物である。口径が16cmを超える須恵器の大型有台杯 (杯 河床の須恵器

BⅡ )で ある。口径16 6cm、 外傾度 70° 、径高指数361を測る。日縁端部がやや外反 し、高台

は内端接地である。SD09南半の河床近 く最下堆積層① 2層 か ら出土、流れ込みによる摩滅は

ない。年代は、Ⅳ l期 (8世紀第 3四半期)と 考えられる。 2は無台杯 (杯 A)の底部である。

3は甕の口縁部である。粘土帯を貼 り付け有段状となり、下部に櫛描き波状文が施される。4

はこで、外面に1条 の沈線を施す。 5は西北九州産と考えられる中世の滑石製石鍋である。体 滑石製石鍋

部の最大径を突帯状に成形 し、その鍔の上に 2個穿孔する。外面は滑 らかで、煮炊具のため炭

化物が付着する。 6は中世土師器の皿である。身は浅 く、口縁部に短い横撫で、見込みの横撫

では単位が明瞭に残る。12世紀後半の年代を与える。 7は 中世土師器の皿で底部回転糸切り痕

がある。 8は口径約15cmを 測る大型品である。 9は近世の妬器質灰釉皿である。内面下方に

紐輪積み痕があり、内外面とも灰釉薬がかかる。10は近世の灰釉壺である。11は鉄滓、12は椀 椀 形 滓

形津である。
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第 3章 調査の方法と成果

規 則 性

下ノ浦遺跡

畑跡の耕作痕

素掘小溝 〔図79。 80 図版37・ 49〕

位   置  調査区西側中央から東側中央までの範囲にある。

重 複 関 係  大半の竪穴建物埋没後に素掘小溝が掘削されるが、S197、 166、 167、 SB01、

SB02と は切 り合い関係にない。 しか し、その建物群は後世の河道下で検出されたため、素掘

小溝との切 り合 った層位が流失 した可能性も充分に考えられる。

規模と構造  断面観察では溝は 4層上面を掘 り込む。 4層 は部分的にしか堆積 しないので

それ以外の範囲は 5層上面を掘 り込む。 4層上面、 5層上面を旧地表面とは認識 していないの

で 2層中からの掘削と考えられる。遺構覆土には、 2層 もしくは近似 した層が堆積する。

調査区西側では北か ら約45度東に振 った方向に、溝間約25mで造成される。SD552が 直交

する位置にあるが、大半が北東方向に並ぶ。排水溝を挟んで調査区東側に移ると状況は一変 し、

現在の磁北に合 った東西南北の格子目状となる。一見すると榛名火山灰 (Hr_FP・ FA)降下

水田の擬似水田に似るが、南北方向埋没後、東西方向が造成されるので同時期に格子目状とは

ならない。SB03の西で東西方向の素掘小溝が北東方向の素掘小溝に切 られるので、調査区東

側の造成が古い段階にある。また、原則として建物廃棄後に素掘小溝が掘 られる。東西方向溝

の溝間は広狭あるのに対 し、S1166西 で顕著だが南北方向溝は溝間約 2mで一定に近い。計画

的に配置されたような規則性が認められる。対 して東西方向は幾度かの造成を繰 り返 した結果、

溝間のばらつきが生 じたとも考えられる。

畠と認定できない理由  一般の発掘調査で今回「素掘小溝」 とした形状 。規模の遺構が検

出されると、「畠 (畑)状遺構」 。「柵状遺構」とし、溝が畝間に似るので「畝状遺構」、中に

は「畠跡」 と扱 う場合 も少なくない。それら先例をすべて否定する気は毛頭ないが、 ここに

「素掘小溝」として扱 う理由を述べておく必要がある。

畠 (畑)と は、「雑穀や疏菜などが栽培される耕地」である1)。 佐藤甲二は仙台市下ノ浦遺

跡の調査において「明確な畝跡とこの畑跡に伴 う耕作痕」を検出した。畑の畝は「耕作土の存

在はもとより、凸部の形状、規模、方向性 (東西方向)に加え、幾つかの単位が認められたこ

と」を根拠として認定 し、畝間と異なる間隔・方向の「小溝状遺構群」を「畑跡の耕作痕」と

判断 している2)。 耕作痕の成因については、天地返 し痕、根菜類用畝床痕、桑植栽痕、畝間痕

と推定 している。本遺跡の素掘小溝の凸部分は、「耕作土の存在」および「凸部の形状」を除

き佐藤の認定基準をほぼ満たす。 しかし、耕作地として認定するには、 1)耕作上である 2・

5層 に耕具による鋤き込み痕が見当たらない。また、 2)数年にわたり畝立てを繰 り返 した場

合、方向や溝に無数の重複痕が残るはずであり、一過的耕作は不自然であること。加えて、 3)

自然科学分析の結果 (p202)で は「畝に相当する作土層は肉眼観察では確認」 されず、植物

珪酸体分析、地力判定によっても「小溝群と栽培植物 との関連性」について言及できず、「畝

間溝である可能性についても積極的に支持することはできない」と結論付けられた。

上記 3点の理由か ら、畑跡、あるいは畝間溝と認定することはできず、遺構の形状・規模を

簡潔に表す「素掘小溝」という用語を充て、機能限定をせず扱 うことにした。

1)山本 嵩2006「 はたけ [畑・畠]」『日本古代史辞典』大和書房

2)佐藤甲二2000「 T日跡の耕作跡に関する問題点と今後の課題」『 日本考古学協会2000年 度鹿児島大会資料第 1集 はたけの考古学』
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5 第2遺構面 (奈良・平安期)

年   代  素掘小溝が全体的に調査区中央部分に集中し、奈良・平安期の建物遺構が群

在する範囲と重なる。S1491を含む竪穴建物群と大溝SD09の間には、南北の素掘小溝が 4条程

あるが基本的には空閑地の様相を示す。調査区西側に目を転 じると、S1550以 西では素掘小溝 空 閑 地

は作 られていない。素掘小溝出土遺物は、須恵器、土師器に限定される。古段階は 7の杯蓋の

ように回縁端部を稜角的に屈折させるⅣ l期、新段階では無台杯 (杯 A)で は 8・ 12の ように

外傾度50° 前後まで開 くVl期がある。以上の状況から、素掘小溝群の造成時期は建物遺構群

と時期差はほとんどなく、 8世紀第 3四半期から9世紀第 1四半期と考えられるが、建物遺構 9 世 紀

覆土を切って造成されるため、厳密に素掘小溝の年代を特定はできない。

(SD330)
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第 3章 調査の方法と成果

旧河道 〔図79・ 81 図版50。 79〕

概   要  東側調査区、建物遺構群および素掘小溝が埋没後、自然流路がSB01か らSB

02を 切るように走る。残念なことに河道によってSB01・ SB02の柱穴の大部分が削 られ、情報

が失われている。河道の場合、もっとも新 しい遺物の帰属年代以降に埋没 したと見なす論理を

用いると、大正・明治期の遺物が含まれるので、かなり新 しい時期まで残っていた可能性があ

る。ただ、この河道は、明治10年 の『石川縣下第五大匡小四匡越中國幅波郡久泉村用水見取絡

絵図に記載 国』に表現されていない。河道内からは縄文、古代、中世、近世の遺物が出土するので、帰属

なし    時期の特定は難 しい。

遺   物  遺物は縄文、古代、中世、近世に帰属する。縄文遺物は遺物包含層出土遺物

の項で扱 っている。

須 恵 器  1～ 3は古代の須恵器である。 1は有台杯 (杯 BⅣ )、 2も有台杯 (杯 BH)で ある。 3は

珠   洲 甕の回縁部である。 4は珠洲の甕体部片である。中世に属する。 5～ 15は近世 。近代遺物であ

近世・近代遺物 る。 5は鉄釉碗、 6は鉄釉壺である。 7は越中瀬戸の鉄釉碗の高台部分である。 8は広東茶碗

で、呉須で捩 り文と圏線文を施す。 9は染付碗である。10は瀬戸・美濃産と思われる染付湯呑

である。11は染付皿である。12は妬器染付蓋物である。13は染付鉢である。蛇ノロ凹型高台。

14は硬質陶器皿で近代のもの。15は底部外面に「九谷J銘のある赤絵鉢である。16は時期不明

棒状鉄製品 の棒状鉄製品である。古代遺物の可能性がある。

11

〔‐‐‐
国
団
物
岡
脚
‐‐‐‐
‐‐――
国
‐‐――
物
凹‐―‐‐１周凹

図81 旧河道出土遺物実測図 (S=1:3)
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5 第 2遺構面 (奈良 。平安期)

(4)土  坑 〔Earthen pit〕

土坑 (SK) 〔区]82・ 83・ 84  膠]ん反34・ 42・ 50〕

概   要  基本的に本遺跡内では遺構面を問わず、土坑の数は少ない。主要な13基 の土

坑を図示 した。主に掘立柱建物や竪穴建物等の建築遺構群の周辺から検出されたものである。

SK67  SB03東 に位置 した正円形に近い平面形態である。 もっとも遺物が出土 した土坑

である。出上の上師器長胴釜は、体部最大径部分は欠損するが口縁部・体部・底部など破片数

は多い。頸部に掻き目を残 し、日縁部は端部を上方につまみ上げる。体部外面には平行叩き、

内面に同心円文叩きを施す。時期は、Ⅳ期 (8世紀後半)と 思われる。

SK443  8B01の 建物内にある土坑で、生焼け状態の須恵器杯が 2個体重なった状態で

出上 した。詳細はSB01(p.44)を参照されたい。

SK489  S1493に 近接する東西に長い楕円形状の上坑である。出土 した須恵器の無台杯

(杯 A)は 口径 11.8cm、 外傾度 59° 、径高指数29,7を測る。日縁部がやや外反する。時期は、

Ⅳ l期 (8世紀第 3四半期)と 考えられる。S1493(p,74)参照。

SK490  SK489と 同 じくS1493に近接する。平面形態は約1.5m四方の方形を呈する。出

土 した須恵器の無台杯 (杯 A)は 回径12.4cm、 外傾度60° 、径高指数29,0を測る。S1493(p.

74)参照。

SK556  SB05の 平面内にある直径60cmの土坑である。SB05は構造的に中世期と考えら

れ、建物内にある本遺構は、「甕据え付け穴」の可能性がある。珠洲体部片が出土 した。

0                      10cm

図82 土坑出土遺物実測図 (S=1:3)
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第 3章 調査の方法と成果
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5430m A―

5430m生

SK66
①黒褐色シルト(10YR3/1)黄 褐色粒少量含む
②にぶい黄褐色シルト(10YR4/3)

蜘 m

SK260
①褐灰色シルト(10Y4/1)4層 粒状20%含む
②褐灰色シルト(10YR4/1)
③褐灰色シルト(10Y4/1)4層 ブロック状20%含む
④黒褐色シルト(10YR3/1)灰 黄色シルト含む
⑤黒褐色シルト(10YR3/1)4層 +5層ブロック状に少量含む

5420m A               _コ ピ

SK241
①褐灰色シルト(10Ⅵ /1)しまりあり
②黒褐色シルト(lllYR3/1)4層 5%含む

53 80m A

SK67
①黒褐色シルト(10YR2/2)しまり弱

o                     lm

5420m L

4

SK402
①褐灰色シルト(10Y4/1)4層 小ブロック状に含む
②褐灰色シルト(lllYR4/1)し まりあり

イ半半

A

54 00mA

SK424
①暗褐色シルト(10YR3/4)し まりあり
黄褐色プロンク状に5～ 1鶴含む

②黒褐色シルト(10YR2/2)し まりあり
暗褐色ブロック状に1銚含む

SK488

①灰黄褐色シルト(10YR4/2)
径05～ 2cmの炭化物を10%含む

②灰黄褐色シルト(10YR4/2)
径05～ 3cmの炭化物を50%含む
明黄褐色シルトプロック状に部分的に含む

o                        2m

図83 第2遺構面 SK66・ 67・ 24Ⅲ 260・ 402・ 424・ 488(S=1:40 SK67 S=1120)
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5 第 2遺構面 (奈良・平安期)

5410mA

SK651
①暗褐色シルト(10YR3/4)し まりあり炭化物2%含む
②黒褐色シルト(10YR3/2)し まりあり炭化物銚含む

SK537
①褐灰色シルト(10Y4/1)褐 色粒状に5%含む

SK489
①黄灰色シルト(25Y4/1)灰 白色シルトブロック状に3%含む
②黒色カレト(loYR2/1)

③黄灰色シルト(25Y4/1)黄 褐色シルトプロック状に10%含む
④黒褐色シルト(25Y3/1)非 常に固くしまる

5400mと一

53 90m A

イ

―
―

嘲

Ｅ

ｏ
９
∞
め

蜘m

SK490
①褐灰色シルト(10YR4/1)
②にぶい黄色シルト(25略/3)①を5%含む
③黒褐色シルト(10YR3/1)①より暗い色調
④灰黄色シルト(25Y7/2)① +③ l眺含む②より混入量多い
⑤黄灰色シルト(2 5YR4/1)

2m

図84 第2遺構面 SK489・ 490(S=1:40)
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第 3章 調査の方法と成果

柱 穴 の

可 能 性

掘立柱建物

(5)ピ ット〔Pit〕

ピッ ト (SP) 〔図85・ 86〕

概   要  調査区内で ピットが集中的に検出されたのは、西側調査区中央、東側調査区

西、SD09東周辺である。下図に示 したのは、柱穴の可能性をもつものとして、1)断面形態が

V字状でないもの、2)底面形態が丸底 もしくは平底となっているもの、2)柱根痕跡 らしき土

層を示すものを条件として抽出 したものである。すべてのピットを図化するよりも、報告書刊

行後にこれらピットか ら掘立柱建物を構成する柱穴を抽出する作業を行 う基礎資料として提示

中世土師器

珠洲片口鉢

イ

A｀

mm百
｀

SP448
①黒褐色シルト(10YR3/1)

しまり弱
黄褐色粒状に5～ 1銚含む

5410m A A｀

5410mA

5380m A

A｀  5410m A

SP454
①褐灰色シルト(10YR4/1)

しまり弱
黄褐色十黒褐色プロック状に30～40%含 む

②
翅

SP613
①褐灰色シルト(10YR4/1)

②黒褐色シルト(10YR2/1)

黄褐色粒微量含む

SP614
①褐灰色シル ト(10YR4/1)

黄褐色ブロック少量含む

黄褐色粒少量含む
②黒褐色シルト(10YR2/1)

◎明黄褐色シル ト(10YR6/8)

褐灰色粒少量含む
④黒褐色シルト(10YR2/1)

黄褐色粒少量含む

ト

5410mA

SP616
①褐灰色シルト(10YR4/1)

黄褐色ブロック少量含む
②黒褐色シルト(10YR2/1)

黄褐色ブロック少量含む

４

　

Ａ A

54 00mA

①黒褐色シルト(10YR3/1)
褐灰色十黄褐色ブロック多く含む

(SP566〉す ることを目的 としている。

遺   物  基本的に遺物 を含む ~L署

ピットは少ない。出土 したのは中世土

師器の皿と珠洲片口鉢である。珠洲は

内面に卸 し目が施され、悟鉢として使

用されたことが想定される。外面には

指頭による撫での痕跡が認められる。

A (野原)  x

生③」 生◎」
53 80mA         A｀

掲色粒状に5%含む     褐色粒状に5%含む

続  (Юtt S昭浸七シル附∝Mか
しまりあり         しまり弱

生

で )ユ

生照⊃込

①褐灰色シル ト(10YR4/1)

②黒褐色シルト(10YR3/1)

①ブロック微量含む

工
@込

生

照 動

塾

o                        2m

図86 第2遺構面 ピット (S=1:40)

図85 ピット出土遺物実測図 (S=1:3)

ゝ

二
0」

SP456
①黒褐色シル ト(10YR3/1)

黒色ブロック状に5%含む

工

《 ⊃

ユ

5410mA A｀

生廷フ塾`

5410mA

SP627
①明黄褐色シルト(10YR6/6)

黒褐色ブロック少量含む
②黒褐色シル ト(10YR3/1)

黄褐色粒微量含む

生◎ 」
5410mA ②  Q A｀
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6 第 3遺構面 (縄文中―後期)

6 第 3遺本 (縄文中―後期)

遺構の配置  5層 (遺物包含層)直下の 6層上面で確認された遺構は、調査区全体でピッ

トが約500基、土坑は約20基が確認されている。 5層中から縄文土器・打製石斧が出土 してい

ることから、縄文時代に相当する遺構と推測できるが、遺構内出土遺物はない。多 くのピット

は、西側調査区の中央から西側に多 く分布 している。特にY-15,46∝由付近に集中 している。

平成15年の発掘調査においても、 ピットが集中している範囲と少ない範囲が見 られ、遺構が集

中する範囲と、少ない範囲に差がある傾向が見 られる。また、 4層が確認された東側調査区の

中央から西端部には、遺構がほとんど見 られない。付近の 6層内には、多 くの礫を含んでいる

ために掘削が難 しいことが原因と考えられる。SD09付近 も同様と考えられる。確認されたピッ

トの多 くは、円形・ 楕円形の形状である。覆上が単層の黒色土で、 5層由来と考えられ、断面

形状はU字状が多数である。その中で、柱痕跡 らしきものが分層できるSP733・ 735・ 1063が

確認された。集中 して ピットが確認されているが、SP1048～ 1051を 除いて、遺構配置に規則

性は見 られなかった。土坑についても、規模や平面形、掘 り込みの形態は様々であるが、覆土

に遺物は見 られず、袋状土坑 (SK1021・ 1098)以外に特徴的なものは見 られなかった。第 3

遺構面では、 2～ 5mの範囲を馬蹄形状、三日月状に 5層黒色上が 6層中に入 り込み、 7層の

礫を第 3遺構面まで持ち上げ、撹乱された状態で見 られる風倒木跡が見 られた。

(1)三上 坑 〔Earthen pit〕

土 坑 20基

ピット500基

袋 状 土 坑

風 倒 木 痕

土坑 (SK) 〔図87・ 88  図版38〕

SK696は 平面直径88cmを測る円形の上坑である。深さは20cmで底面 は丸みを帯びている。覆

土は2層 である。SK725は長軸110cm、 短軸70cmの 平面形が楕円の上坑ある。底面に若干凹凸

が見 られる。単層である。SK745は 長軸84cm、 短軸66cmを測る平面が楕円の土坑である。深

さ32cmで、断面形は逆台形を呈 しているが、一部円形の掘 り込み らしき凹みが見 られる。覆

土は2層である。SK773は長軸92cm、 短軸32cmを測る、平面が東西方向に長い不整形の上坑で

ある。深さは18cmと 浅 く単層である。SK825は 長軸74cm、 短軸44cmの平面が不整形の土坑で

ある。深さが16cmと 浅 く、底面は緩やかなテラス状になっている。単層である。SK8261よ 長

軸90cm、 短軸38cmの南北に長い不整形の土坑である。深さは14cmと 浅 く、底面に凹凸が見 ら

れる。単層である。 SK8291よ 長軸80cm、 短軸42cmの東西に長い不整形の土坑である。SK826

の近 くにあり、SP824に 切 られている。深さは12cmと 浅 く、単層である。SK994は長軸82cm、

短軸24cmの不整形の土坑である。断面形が逆三角形に近いほど、掘 り込みの角度が急である。

深さは30cmで覆土は 3層である。SK1021は 直径が44cmの平面が円形の土坑である。深さが88

cm、 断面形は長方形状で、 7層 (礫層)ま で到達 している。底面が掘 り込み面より広 く、袋 袋 状 土 坑

状となる。覆土は 5層由来の黒色上の単層と考えられ、微量の炭化物 も含まれていることから、

分析を行ったが、 5層 中に普遍的に含まれるもので、時期の確定には至らなかった。同じ形態

と考えられるSK1085が 、東に20m離れた位置にある。SK1022は長軸 122cm、 短軸 104cmの 平

―-103-―



第3章 調査の方法と成果

面が楕円形の土坑である。断面形は逆台形状で深さは20cmで、単層である。SK10231ま 長軸12

2cm、 短軸80cmの平面が不整形の上坑である。断面形が逆三角形状である。底面は7層 まで到

達 し、深さは58セ ンチで単層である。SK1064は長軸64cm、 短軸48cmの平面が不整形の土坑で

ある。深 さが14cmと 浅 く、底面 に凹凸がある。単層である。 SK1083は 長軸 130cm、 短軸

66cmの平面が南北に長い、不整形の土坑である。深さは24cmで底面がテラス状になっている。

覆土は 4層である。SK10851よ 直径が60cmの平面が円形の土坑である。深さが50cmで、断面形

袋 状 土 坑 は、一旦狭まり、中間の位置で幅が64cmと 広がる袋状になっている。礫層の7層 を深 く掘 りこ

んでいる。単層で、覆土内に微量の炭化物が含まれていたため、分析を行 ったが、SK1021と

同 じく、 5層中に普遍的に含まれる炭化物で、時期の確定はできなかった。平成15年度の調査

で、第 3遺構面 (下層遺構)力 らゞ同様に袋状の土坑であるSK61が確認されている。SK1098は

長軸80cm、 短軸68cmの平面が楕円形の土坑である。断面形状は逆台形状で、深さが20cmで あ

る。底面は若子の凹凸が見 られる。単層である。SK1099は 長軸 104cm、 短軸86cmの平面が楕

円形の土坑である。断面形状は逆台形状で、深さが36cmの単層である。SKl100は長軸204cm、

短軸138cmの 平面が楕円形の土坑である。第 3遺構面から確認された土坑では規模が大きい。

深さは32cmで断面形状は逆台形状である。覆土は単層である。SKl108は 長軸 170cm、 短軸 150

cmの平面が楕円形の土坑である。SKl100と 同じく規模が大きい。断面形状は弓状で底面が狭

い。深さは54cmで単層である。

(2)ピ ット 〔Pit〕

ピット(SP)   〔図88 図版38〕

SP733・ 735は西側調査区の西北端に位置する。SP733の 2m東にSP735がある。SP733は 、直

径32cmの平面が円形のピットである。深さが16cmで 、断面形状が逆台形状である。SP735は 、

長軸40cm、 短軸30cmの平面が楕円形のピットである。深さは18cmで断面形状は逆台形状であ

る。いずれのピットも2層 に分層できる。①層が柱痕跡と考えられる。SP10631よ 西側調査区の

北東部分で、電柱設置のため調査範囲が凸状になっている付近 にある。長軸 30cm、 短軸

26cmの平面が楕円形のピットである。断面形は逆台形状で、深さが22cmで ある。①層が柱痕

跡と考えられる。SP1048・ 1049。 1050・ 1051は西側調査区の西北部分、電柱設置のため調査

範囲が凸状になっている付近にある。SP1049は 直径32cm、 SP10501よ 26cmの平面形が円形で、

SP1048・ 1051は 長軸が約35cm、 短軸が28cmの平面が楕円形である。各 ピット深さは24～ 36

cmの範囲である。単層で柱痕跡は確認できない。ほぼ一辺が90cmの正方形に配置されている。

確認されたピットの付近からは、縄文土器片が一点出土 しているのみである。 5層上で竪穴遺

構と考えられる輪郭は確認できず、 6層上でもピット以外の掘 り込みの痕跡は確認できなかっ

た。西側調査区の北部分は、 2層 を確認することはできず、表土下は 5層であった。かつての

農地整備で、 5層の上部から上は削平され、第 3遺構面でも遺構は殆ど見 られなかったことか

ら、竪穴遺構のピットのみが確認できる状況の可能性 も考えられる。
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6 第 3遺構面 (縄文中―後期)

イ ゝ

A｀

A｀

へ

ユ

｀

①黒褐色シルト(10YR3/2)
暗褐色プロック状に20%含む しまりあり

②褐色シルト(10YR4/6)粒状に2～ 3%含む

SK725
①黒褐色シルト(10YR3/1)炭化物2～ 3%含む しまりあり

A

53 70m A

53 80m A

53 80mA A

SK745
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり
②暗褐色シルト(10YR3/4)し まりあり

A

53 80m A

SK826
①暗褐色シルト(10YR3/3)褐色粒状に6%含む

しまりあり

5390m A

SK1021
①黒色シルト(10YR2/1)褐色粒状に5%含む

しまりあり

5350m A

手

A

53 80mA

5370m A

A｀

A｀

SK773
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヽ

含
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ａ・

］勒　　　　みわ呼

炭

し

‐

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ａ

一

シ色

５

褐

２

暗

Ｋ

①

ア

A｀

6

6
|

SK829
①黒褐色シルト(10YR3/2)し まりあり

53 90mA

SK1022
①黒色シルト(10YR2/1)小礫1～5mml%含む

しまり昂弓い

SK994       1
①黒褐色シルト(10YR3/1)炭化物粒状に1%含む しまりあり
②暗褐色シルト(10YR3/3)し まりあり
③褐色シルト(10WR4/4)小礫1～ 5mm2%含むしまりあり

イA

A｀ 5390m L53 90mA

SK1023
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり

0                           2m

図87 第3遺構面 上坑 (S=1:40)

SK696

①

6

①

6

①

6
①
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SK1064
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり
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53 80mA

SK1083
①黒色シルト(10YR2/1)し まりあり
②黒褐色シルト(10YR3/3)し まりあり
③明黄褐色シルト(10YR6/8)し まりあり
④黄褐色シルト(10YR5/8)し まりあり

53 80mA

SP1099
①暗褐色シルト(10WR3/3)小礫2～ 10mm跳含むしまりあり

53 70m A

SKl108
①暗褐色シルト(10YR3/3)し まりあり

ア

5390m生

SK1085
①黒色シルト(10YR2/1)褐任粒状に10%含む しまりあり

的
面

田
SP733
①黒褐色シルト(10YR3/2)

しまりあり
②褐色シルト(10YR4/4)

しまりあり
暗褐色粒状に30%含む

SK1098
①暗褐色シルト(10YR3/3)
小礫1～ 5mm2%含むしまりあり

53 80m A

5380mA

② キ① ②

ぺ S 6

SKl100
①黒褐色シルト(10YR3/1)し まりあり
②l音褐色シルト(10YR3/4)褐色ブロック状に5%炭化物粒状に2%含む しまりあり

A｀

A

SP1050

SP1051

53 90m A           A

SP1063
①黒褐色シルト(10YR3/1)
しまりあり
褐色ブロック状に10%含む

②黒褐色シルト(10YR3/1)
しまりあり

生

蕉 動

ユ

53 80mA        A｀

国
SP1048
①黒褐色シルト(10YR2/2)し まりあり

53 80mC        C｀

蜘5M
①黒褐色シルト(10YR2/2)し まりあり

2m

53 80mB         8｀

あまし

　

　

ヽ

SP1051
①黒褐色シルト(10YR2/2)

しまりあり

図88 第3遺構面 土坑ピット(S=1:40)

①

6

①

6

0
①

6
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6 第 3遺構面 (縄文中―後期)

表3 溝(SD)一覧

図版番号 遺構番号 地 区 方位  遺構面 責論彊衰命炉 蘇 出土遺物 備考

遺構全体図 SD 72 東側調査区 N-85° ―W第 1遺構面  44  22  21 須恵器

E]28 SD 145 東側調査区 N-20° 一E 第1遺構面  21  18  12
SD 146 東側調査区 N-64° 一E 第1遺構面  22  18  4
SD 147 東側調査区 N-49° ―E 第1遺構面 147  90  20
SD 148 東側調査区 N18° ―E 第1遺構面 165  20  30
SD 149 東側調査区 N-63° 一W第 1遺構面 170  100  30
SD 150 東側調査区 N-63°  W第 1遺構面  37  21  12
SD 151 東側調査区 N-75°  W第 1遺構面  35  28  8
SD 152 東側調査区 N-75° 一W第 1遺構面  40  29  32

須恵器 土錘

須恵器 珠洲

須恵器 珠洲

図29 SD 153 西側調査区 N-79°  W第 1遺構面  42  39  22
SD 155 西側調査区 N-62° ―W第 1遺構面  46  22  4 近世陶器

SD 156 西側調査区 N-68° 一W第 1遺構面  63  41   6
SD 157 西側調査区 N23° ―E 第1遺構面  49  32  26
SD 158 西側調査区 N51° ―W第 1遺構面  35  21  19
SD 161 西側調査区 N-67・ 謝 第1遺構面  32  24  18
SD 162 西側調査区  N-9° 一E 第1遺構面  20  17  14
SD 168 西側調査区 N-70° 一W第 1遺構面  50  20  18

90° 北方向に由がる

晃

75・ 77・
  sD 09   東 1則調査区  N-45° 一E 第2遺構 [面  1000   690   155  

昂累魂斤極詔 1繊:撲蓬 SD09(H16)

SD 430 東側調査区 N-42° 一W第 2遺構面 186  150  675 SD200(H16)

表4 掘立柱建物(SB)一覧(第2遺構面)

図版番号 遺構番号 地 区 桁行柱聞 梁行柱間
全長(cm)

桁行  梁行  (Rf)
離
ｍ

方 位 柱形式

図 32・ 33   SB 01

図 35・ 37   SB 02

図 38・ 9    SB 03

図 41・ 42  SB 04

図 43・ 44   SB 05

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

1090   580   632

990    430   426

1110   570   633

920    440    405

660    390    257

N-2° 一E

N-1° 一W

N-8° 一E

N-5° 一E

N-17° 一E

270

165

278

230

220

290

215

285

440

195

表5 掘立柱建物関連遺構一覧

図版番号 遺構番号 地 区 平面形 遺構(SB)弓盃f弓命炉 蘇 出土遺物 備考

図 32・ 33  SP 232

SK 233

SP 234

SP 235

SP 271

SP 272

SP 284

SP 285

SP 291

SP 292

SP 295

SP 296

SP 297

SP 299

SP 300

SP 301

SP 303

SP 304

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

68     52     42

142    92     49

60     56     23

68     60     22

52     42     20

32     24     18

52     40     51

64     60     40

96     60     52

76     60     50

60     56     30

60     58     38

88     62     42

60     52     15

76     64     43

52     42     48

68     60     43

88     60     55

不整形

方形

円形

円形

円形

円形

やや方形

やや方形

楕円形

不整形

楕円形

不整形

不整形

楕円形

不整形

不整形

楕円形

不整形

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

柱痕あり
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図版番号 遺構番号 地 区 方位 遺構面 員命偏員命炉雅
ω

出土遺物 備考

図 32・ 33   SP 305

SP 436

SP 437

SK 443

SP 444

SP 445

SP 475

SP 476

SP 481

SP 483

東側調査区  不整形

東側調査区  不整形

東側調査区  円形

東側調査区  円形

東側調査区  円形

東側調査区 やや方形

東側調査区  円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

72

19

22

16 須恵器

25 須恵器

29

22

50

14

33 須恵器

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

SB01

68

52

32

34

51

84

44

96

48

68

４４

２８

２８

６６

４８

６０

３８

６２

３６

４４

柱痕あり

図 35・ 37   SP 228

SP 229

SP 230

SP 231

SP 237

SP 238

SP 239

SP 309

SP 392

SP 427

SP 428

SP 429

SP 461

SP 462

SP 477

SP 478

SP 479

SP 480

SP 482

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

不整形

楕円形

惰円形

円形

不明

不明

楕円形

楕円形

不明

楕円形

不整形

楕円形

不明

不明

不整形

円形

円形

楕円形

不整形

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

SB02

65

72

68

55

75

70

70

76

62

95

60

100

(35)

24

70

40

35

50

45

５５

６０

４８

４８

５０

６５

５５

６５

５０

８５

４５

８５

２４

２０

４０

３０

２８

４０

４０

30 土師器

39 弥生土器

20

22

40

60

26

23

29

54

44

49

(18)

(9)

97

10

10

19

14

削平されている

削平されている

柱痕あり

削平されている

削平されている

削平されている

図 38・ 39  SP 516

SP 632

SP 633

SP 636

SK 637

SK 638

SP ll17

SP ll18

SP ll19

SP l120

SP l123

SP 1208

SP 1209

SP 1210

SP 1211

SP 1212

SP 1213

SP 1214

SP 1215

SP 1216

SP 1217

SP 1218

西側調査区  楕円形

西側調査区  円形

西側調査区  不整形

西側調査区  不整形

西側調査区 やや方形

西側調査区  不明

西側調査区  楕円形

西側調査区 やや方形

西側調査区  不整形

西側調査区  楕円形

西側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区 やや方形

東側調査区  楕円形

東側調査区  円形

東側調査区 やや方形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  不整形

東側調査区  楕円形

東側調査区  不整形

削平されている。

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

80     70

40     40

60     40

90     60

90     60

95     50

47     38

68     55

75     38

88     60

70     55

60     55

40     30

95     50

47     55

50     45

55     40

58     40

100    65

75    45

60     50

105    50
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6 第 3遺構面 (縄文中―後期)

図版番号 遺構番号 地 区 方位 遺構面 弓命炉弓盆f 蘇 出土遺物 備 考

図 38・ 39  SP 1219

SP 1222

SP 1223

SK 1224

SP 1225

東側調査区  不整形

東側調査区  円形

東側調査区  円形

東側調査区 やや方形

東側調査区  不明

SB03

SB03

SB03

SB03

SB03

60     40

50     48

60     48

50     (5)

15     50

削平されている

図 41・ 42  SP 287

SP 293

SP 294

SP 306

SP 313

SP 345

SP 367

SP 388

SP 411

SP 412

SP 425

SP 426

SP 431

SP 432

SP 433

SP 434

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区 やや方形

東側調査区 やや方形

東側調査区  円形

東側調査区 やや方形

東側調査区  円形

東側調査区  不整形

東側調査区  不整形

東側調査区  円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  不整形

東側調査区  楕円形

東側調査区  楕円形

東側調査区  円形

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

SB04

18

52

50

45

42

60

40

60

55

50

40

55

45

60

48

40

38

40

35

50

38

45

28

40

38

38

40

35

16    14

38     53

40     52

34     46

34

46

54

38

48

38

59

32 須恵器

30

56

65

56

柱痕あり

柱痕あり

柱痕あり

柱痕あり

柱痕あり

図 43・ 44   SK 556

SP 557

SP 559

SP 560

SP 562

SP 564

SP 566

SP 569

SP 571

SP 572

SP 573

SP 574

SP 578

SP 589

SP 594

SP 599

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

円形

円形

楕円形

楕円形

円形

円形

楕円形

楕円形

不整形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

楕円形

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

SB05

60

24

16

38

30

30

32

34

42

28

24

14

28

28

28

30

20 珠洲

32

30

23

28

48

20 中世土師器

34

28

49

16

10

40

19

31

16

表6 竪穴建物 (SI)一 覧

図版番号 遺構番号 地 区 平面形
最大幅 最小幅

な  出土遺物 備考遺構面

図51

図53

S1167

S1395

図46 S197

層団47・ 48    S1166

正方形  第2遺構面 250

正方形  第2遺構面

方形  第2遺構面

方形  第2遺構面

長方形  第2遺構面

長方形  第2遺構面

長方形  第2遺構面

正方形  第2遺構面

40 須恵器 土師器
調査範囲外に

およぶ

焼土・硬化面あり

調査範囲外におよぶ

調査範囲外におよぶ

カマド・焼土・硬化面あり

焼土・硬化面あり

カマド・焼上・硬化面あり

図 54・ 55    S1491

晶

54・ 57・
   s1492

回]54・ 62    S1493

図 54・ 63    S1494

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

東側調査区

(242)

530

(286)

(270)

360

395

(536)

380

須恵器 土師器

須恵器

須恵器

須恵器 土師器

須恵器 土師器 刀子
不明鉄製品 土錘

須恵器

須恵器 土師器 土錘
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第 3章 調査の方法と成果

最大幅 最小幅  深さ
遺構番号 地 区

S1550 西側調査区

S1600 西側調査区

方 位 遺構面

東側調査区 正方形  第2遺構面 (454)415

出土遺物

須恵器 土師器

備考

S1492に切られている

堅穴外柱穴10基

焼土あり

58

回ユ66

回研68

正方形  第2遺構面 (252)(242) (9)土 師器

長方形  第2遺構面 454 412  20 須恵器 土師器

図69    S1620  西イ則調査区  方形  第2遺構面 (290) (170) 44              飛歪然賃で

・調査範囲

図71    S1650  西側調査区  不整形  第2遺構面  500  490  20  須恵器 土師器    筆錦 宕
ツトあり 削

図73   創 1220 東側調査区 長方形 第2遺構面 960)“ 10)15 須恵器 土師器   花3店だ鷲ま習
初卜水路

表7 竪穴建物 (SI)関 連土坑・ピットー覧

図版番号 遺構番号   地区   平面形  遺構 (SI)膏
命炉 夏盆彊 浦濡 出土遺物      備考

図47・ 48  Pl  東側調査区 やや方形  S1166  118  100  40
P2  東側調査区  不整形   S1166  106  68  43
P3  東側調査区  楕円形  S1166  65  50  20
P4  東側調査区  楕円形   Sl1 66  70  64  30
P5  東側調査区  楕円形  Sl1 66  50  45  50
P6  東側調査区  楕円形   S1166  70  45  31
P7  東側調査区  楕円形   S1166  50  45  48
P8  東側調査区 やや方形  Sl1 66  50  45  31
P9  東側調査区  不整形   Sl1 66  50  30  32
P10  東側調査区  楕円形  SI1 66  45  40  23
P ll  東側調査区  円形   S1166  45  40  84
P12  東側調査区  楕円形   S1166  65  45  39
P13  東側調査区  円形   S1166  30  20  14
P14  東側調査区  不整形   S1166  45  40  16
P15  東側調査区  円形   S1166  70  68  92
P16  東側調査区  不整形   S1166  80  45  20
P17  東側調査区  楕円形  S1166  58  30  15
SK l  東側調査区  方形   S1166  130  60  52
SK 2  東側調査区  不整形   Sl1 66  95  40  30
SK 3  東側調査区  楕円形  S1166  60  35  54
SK 276 東側調査区  不整形   Sl1 66  150  58  26
SP 277 東側調査区  不整形  S1166  56  36  21 カマド煙筒の可能性あり

回団53 SP 423 東側調査区  円形 S1395     30     26     28

□田54・ 55 Pl  東側調査区  円形   S1491  40  38  68
P2  東側調査区  円形   S1491  50  48  62
P4  東側調査区  楕円形   S1491  20  18  12
P5  東側調査区  楕円形   S1491  46  40  18

図54・ 57・  Pl  東側調査区  楕円形  S1492  80  60  21
58     P2  東側調査区  楕円形  S1492  50  32  22

P3  東側調査区  円形   S1492  32  30  13
P4  東側調査区  楕円形   S1492  44  38  12
P5  東側調査区  楕円形   S1492  75  64  10
P6  東側調査区  不整形   S1492  30  24  14
P7  東側調査区  不整形   S1492  42  22  11
P3  東側調査区  円形   S1492  22  20  11

図 54・ 62 SK 497 東側調査区  長方形   S1493  164  50  58

図66 Pl  西側調査区  円形

-110-

柱穴の可能性あり

図 54・ 63 P2  東側調査区  円形   S1494  48  34  60
P3  東側調査区  楕円形   S1494  62  38  27
P4  東側調査区  楕円形  S1494  58  34  48

S1550     42     34     14



6 第 3遺構面 (縄文中―後期)

図版番号 遺構番号 地 区 方位 遺構面 夏希炉夏詰f 蕊 出土遺物 備考

E□ 66 SP 575

SP 587

SP 590

SP 640

SP 641

SP 642

SP 643

SP 644

SP 645

SP 646

SP 647

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

S1550

西側調査区  円形

西側調査区  円形

西側調査区  円形

西側調査区 やや方形

西側調査区  不整形

西側調査区  不整形

西側調査区  楕円形

西側調査区  楕円形

西側調査区  円形

西側調査区  楕円形

西側調査区  楕円形

22     18     17

22     20     22

26     22     32

20     18     17

38     20     17

40     38     7

26     22     6

36     28     12

22     20     17

22     36     20

20     18     11

層□68 Pl  西側調査区  円形

P2  西側調査区  不整形

P3  西側調査区  楕円形

P4  西側調査区  円形

P5  西側調査区  円形

P6  西側調査区 やや方形

P7  西側調査区  楕円形

P8  西側調査区  円形

P9  西側調査区  円形

P12  西側調査区  円形

P15  西側調査区  楕円形

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

S1600

60

110

100

36

22

96

30

22

28

28

22

52     7

74     37

80     14

30     21

18    16

28     24

30     22

20     21

28     14

22    21

22     14

園団69 26

26

26

28

33

18

86

31

SP 561 西側調査区

SP 577 西側調査区

SP 579 西側調査区

SP 583 西側調査区

円形

円形

楕円形

楕円形

S1620

S1620

S1620

S1620

図71 Pl

P2

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

S1650

S1650

S1650

S1650

S1650

S1650

S1650

S1650

S1650

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

西側調査区

円形

円形

円形

円形

不整形

不整形

不整形

不整形

不整形

7

11

16

9

18 須恵器

14

14 須恵器

12

12

焼土ピット

焼土ピット

焼土ピット

焼土ピット

焼土ピット

22

28

26

28

68

54

28

40

48

18

26

22

20

60

40

20

28

20

図73 SP 1221 東側調査区 不整形   S11220

表8 土坑・ピット(sK・ SP)一 覧

図版番号 遺構番号 地 区 平面形 遺構面 蜀盃炉蜀盆f 蘇 出土遺物 備考

図27 SK 159 西側調査区

SK 165 西側調査区

不整形  第1遺構面

円形  第1遺構面

E劉 83 SK 66  東側調査区

SK 67  東側調査区

SK 260 東側調査区

SK 402 東側調査区

SK 241 東側調査区

SK 424 東側調査区

SK 488 西側調査区

不整形  第2遺構面

円形  第2遺構面

方形  第2遺構面

不整形  第2遺構面

不整形  第2遺構面

不整形  第2遺構面

不整形  第2遺構面

‐ ５２

‐ ５８

‐ ８４

２０２

７０

８２

９６

130

150

154

184

60

70

72

18

32

20

17

47

12

19

土師器 調査範囲外にのびる

回]84
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試掘溝に切られる

SK 489 東側調査区

SK 490 東側調査区

長方形  第2遺構面

方形  第2遺構面

28 須恵器

22 須恵器

270

192

110

152



第 3章 調査の方法と成果

図版番号 遺構番号   地区 遺構面 員盃拝員命塚 蘇方位 出土遺物 備考

図84 SK 537 西側調査区  楕円形

SK 651 西側調査区  不整形

第2遺構面  82  58  27
第2遺構面  70  42  21

図86 SP 448 東側調査区  円形

SP 450 東側調査区  円形

SP 4関  東側調査区  楕円形

SP 454 東側調査区  円形

SP 456 東側調査区  円形

SP 468 東側調査区  円形

SP 565 西側調査区  円形

SP 607 西側調査区  楕円形

SP 608 西側調査区  楕円形

SP 611 西側調査区  楕円形

SP 613 西側調査区  楕円形

SP 614 西側調査区  楕円形

SP 616 西側調査区  円形

SP 618 西側調査区  円形

SP 627 西側調査区  楕円形

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構画

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

第2遺構面

36     32     19

30     28     22

36     28     22

48     42     34

28     20     20

30     28     27

26     22     22

36     26     24

40     22     37

28     20     26

30     28     18

22     16     30

30     26     17

56     52     50

28     20     19

柱痕あり

柱痕あり

柱痕あり

E]87 SK 696 西側調査区  円形

SK 725 西側調査区  不整形

SK 745 西側調査区  楕円形

SK 773 西側調査区  不整形

SK 825 西側調査区  不整形

SK 826 西側調査区  不整形

SK 829 西側調査区  不整形

SK 994 西側調査区  不整形

SK 1021 西側調査区  円形

SK 1022 西側調査区  楕円形

SK 1023 西側調査区  不整形

SK 1064 西側調査区  不整形

90     88     18

110     70     30

86     68     31

92     32     19

76     46     16

91     38     15

80     53     11

78     42     30

56     46     48

120    100    21

120     84     39

94     64     16

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

袋状遺構

園]88 SK 1083 西側調査区  不整形

SK 1085 西側調査区  円形

SK 1098 西側調査区  楕円形

SK 1099 西側調査区  楕円形

SK l100 西側調査区  楕円形

SK l108 西側調査区  楕円形

SP 733 西側調査区  円形

SP 735 西側調査区  楕円形

SP 1048 西側調査区  楕円形

SP 1049 西側調査区  楕円形

SP 1050 西側調査区  円形

SP 1051 西側調査区  楕円形

SP 1063 西側調査区  楕円形

132     64     24

72     64     49

82     64     24

106     80     36

196    130    34

170    152    56

36     32     14

37     32     18

38     23     30

36     32     22

袋状遺構

柱痕あり

柱痕あり

堅穴遣構柱穴の可能性
あり

柱痕あり

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

第3遺構面

表9 不明遺構(SX)一覧

図版番号 遺構番号  地区 平面形  遺構面 出土遺物 備考
口 Л″【田 コ  と W':中    ‐ [   [四 ■, 一 h】 四

 (cm) (cm) (Cm)~~~¨
・       … ‐

     __

SX 649 西側調査区  不整形  第2遺構面 168  74  21 須恵器 土師器図71
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7 遺物包合層出土遺物

(1)縄文時代 〔」omOn period〕

縄文土器   〔図89。 90・ 91 図版51・ 52〕

今回の発掘で出土 した縄文土器を、V期・ 10群に区別 し、報告する。

I期 (前期・後葉)

Ⅱ期 (中期 。前葉)

Ⅲ期 (中期・後葉 )

Ⅳ期 (後期 。前葉 )

V期 (後期 。後葉 )

他に、縄文施文と無文の土器の第 9群土器と、深鉢形土器以外の器種の第10群土器を設定 し

た。 この 2群の土器の中で、帰属する年代を推定できる土器は、文中で明記する。

第 1群土器 (図89 1)  外傾する平縁の口縁部である。地文は無文で、水平方向に細い

結節状浮線文を貼付 している。浮線上の結節は、爪形文の連続刺突による。福浦上層式に比定

できる。

第 2群土器 (図89 2～ 6)  半哉竹管状の施文具による平行沈線文で文様を構成する土器

群で、地文には縄文を施 している。同2・ 3は平縁で、口縁端部は平坦に作 り出されている。同

4～ 6は色調や施文原体が類似 しており、同一個体と見 られる。新崎式に比定できる。

第 3群土器 (図89 7～ 11)  棒状の施文具による幅広の沈線文 と、貝殻腹縁による連続

刺突文を特徴とする土器群である。同7～9は全て平縁と見 られる口縁部で、日縁端部直下から

より強 く外反する。同9で は、隆帯上に連続刺突文が加えられている。串田新 正式に比定でき

る。

第 4群土器 (図89 12～34)  数量的に見て、今回の調査区内では主体を占める土器群で

ある。寸胴形かあるいは張 りのある胴部 (同 31・ 34)で、文様帯の下端にあたる部位から外反

し、口縁端部の直下か ら強 く外反する器形である。口縁部には、平縁のもの (同 17～19)と 波

状口縁を呈するもの (同 12～ 16)がある。主に幅広の沈線文で文様を構成するが、同24・ 25に

は列点状の刺突文が加えられている。沈線文は、文様帯の上部では端部と並行する方向に、下

部では水平方向に施され、その間には波状 (同 24)・ S字状 (同22)・ 渦巻状 (同 20)に施さ

れる。 この文様帯の下部には、特徴的な縄文が縦位に施されている。前田式に比定できる。

第 5群土器 (図90 35～42)  端部の直下から大きく外反する口縁部をもつ土器群である。

同35・ 36の 口縁部は無文である。胴部の文様帯とは、連続 した刺突文の加えられた横位の隆帯

で区画されている (同 37)。 その胴部の文様帯は、断面形が三角形に整形された隆帯で文様構

成されるが、隆帯の多 くは縦方向に貼付されている。第 5群土器は、ほぼ岩崎野式に比定でき

7 遺物包含層出土遺物

V期 。10群

福浦上層式

新 崎 式

串田新 I式

前 田 式

第 1群土器…福浦上層式に比定

第 2群土器…新崎式に比定

第 3群土器…串田新 I式に比定

第 4群土器…前田式に比定

第 5群土器…岩崎野式に比定

第 6群土器…気屋 I式に比定

第 7群土器…気屋Ⅱ式に比定

第 8群土器…八日市新保式に比定
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第 3章 調査の方法と成果

る。

第 6群上器 (図90 43～ 50)  口縁部の形状には、日縁端部の直下から内湾するキャリパー

形の口縁部をもつもの (同43～46)と 、口縁端部に向けてより強 く外反するもの (同47～49)

がある。前者は、水平方向に直線的あるいは波状に施される沈線文 (同 43・ 46)か連続刺突文

(同44・ 45)で 文様を構成する。後者では、押 し引き状に施された三角形の連続刺突文 (同47・

気 屋 I式  48)等が施され、地文には縄文をもつ例 (同 48・ 49)も ある。気屋 I式 に比定できる。

第 7群土器 (図 90 51・ 52)  ごく断片的な資料であるが、沈線文の間に縄文を充填する

気 屋 ‖式 上器群である。全体の器形や文様構成は不明であるが、気屋 Ⅱ式に比定できるものと見られる。

第 8群上器 (図90 53)  口縁部に屈曲部を持ち、 ここから端部に向けて垂直方向に向け

八日市新保式 て立ち上がる、波状口縁の土器である。遺存状態は悪いが、屈曲部に沈線文が認められる。八

日市新保式に比定できる。

第 9群土器 (図90 54～ 61、 図91 62～ 72)  ここでは縄文施文のみか、縄文施文の部位

と無文の部位の資料を扱 う。

第②図54～61に は、口縁部と胴部の資料を掲載 した。日縁部の形状には外反するもの (同 54・

55)・ 短 く内湾するもの (同 56)。 大きく内湾するもの (同 57・ 58)ん あゞる。短 く内湾する口

縁部をもつ同56は、気屋式に相当すると見 られる。また、節の大きな縦位の縄文 (同60)は 、

前田式か気屋 I式 に相当すると見られる。第③図62～ 72に は、底部の資料を掲載 した。無文の

ものもあるが (同 71・ 72)、 ほとんどが縄文施文のものである。後者の中で節の大きな縦位の

縄文の同65～68は、前田式か気屋式に相当すると見られる。

第10群土器 (図 91 73・ 74)  浅鉢形土器である。底部脇から大きく外傾する器形で、同

73の底部は上げ底状の作りである。内面は、磨き調整されている。外面は無文で、同74の底部

外面には、網代圧痕が認められる。 これらの浅鉢形土器は、前田式に伴 う可能性が高いものと

考えられる。

小  結  以上、今回の発掘調査で出土 した縄文土器を概観 した。土器は、前期後葉から

後期後葉までの幅広い年代のものが出土 しているが、文章中でも述べたように、数量的に主を

占めるのは後期前葉の前田式から気屋式までの土器群である。一方、出土区別の分布状況を見

ると、土器群を問わず17E・ Wの 2区 に集中する傾向が顕者に認められる。このことは、別の

項で扱った打製石斧が、調査区内に散在する形で出土 していることと対照をなしている。また、

出土層位で見ると、ほぼ縄文期の遺物包含層である 5層 中から出土 している。

(河野典夫)

〔参考とした主な文献〕

高堀勝喜 他 1986 『真脇遺跡 農村基盤総合整備事業能都東地区真脇工区に係る発掘調査報告書』 能都町

教育委員会・真脇遺跡発掘調査団

野原大輔 他 2004 『久泉遺跡発掘調査報告 I―平成15年度一般国道359号砺波東バイパス建設工事に先立つ

埋蔵文化財調査報告書―』 砺波市教育委員会

野原大輔 他 2005 『久泉遺跡発掘調査報告H一 平成16年度一般国道359号砺波東バイパス建設工事に先立つ

埋蔵文化財調査報告書―』 砺波市教育委員会
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第 3章 調査の方法と成果
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第 3章 調査の方法と成果

226点

両 面 調 整

石   鍬

形 態 3類

表面の変色

打製石斧   〔図93～104図版53～ 68〕

平成17年度久泉発掘調査では、完形・ 破片を合わせて103点出土 している。平成 15・ 16年の

発掘調査で出土 した打製石斧は、 5層 (遺物包含層)か ら出土 している。平成17年の発掘調査

でも同様に、打製石斧は全て 5層内から出土 している。

平成15年度の発掘調査では52点、平成16年度は71点出土 している。 3年間の発掘調査で、合

計226点の打製石斧が出上 しているが、遺構に伴 う打製石斧は、平成16年度の調査の2点だけで、

平成17年度の調査では、遺構に伴った打製石斧は見 られなかった。 5層からは縄文早期から後

期までの土器片が出土 している。縄文土器の時期と打製石斧と時期が一致するのか判断するに

は難 しい状況である。

石材は安山岩、凝灰岩、砂岩などが主に使用され、久泉遺跡付近を流れる庄川の自然礫を原

石として使用 していると考えられる。出土 した打製石斧は、自然礫に打撃を加え、礫から分割

された剥片を素材として使用する。分割 した際に形成される、鋭利な縁部を刃部として利用す

るもので、久泉遺跡から出土 した打製石斧は、片面に自然面を残すものが多数である。素材と

なる剥片は、打製石斧に対 して横方向 (側縁部)か ら打撃を加えた横長剥片、剥片末端までバ

ルブで覆われた貝殻状剥片を使用 して、打製石斧を製作 しているのが多い。また、表面に自然

面のない両面調整 したものは157の みの1点である。

出土 した打製石斧は、土を掘る石鍬であると考えられ、 5層内からは、打製石斧の製作時に

発生する剥片が見 られないことから、破片は付近で打製石斧を使用 したときに、破損 して廃棄

して しまったものであると考えられる。別の地点で出土 した破片が、接合 したものが6点見つ

かっている。

平成 15・ 16年の報告に沿って、形態を大きく3種類に分類 した。(図92)基部 と刃部の幅が

ほぼ同 じく、基部から刃部にかけて、側縁部がほば平行になっているものを I類 (短冊形)

(図 93～97)と した。Ⅱ類 (撥形)は基部幅より刃部の幅が大きくなっているものである。側

縁部が基部から刃部にかけて、ほば直線的に開 くものをⅡa類 (図 97～99)と し、側縁部が く

びれているものをⅡb類 (図 100～ 103)と した。破損 して部分的にしか残っていないもので分

類 している。 (図 104～ 107)

I類 (図98～97)  75～ 106を I類 と分類 した。 I類は全体の約40%を 占める。全長が15c

m、 最大幅が 5cm以内の規模が大半で、97・ 101～ 103は 全長が16cmを超え、大型のものと区

分することができる。素材となる素材剥片の形を利用 した成形を行っているの多 く、89。 90は

側縁部に最低限の調整 しか行っていない。刃部や基部は、素材剥片の鋭利になった縁部を利用

しているものが多 く、 76・ 86・ 89。 90。 101は 少ない打撃調整で成形 している。76・ 77・ 85・

87・ 89。 97は両端を刃部として使用 している。97は 自然面の表面が黒 く変色 しているのが見 ら

れ、被熱 している可能性も考えられる。

II a類 (図97～99)  107～ 121を Ⅱa類 と分類 した。規模は全長10cm～ 15cm、 幅 5cm程

度が多 く見 られるが、形態は様々である。基部の部分が破断 しているのが多い。110～ 115は 刃

部が幅広い円刃で、打撃調整が側縁部に弱 く施されているものと、119・ 121は 刃部を直刃にま

で調整を行 っているものが見 られる。Ⅱa類 は左右の側縁部に比較的丁寧に調整を行い、左右
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対称に成形 していることがわかる。 107・ 109。 121は 最大厚が4cm以上 もある。116～■8は 刃

部が破損 している。

II b類 (図 100～ 103)  122持 146を Ⅱb類 と分類 した。柄に装着するためのくびれがある

のが特徴となる。 くびれの程度や形態は様々である。 130・ 133・ 140は くびれが部分的に強 く

施されている。 くびれの位置は、基部に近い側縁部に施されているものが多いが、134・ 136は

側縁部の中央部にあり、分銅形に近い形状のものもある。145・ 1461よ 、片側の側縁部にくびれ

を施 しているもので、左右非対称になっている。140は 基部が凸形で、刃部が非常に幅広い、

刃部は磨耗 しているのが肉眼で見られる。

破片 (図 104～107)  147～ 177ま では打製石斧の破片である。147～ 1591よ 基部、160～ 164

は胴部、165～ 177は 刃部の破片である。150・ 155。 162・ 163は 、 くびれが見 られるのでⅡb類

である。刃部は大きく磨耗 しているものが少なく、破損 したものを再利用 している形跡 も見 ら

れなかった。174は 非常に薄 く、側縁部に細かい調整を行っている。175は 最大幅が2.9cmと 小

規模のものがある。

計 壬 箭

図92 打製石斧の各類型計測部位とその名称

庄川河川敷における岩石調査

打製石斧の母岩  久泉遺跡から出土 している打製石斧の石材は、10種類以上にも及ぶ。平

成17年度では、安山岩・砂岩が多 く使用されている。過去の調査でも同じ傾向である。付近に

は庄川が流れ、多 くの川原石が存在することから、川原にある自然礫を母岩として製作 してい

ると考えられる。今回の発掘調査では製作に関する資料は見つからなかったが、現在、流れて

いる庄川の川原石から、打製石斧の母岩となる礫との関係を考えたい。

庄川の変遷  現在の流れている庄川は、岐阜県大野郡烏帽子岳 (え ばしだけ)を源流にし

ている。岐阜県内で尾上郷川、大白川等をあわせて、北流 して富山県に入 り、境川、利賀川を

合流 し、雄神において砺波平野に出て、日本海の富山湾に注いでいる。

古代は、谷日から西流 して現在の小矢部市附近で小矢部川 (当時の呼称は「射水川」)1こ 合

流 していた。砺波平野は、庄川と小矢部川による複合扇状地である。古来より庄川は氾濫を繰

り返 し、庄川扇状地の西から東へと何度 も流れを変遷 した歴史がある。庄川というのは雄神の

庄あたりの呼称で、下流では野尻川、中村川、千保川、中田川など、それぞれ分流の名で呼ば

れていた。寛文10年 (1670年 )、 前田綱紀によって庄川扇状地扇頂部の弁才天前で、千保川な

どの各分流を中田川ヘー本化する大工事が行われ、44年後の正徳4年 (1714年)に完成 した。

7 遺物包含層出土遺物

分 銅 形

左右非対称
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第3章 調査の方法と成果

庄川は河口附近まで別の流路となり、現在の高岡市吉久で合流するようになった。

古代から近世までの庄川の変遷からも、庄川が氾濫を繰 り返 し、流域を変えていったことが

わかる。そのため、縄文時代も同様に、庄川が氾濫を繰 り返 していたことが推測される。

現在の庄川は、上流にダムが建設され、下流では護岸工事が進んでいるため、当時の庄川の

河川環境とは全 く違 うものになっている。ダムの建設により、上流から流されてくる礫の量は

少なく、礫の規模 も小さくなっていると考えられる。 しかし、源流の位置に変化は無 く、庄川

由来の川原石には特徴があることから、久泉遺跡で出土 した打製石斧の石材と比較を行ってみ

た。

庄川から採取された石  石採取地点地図 (図110)で、上流から砺波市合ロダム付近、砺

波市安川大田橋付近、高岡市二塚中越パルプエ場付近、射水市大島北野河川公園付近の 4箇所

において、 1メ ー トル四方の範囲で、直径が約15cm以上の打製石斧の母岩となるものを対象

に石材鑑定を行った。 (表 11)各 4箇所で採取 した石材の種類には大きな違いは見 られないが、

上流から下流に向かって礫が小さくなっていることがわかる。上流では、大きな礫が簡単に入

手できるが、下流になるにつれて小形の円礫が多 くなる。上流から流されていく過程で、石が

衝突を繰 り返 し、磨耗 していくためで、凝灰岩・溶結凝灰岩などの比較的硬度の低い岩石は、

河日の付近では小さい。流される過程で、磨耗 してしまうためと考えられる。現在、庄川の流

れている位置と水量は、打製石斧を使用 していたと推測される縄文時代とは全 く違うが、石斧

の材料となる手頃な大きさの川原石が、容易に入手できることは推測できる。

濃飛流紋岩  庄川の河川の源流が岐阜県の飛騨地方であることから、濃飛流紋岩 (石英粗面岩)が各採取

した箇所で見 られる。濃飛流紋岩は中生代の終わり白亜妃後期～新生代第二紀の初めにかけて

(8千万年～ 5千 8百万年前)噴出した火山岩で、火山の噴火で発生 した火砕流によって形成さ

閃緑岩・花商岩 れたものである。閃緑岩・花南岩類も各採取 した箇所で見 られた。上流の飛騨地方は、花蘭岩・

閃緑岩を主とする、深成岩で形成された山も多 く存在 し、上流の河川付近で多 く露出している

ため、下流に流されてきたものと考えられる。庄川の上流合ロダム付近から、不純物を多 く含

緑色凝灰岩 有 しているものの緑色凝灰岩 (グ リーンタフ)ん 採ゞ取されている。2000～ 1700万年前に、火山

から噴きだした溶岩や火山灰が、海底に厚 くつもり岩石となったもので、かつては富山県の内

流紋岩・安山岩 陸まで海が存在 していたため、海底火山が噴火 したことで発生 したものである。流紋岩と安山

岩は、2000万年以前に神通川 。庄川 。小矢部川の上流付近で流紋岩 。安山岩を噴出した火山活

動で形成されたものとも考えられる。

打製石斧の石材 各 4箇所で採取 した川原石のうち、各地点で花南岩・濃飛流紋岩 (石英粗

面岩)等が多 く見 られる。打製石斧の材料として使用される花南岩は、各地点で比較的見 られ

るが、砂岩は少ない。打製石斧として製作が容易で耐久性がある花南岩、砂岩、凝灰岩を選択

していたと考えられる。

5層 (遺物包含層)の礫  5層 (遺物包含層)中から、自然礫が多 く出土 した (図 109)

自然礫が出土する。平成 15。 16年度の発掘調査においても、 5層中から多 くの自然礫が出土 し

ている。庄川の川原石と考えられる。

5層礫分布図から、礫が部分的に集中していることが伺える。礫の多 くは自然円礫である。

割れている礫は存在するが、人為的なものかは判断できない。また、打製石斧を製作する場合

-120-



7 遺物包含層出土遺物

には、多 くの剥片が発生するが、 5層中からは礫の剥片はほとんど出土 していない。平成17年

の発掘調査では、打製石斧の製作に関する資料は見つからなかった。 5層中で自然礫が多 く出

土 した範囲と、小穴の集中 している範囲と違 う傾向が見 られる

打製石斧の出上位置 (図108)  平成15年度はグリッド、平成 16。 17年度については、出

土 した位置と標高の記録を行 った。平成 15～ 17年度の縄文土器 。打製石斧の出上分布図 (図

108)か ら、打製石斧は、調査区内全体から出土 していることがわかる。平成15年度の発掘調

査では、西端部分で 5層中に礫が多 く含まれ、近年の基盤整備で 5層が削平されているため、

ほとんど出土 しなかった。縄文土器片が多 く出土 している範囲に、打製石斧が出土 している傾

向も見 られるが、縄文土器の出土 していない箇所に集中して出土 している範囲もあり、縄文土

器との明確な関連性は見 られない。また、小穴の集中する範囲では、打製石斧は比較的出土 し

ない傾向が見 られる。

出土状況は全て単体で、意図的に置かれた形跡は見 られなかった。打製石斧の形態や規模で

の出土傾向にも特徴は見 られなかったが、破損品・刃部欠損 している打製石斧は、SD09付近、

Y15410～ 15390ラ インの間などの 5・ 6層中に自然礫を多 く含んでいる範囲や、打製石斧が集

中して出土 している範囲に比較的多い傾向が見 られる。 5。 6層の自然礫によって掘削時に破

損 し廃棄 した可能性 もある。

接合する打製石斧が見 られた。 142。 131は 10m近 く、127は 40m離れた破片が接合 している。 接 合 資 料

打製石斧の使用痕  平成15年から17年まで、久泉遺跡から出土 した打製石斧の使用痕分析

の鑑定を行った。使用痕の分析の詳細な結果については、久泉遺跡打製石斧の使用痕分析 (p

201)に述べている。鑑定の結果から磨耗が確実に確認できたのは全体の 7%、 磨耗であると

推測されるものが40%である。28%は磨耗が確認できなかった結果であったが、磨耗が見 られ

ないことが、未使用で放棄 したものではなく、磨耗するまで使用 していないものと解釈するの

が妥当である。打製石斧の材料が付近で豊富に存在するため、久泉遺跡で使用 した後、持ち運

ぶ労力を省 くために放棄 した可能性や、一度使用 したものは、耐久性が落ちることが考えられ、

再利用 しないで廃棄する可能性 も考えられる。川口武彦氏による打製石斧の使用実験では、

「肉眼で明瞭に確認できる磨耗痕」が刃部に形成されるのは、各種の土壌を考慮 してもと時間

以上の使用によるものであり、反対に 1時間未満の使用では磨耗痕は観察されないと推察 して

いる (川 口 2000)。 磨耗痕がある打製石斧が低い割合であるのは、未使用ではなく川口氏の実

験によって得 られた現象によって説明できるのかもしれない。また、 5層 (遺物包含層)と 6

層が、 シル ト質の比較的柔 らかい土質のため、痕跡が残りにくいことも推測される。

今回、刃部の状況 も分析を行 った (表 10)。 刃部の形状が対象、右偏、左偏、破損で分類を

行っている。形態毎に比較を行ってみた。短冊形 (I類)と Ⅱb類は比較的同じ割合であるが、

Ⅱa類 は刃部が対称のものが多 く、欠損が少ない傾向が見 られる。

久泉遺跡の磨製石斧 打製石斧が久泉遺跡で多 く出土 しているのに対 して、磨製石斧は非常

に少ない。久泉遺跡か ら出土 した磨製石斧は、使用を継続するには難 しい破損品である。磨製

石斧は、木などを伐採する道具として使用されると考えられる。数量が少ない理由として、久

泉遺跡周辺では使用されることが少なかった可能性と、製作するのに時間と労力を多 く必要 と

する磨製石斧は、簡単に廃棄せず再利用 していた可能性 も考えられる。
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第 3章 調査の方法と成果

打製石斧と縄文土器出土地点の関係 縄文土器片が多 く出土する範囲で、打製石斧も出上 し

ている傾向があることは述べた。縄文土器片の多 く出土する範囲の多 くは州ヽ片であるため、時

期を確定するのは難 しいが、一部には文様から時期が比定できる土器片が見 られる。そのよう

な土器片が、ある程度限 られた範囲から出土する傾向が見 られる。 (図 108)

縄文土器と打製石斧の時期的な関係を、包含層出上位置から確定することはできないが、今

後、久泉遺跡周辺で、縄文土器、打製石斧など時期的の差や遺物数量の差が明確になっていく

ことで、周辺の縄文時期の生活状況が解明されていくと考えられる。

砺波市教育委員会 2004 『久泉遺跡発掘調査報告書 I』

砺波市教育委員会 2005 『久泉遺跡発掘調査報告書Ⅱ』

川口武彦 2000年  『古代文化』第52巻  「打製石斧の実験考古学研究」

鈴木道之助 1991 『石器入門辞典 縄文』 柏書房

石川考古学研究所 1999 『石川県考古資料調査・集成事業報告 農工具』

金沢市教育委員会 1986 『金沢市新保本町チカモリ遺跡』

財団法人 富山県文化振興財団 2006『下老子笹川遺跡発掘調査報告 縄文時代編』

財団法人 富山県文化振興財団 2004『黒河尺目遺跡・黒河中老田遺跡発掘調査報告書』

小矢部市教育委員会 2006 『桜町発掘調査報告書 縄文土器・ 石器編 I』

富山県教育委員会 1990 『北陸自動車道遺跡調査報告 朝日町編 5 境A遺跡 石器編』

渡辺一夫 2002 『チH原の石ころ図鑑』

磨製石斧   〔図107 図版68〕

磨製石斧は4点出土 している。178・ 180は 刃部、179。 181は 基部の破片である。178は 磨製

石斧の刃部側部に当たる部分で、製作時の擦痕が明瞭に残っている。180も 同様に製作時の擦

痕が見られる。使用頻度が少ないと考えられる。1791よ 、表面がまだ完全に成形されておらず、

凹凸を残 している。181は 擦痕が明瞭に見られる。179～ 181の破片の幅は6cm以下であるため、

小型のものと考えられる。

石  錘    〔図107 図版68〕

182～ 1841ま 石錘であると考えられる。182・ 1831ま 幅 5cm、 厚み 2cm程度の扁平礫である。

辺縁部に打撃を加えてくびれを形成 している。184は 幅12cm、 厚み 3cmの 扁平円礫で辺縁部

に 2箇所に打撃によってくびれを形成している。石錘と考えられるが、磨耗などは見られない。

敲石の可能性も考えられる。

砥  石    〔図107 図版68〕

185は砥石である。砥面は 5面で、石材はチャートである。 1面は等間隔で斜めに擦痕が見

られる。仕上げ用の砥石と考えられ、第 2遺構面の時期であると考えられる。   (阿 部)
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第 3章 調査の方法と成果

図96

102

0                      1ocm
|

遺物包含層出土遺物実測図(7)打製石斧(I類)(S=1:3)
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遺物包含層出土遺物実測図(3)打製石斧(I類・Ⅱa類)(S=1:3)
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図99 遺物包含層出土遺物実測図(10)打製石斧 (Ⅱ a類)(S=1:3)
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図100 遺物包含層出土遺物実測図(11)打製石斧(Eb類 )(S=1:3)
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物ア

図102 館物包含層出土遺物実測図(13)打製石斧 (■ b類)(S=1:3)
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遺物包含層出土遺物実測図(14)打製石斧 (Ib類)(S=1:3)
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図104 遺物包含層出土遺物実測図(15)打製石斧 (破片)(S=1:3)
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打製石斧規模表(H15・ 16・ 17)

最大幅

打製石斧規模分布表(H17)

刃部破損・破片
(使用に適さないもの)

表面風化

刃部欠損

摩耗なし

摩耗あり?

摩耗あり

4000

打製石斧の状態(H15・ 16・ 17)

完形品
60%

|  ■不明

1   目I!
|  ■ I

|   □ I

so(個 数)

Ⅱb類 (接形)

各類型の磨耗痕の有無

Ⅱa類 (雑形)

刃部欠損
24%

I類 (短冊形 )

右
５
　
　
　
　
赫
郷

輸
剛摩耗あり?

40%

各類型の刃部状態(H15・ 16・ 17)

表10 打製石斧関連データ
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打製石斧の磨耗痕の有無(H15・ 16・ 17)

-138-



▲

０
∞
Ｎ
Ю
一＝
＞

８

ミ
．Ｐ

Ｉ

０
０
０
．０
一ｔｌ
′

日
Ｈ
日
日
日
口
【
３３

Ⅷ
〔・
藍

・ヽｋ

ノ

２‐

緯

=た
だe登と

鰈 警

乱
勅撤

む1蠍Ψ
Γ

２ ２

平成17年発掘調査

７

４０

〔
輯 鰯

爛
機 辞

彎

■騨

＼

戸
~i子

'~
89

０
０
甘
．め
一
＝
＞

０
卜
甘
りヽ
一
＝
＞

０
∞
寸
．Ｃ
一
＝
＞

Ｆ

鰯

輔

０
，

３７〇

一／

X=70,360

平成15年発掘調査

戸

-0

40

Ξ

い
．Ｐ

Ｉ

８

ｏ
ｒ

ｌ

ガ

５

ヽ
ｒ

”
Ｉ
↑
ユ
・

9

(カ ッコはグリッ ドで取 り上げ)

*番号のないものは報告書未掲載
*ゴ シック体の文字は平成17年発掘調査報告書番号

縄文土器
1～ 4点

5～ 10点

11～ 20点

観即 21点以上

転

キ‐

Ｈ

脚

一

日
」

７
‐８

9            ,   1              50m

図108 石器・縄文土器出土分布図(平成15・ 16・ 17)(S=111000)

0短冊形(I類 )

▲様形(Ia類 )

日撥形(Ib類 )

+撥形 (形 態不明)

X破片
◎石錘
◇磨製石斧
☆砥石

だ

一

域

―-139-―



〇
い
∞
．め
ギ
ー
‐
‐
‐

〇
卜
∞
≡ぃ
一
―
　
‐
‐
‐

〇
［
甘
ぃぃ
一
―

_― ―~~~古 ~~

o                 10                29m

図109 第3遺構面標高・5層中礫出土状況図 (平面図S=1:300)

-141-

)礫 集中範囲



芹
【
デ

批

7 遺物包含層出土遺物

□①射水市大島北野河川
公園付近

□②高岡市二塚中越パルプ
エ場付近

■③砺波市合ロダム付近

■④砺波市安川大田橋付近

iよ

!:上 !i≒:|

'工
翌

，
証
ｉ　
　
　
・　
一

卜
世

一ヽ　　一
．一一一ィ　・一本ォ＝

(個 数)

12

片
麻
状
花
商
岩

四石灰
岩

結
凝
灰
岩

色
凝
灰
岩

ン
岩

（グ
リ
ー
ン
タ
フ
）

玄
武
岩

シ
ル
ト
岩

礫
岩

表11 各地点の石材構成表

-143-

(石材 )
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宝珠形つまみ

扁 平 化

高沢島‖遺跡

(2)奈良―平安時代 〔Nara― Heian period〕

須恵器   〔図112・ 113・ 114図版42・ 43・ 69。 70・ 71・ 72〕

杯 蓋 (図69,186～ 214) 29個体

を図化 している。部分片が多 く、器高・  40

口径とも数値化できるものは 6個体 しか
30

ない。日径の数値から、有台杯 (杯 BI)

に伴 う口径12～ 14cmの もの (186～ 189,  20

198～195,198～ 200)、 有台杯 (杯 BⅢ )

に伴 う口径18cmを超えるもの (205・ 21

4)、 有台杯 (杯 BⅣ)に伴う口径14～ 17 00

cmの もの (190～ 192,196・ 197,201～

O0       40       80      120      160      200

表12 杯蓋 (杯 B)の法量分布図

204,206～ 213)に分類できる。

天丼部が平坦で平笠状となる186。 187は 、天丼部から回縁部になだらかに移行 し、天丼部に

回転箆削りを施 し宝珠形つまみが貼付される。天丼部は肉厚で、日縁端部はわずかに垂下する。

径高指数は186が 22.4、 187が23.6を測 り、Ⅳ期以降に主流となる径高指数20以下の一群とは異

なるが、Ⅳ l期に属すると考えられる。 188・ 195は つまみが欠損するが同規格である。189は

口径13.2cmを 測る比較的薄手の製品である。つまみが欠損するが、扁平なつまにが張 り付 く

型と思われる。口縁部で屈曲し、端部をわずかに垂下させる。Vl期に帰属する。 190・ 191は

それぞれ口径14.3、 15,3cmを 測る。両方とも口縁端部のかえしは小さい。年代を決めるのは難

しいが、V期に属するものと考えられる。 1921よ 口径14.9cmを 測 り、つまみが欠損するが、全

体に扁平化 している。Ⅳl期 と考えられる。193は 回径12cm、 器高2.8cmを 測る。つまみは宝珠

形が崩れ、扁平となる。天丼部から回縁部までなだらかに移行 し、口縁部でわずかに屈曲し、

口縁端部を内側にかえす。径高指数は23.3を測 り、年代はⅣ期を与える。 194も 同じ型式であ

る。 196は 残存率が低いが、口径14.6cmを 測る。口縁端部を丸 く仕上げるもので、Ⅳ期に相当

する高沢島Ⅱ遺跡の杯蓋 1)で みられる。 196は Ⅳ2期～Vl期に相当すると考えられる。197は

口径16.5cmを 測 り、扁平な個体である。口縁部を屈曲 し、端部を稜角的にかえ し、内側に収

める。日縁部の屈曲が弱いことからⅣ期に属すると考えられる。 1981ま 口径12.5cm、 器高2.5c

mを測る。宝珠形つまみが付き、口縁部は屈曲し平坦部を作り出す。端部は丸 く仕上げる。径

高指数は20.0を測る。 1991よ 口径13.3cm、 器高2.3cmを 測 り、天丼部か ら口縁部になだらかに

移行 し、日縁部の屈曲は弱い。径高指数は17.3を 測 り、198と ともに扁平化の傾向が認められ

る。Ⅳ期 と考えられる。2001よ天丼部には箆切 りを行い、後に撫でを施す。外面の一部、日縁

1)神保孝造他 1978『富山県砺波市栴檀野遺跡群予備調査概要』,p22

吉岡康暢  1983「第 2章 奈良平安時代の土器編年」『東大寺領横江庄遺跡』松任市教委 。石川県考古学研究会 ,

p183

吉岡は高沢島Ⅱ遺跡について「厳密な編年的位置の固定が要請される」としながらも、第Ⅱ期 (田 嶋編年Ⅳ期に相

当)の三浦中層遺跡より「やや後出的様相を示すJと 表現 している。
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端部に自然釉が付着 している。帰属時期はV期 と考えられる。

201は、器面が滑 らかで、口縁端部の外面から内面外周にかけて重ね焼き痕がある。帰属時

期はⅣ2期 と考えられる。202は 、日縁端部の外面に薄 く重ね焼 き痕がある。203は、天丼部か 重ね焼き痕

ら口縁部になだらかに移行する。天丼部には回転箆切 りを行い、後に撫でを施す。内面は転用

硯のように滑 らかである。外面全体に降灰 しており、帰属時期はV期 と考えられる。204は、

天丼部に回転箆削 りを施 し、口縁端部の外面から内面外周にかけて重ね焼きの痕がある。帰属

時期はV期 と考えられる。

205は 有台杯 (杯 BⅢ )に伴 うもので、口径が18cmを超える。天丼部から緩やかな曲線で口

縁端部を垂直にかえす①小形化傾向となるⅣ期にも同法量のものがあるが、端部を深 く屈曲し

ない成形はⅢ期に属するものと考えられる。210は、回縁端部を丸 く仕上げ、体部外面には回

転撫でによる稜が数段つ く。21Hよ、天丼部には回転箆切 りを行い、後撫でを施す。内外面口

縁部に自然釉が付着 している。帰属時期はV期 と考えられる。212は、扁平なつまみを貼付す

る。天丼部には回転箆削りを行う。内面口縁部から天丼部中央にかけ灰色化が認められる。口

縁端部の外面に重ね焼き痕があり、外面口縁部に別個体口縁部付着 している。帰属時期はⅣ l

期と考えられる。213は、つまみは欠損 している個体である。天丼部には回転箆切 りを行い、

後に撫でを施す。外面口縁端部から内面口縁部にかけ黒色化 している。帰属時期はV期 と考え

られる。214は、外面全体に降灰 している。

外面口縁端部は黒色化 しており、自然釉が付着 している。帰属時期はV期 と考えられる。

無台杯 (図 112,215～ 234)  無台杯 (杯A)は 20個体図化 している。法量は細かく捉え

ると 3種認められ、 I(口 径101～ 11 0cm、 器高2.9～ 3.4cm)、 Ⅱ (口径114～ 12 0cm、 器高 法 量 3種

35～ 3.8cm)、 Ⅲ (口径12.4～ 13.4cm、 器高28～ 3.3)と 分類できるが、大局的見地からすると

法量の分化現象と見なしうる程個体差がない。大半が口径13cm未満 という傾向をⅣ期以降に

みられる各器種の法量・形式の

小形化 。画一化現象の範疇で  40

解釈すれば、無台杯は 1法量 し

か存在 しないと理解で きる。

228の み法量が単独的数値を示   20

す。                10
215。 216は 日径が約 10cmの

小型品である。外傾度はそれぞ  。。

れ52° 、57° を測る。Vl期に

北野博司がいう「椀 E(椀 AⅢ )」

1)に法量が近いが、精製品ではないので該当しない。216は Vl期 に相当すると考えられる。

217は SK443(SB01)出 土の無台杯 (図 34)と 同法量のもので、体部と底部の境に段がある。

径高指数302を測る。218・ 219は ともに外傾度が60° 、径高指数は約30を測り、Ⅳ期に位置付

1)北野博司 1989「 1 北陸における須恵器生産 (1)編年の概要」『北陸の古代手工業生産』北陸古代手工業生産史

研究会

法量・形式の

小形化・画一化

椀E(椀 A III)

表13 無台杯 (杯A)の法量分布図
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けられる。2201よ 口縁部がやや開 く型式である。2211よ外傾度が65° を測る。222～224は、Ⅳ期

に属する。225は底部が厚い個体で、体部下半で稜を作 り、口縁部に向かって外反する。226は

完形品で、217・ 221と 同様に体部と底部の境に段をもち、体部は直線的に立ち上がる。撫で方

向を観察すると、回転が時計回 りであることがわかる。228は法量が他の無台杯 と異なり、日

径12.Ocm、 器高2 4cmを測る。外傾度は45° 、径高指数20を 測 り、Ⅳ期以降の小形化、 V期以

降に杯類が椀形化する傾向が認められ、本品はVl期 に相当すると考え られる。2291よ、体部

が湾曲 して立ち上がる個体である。体部中央が薄 く、口縁端部にやや厚みをもたせ、椀のよう

な器形となる。V期 と考えられる。

230は完形品で、外傾度58° で立ち上がり、口縁端部をわずかに外反させる。底部外面には

敷 物 圧 痕 回転の敷物の圧痕が縦横に残る。Ⅳ期と考えられる。231～ 233も 外傾度は約 50° 付近であり、

V期に相当する。2311よ底に近い体部に強い撫でを施 し外反させ、体部上半は内湾させる。胎

土は肌理細かく、精緻な印象を受ける。232はやや厚みのある個体で、径5mln程の白色砂粒を

含み、胎土は煮炊具のそれに近い。233は 焼成不良だが薄手の個体である。

有台杯 (図 113,235～ 256)  有台杯 (杯 B)は 21個体図化 している。法量は大きく2種

あり、小型 (口径10.1～ 12.6cm、 器高3,7～ 4 5cm)と大型 (口径13.0～ 15,9cm、 器高55～ 6.5

cm)に 分けられる。小型のものは、10cm代、11～ 12cmで 2法量に分けられると思われるが、

資料数が少ないので一括 りにしている。

田嶋の杯 B分類に基づき分けると、杯  80

BⅡ が244～ 248、 250～ 254、 杯 B IVが

236～ 243、 249。 255・ 256、 杯 BVが 235

となる。               40

235～ 2401よ 回径が11.5cln未 満の小形  20

有台杯である。235は、有台杯の中で回

径が最小のもので、 10.lcmを 測る。外  00

傾度は65° 、径高指数は42.6。 高台がや

や高 く、踏ん張るような形状である。田

F‐f‐F
● ド

表14 有台杯 (杯 B)の法量分布図

塩 杯 嶋編年の杯 BVに相当する唯―のものであり、いわゆる「塩杯」である。 2361よ 口径10 9cm、

外傾度は66° 、扁平な高台が付 く。237は 焼成が良好、日径11.lcm、 外傾度 65° 、径高指数33.

3を測る。底部中央を薄 く仕上げ、口縁部が外反する。高台は内端接地 となる。2381よ全体に厚

みのある印象で、特に底部の器壁が他の有台杯に比べ圧倒的に厚い。高台は扁平で幅があり、

角が丸い。2391よ、ほぼ完形品であり、国縁部周辺に自然釉がかかる。外傾度は70° 、径高指

数は41,7を測る。高台は簡素な作 りで、内端接地となる。Ⅳ期に相当すると考えられる。240

は、体部が椀形に湾曲 して立ち上がり、底部中央を薄 く仕上げる。器壁は全体的に薄 く、Ⅳ 2

期と考えられる。241は、口径 11.5cm、 体部が直線的に立ち上がる。高台は踏ん張る形態であ

る。Ⅳ l期 と考えられる。242は、胎土に大粒の砂粒を含む個体である。全体を薄 く仕上げ、

口縁部でわずかに外反する。口径12 0cm、 外傾度68° 、径高指教は34.2を測る。243は 口縁部

が開 く形態で、回径12 6cm、 径高指数は317を測る。日径13cm未満の個体の径高指数が30後
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7 遺物包含層出土遺物

半から40前半に分布が集中するのに対 し、数値が低い。Vl期 の特徴を有する。

244～ 248、 250～ 254は、大型深身の有台杯 (杯 BH)で ある。244は、高台が欠損するが口

径が13.2cmを測ることから大型に分類できる。□径に対 して底径が小さく、V期に相当する

と考えられる。245は、口径14.6cm、 底径8 3cmを測 り、244と 同様回径に対する底径の比率が

小さい。外傾度は67° と直立気味ではあるが、径高指数が37.7を測る。Vl期 に帰属すると考

えられる。246は 口径が15 7cmと 大きい。体部は開き気味で立ち上がり、やや椀的な作 りとな

る。外面に煤が付着 している。外傾度は65° 、径高指数は357を測る。Vl期 に相当すると考

えられる。247も 口縁部が直線的に開 く。外傾度 66° 、径高指数35.9を測る。Vl期 と考えら

れる。248は 口径14.5cm、 体部外面に箆記号がある個体である。記号は、 2本の直線を縦に浅 箆 記 号

く引 くものである。外傾度 68° 、径高指数42.8を測る。Ⅳ 2期に相当すると考えられる。249

は、箆記号のある体部片である。細片で記号全体は不明だが、「 ×」印のように思われる。250 「 × 」

は口径13.Ocm、 外面全体に降灰 している。杯 BⅡ のうち、 もっとも径高指数が高 く、48.5を測

る。口径の割に重厚な高台がつ く。体部は直線的に立ち上がり、口縁部で外反する。外傾度76

°
を測 り、Ⅳ l期 と考えられる。2511よ 口径14.lcm、 器壁の厚みがある。底部と同じような厚

みで体部は直線的に立ち上がり、口縁部でわずかに外反する。外傾度 76° 、径高指数461を測

り、Ⅳ l期 に帰属すると考えられる。252は 、体部片である。日径15 3cm、 外傾度73° を測る。

体部中程か ら外反する。Ⅳ期に属すると考えられる。2531よ 、口径15 9cmを 測る。体部は外反

して立ち上がり、外に踏ん張る形態の高台がつ く。外傾度68° 、径高指数38.4を測る。底部外

面は転用硯のように滑 らかで、胎土中の砂粒が外れた凹みに朱色の顔料 らしきものが残る。体

部や底部内面の表面や胎土にはない。底部外面を硯のようにして、赤色顔料を研いでいた可能

性がある。254は 底部片であり、底径12.Ocmを 測る。日径が遺存する底径の最大値は、251の

10.2cmで あるので、254は もっとも大型の有台杯 と考えられる。255は底部か ら体部中程まで

残る。薄手の仕上げで、高台は内端接地となり、Ⅳ期に属すると考えられる。256は 底部は完

存、一部残る体部に一条の箆記号がある。

瓶類・ 壺類 (図 114,257～ 277)  供膳具以外の器種 は少ない。 2571よ 広口瓶で、胴頂部

から頸部が残 る。胴部と頸部は 3段で接合 している。胴頂部外面には自然釉がかかる。258は

壺 もしくは瓶類の底部である。底径は11 3cmを 測る。底部内面全体に自然釉がかかることか

ら、広回壺 もしくは広口瓶の可能性が考えられる。259は、瓶類の底部である。高台が付き、

外面に自然釉が厚 く付着する。260は瓶類の底部としたものの、底径は15.9cmを 測る大型のも

のであり、接地面 も 2点 あり器種特定は難 しい。261は小型瓶のうち、肩張 りの長頸瓶 もしく

は広口瓶 と考えられる。262は有台の小型長頸瓶である。胴頂部および底部内面に自然釉がか 小型長頸瓶

かる。263は、短頸壺の蓋と考えられる。口径は11.6cm、 つまみの有無は不明である。天丼部

に厚 く降灰する。264は短頸壺の口縁部である。口径11.2cmを測る。265は /1ヽ型の広口壺であ

る。回径7 4cm、 器高は8cm程度 と推測される。肩の張 りは弱 く、全体に丸みのある器形であ

る。266は横瓶の閉塞部である。外面に同心円状の掻き目を施す。内面には厚 く自然釉がかか 横   瓶

る。267は甕の口縁部である。外面に自然釉がかかる。口径が18cmを測るため、小甕と考えら

れる。268は甕の回縁部片である。外面には整形時に施された調整痕が残る。269は 甕の口縁部
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であり、端部は屈曲 し上方につまみ上げる。甕と思われるが、広口瓶の可能性 もある。2701よ

焼成不良の甕口縁部である。口縁端部は広 く面を作 り出し、水平方向に挽き出している。271

は日径25.4cmを測る甕の口縁部である。272は小甕である。口縁部は直線的に立ち上がり、口

縁端部を丸 く仕上げる。日縁端部外面に一条の沈線が施される。胴部外面には平行叩き日、頸

部付近には掻き目を残 し、内面には同心円文叩きを施す。口縁部から胴部中位まで部分的に残

り、甕類の中でもっとも遺存状態の良い個体である。 2731よ大甕の回縁部である。回径は復元

すると39 5cmを測る。外面には強い掻き目が施されている。274は甕の1同部片である。頸部付

近から胴頂部が残る。外面には平行叩き、内面には同心円文叩きが残る。276・ 277と もに甕の

胴部片である。

土師器 〔図115・ 116 図版72・ 73〕

食膳具・煮炊具を合わせた破片点数では、遺物包含層出土遺物の 8割を超える。大半が煮炊

具で占められる。 これは、煮炊きによる劣化で消耗率が高いという器種特性を反映 したもので

あり、須恵器に比べ破片が細片化 しやすいのも一因であると考えられる。食膳具は非常に少な

峰ヽ。

内面黒色処理 椀 (図 115, 165～ 198) 278は 内面黒色処理をした椀である。体部外面に粘土帯を

貼 り付けている。内面は横方向の磨きを施す。古墳時代の土師器のような印象を残す。2791ま

内面黒色処理をした椀である。内面から口縁端部外面にかけて黒色化 している。日縁端部を内

側に返 し、丸 く収めている。内外面ともに横方向の磨 きを施 している。280は横方向の撫でを

施 した椀である。内面は黒色処理されていない。基本的に本遺跡か ら黒色土器やその他椀類が

少ない傾向にある。 これは本遺跡の供膳形態に椀があまり組み込まれていなかったことを示す

ものである。

長胴釜 (図 115, 281～ 287) 破片点数は包含層出土遺物の 8割を超える量が出土 して

いるが、胴部細片が多 く全体復元できる個体はなかった。281は 口径21cmを測 り、口縁部から

胴部中位まで残存する。回転撫で 。掻き目・叩き技法により調整を施される基本的な釜である。

外反する日縁部は中程で僅かに上方に屈曲させ、端部に撫でを行い僅かに沈線を作る。外面に

は平行線文の叩きを行 った後で削りを加える。内面胴部上半には掻 き目を施 し、下半には同心

円文当て具痕が僅かに残る。外面に厚 く炭化物が付着 し、内面には薄 く汚れ及び炭化物が付着

する。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。282は、口径21cmを測る。外反する口縁部は端部を斜

め上方につまみ上げ、外面に面取 りを施す。外面胴部上半には掻き目を施 し、下半には後に削

りを加える。内面胴部上半には縦方向の刷毛調整を行い、下半には斜め方向に行 う。縦方向と

斜め方向の刷毛目は幅や溝数が違 うため、調整工具は異なると思われる。外面の胴部上半及び

内面の胴部中央付近に炭化物付着 している。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。2831よ焼成良好

の個体である。外反する口縁部は端部を肥厚させ、面取 りを施す。外面には1次焼成時の黒斑

が残る。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。2841よ器壁の薄い個体である。外反する回縁部は端

部をやや肥厚させ、上方につまみ上げる。器厚は薄い。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。285
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は、外反する国縁部は端部を僅かに内側に屈曲させる。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。286

は、外反する口縁部は端部を内側斜め上方につまみ上げる。内外面共に掻き目を施す。帰属時

期はⅣ2～ Vl期 と考える。287は、外反する日縁部は端部を肥厚させ、丸 く仕上げる。外面全

体に炭化物が付着 している。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。288は、外反する口縁端部をや

や肥厚させ面取 りを施す。内外面ともに掻き目を施す。口縁部外面及び胴部中央に煤が付着 し

ている。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。

短胴釜 (図 115, 289～ 299) 289は 、胴部か ら頸部、口縁部へと緩やかに移行 し、明確

な屈曲を持たない個体である。国縁端部はやや肥厚する。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。29

0は外反する日縁端部をやや肥厚させ、僅かに上方へつまみ上げる。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と

考える。291は、外反する口縁端部をやや肥厚させ、僅かに上方へつまみ上げる。外面全体に

薄 く炭化物付着する。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。 2921よ 、外反する口縁部は端部をやや

肥厚させ、僅かに上方へつまみ上げる。内外面に炭化物付着する。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考

える。293は、外反する回縁端部を内側に折 り返 し、丸 く仕上げる。内外面に薄 く汚れが付着

する。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。294は 、外反する国縁端部をやや肥厚させ、僅かに上

方へつまみ上げる。内面口縁部に炭化物が付着 し、外面全体に炭化物が付着する。帰属時期は

Ⅳ2～ Vl期 と考える。295は、胴部下半外面には削 りを加え、底部には静止糸切 り痕が残る。

また底部外面は黒色化 している。内面部分的に炭化物が付着する。内面には粘土積み上げ痕が

残る。296は、底部外面には回転糸切 り痕が残る。297は 、底部外面に回転糸切 り痕が残 り、底

部中央を肥厚させる。298は 、底部外面に回転糸切 り痕が残 り、底径が小さい。299は、底部外

面に回転糸切 り痕が残る。298と 同様に底径の小さい短胴釜である。

鍋 (図 116,300～ 301)  3001よ 、外反する日縁端部を上方につまみ上げ、外面に面取 りを

施す。内外面共に掻 き目を施 し、後に外面下半に削 りを加え、内面には刷毛調整を行 う。外面

の掻き日と掻き目の間には沈線状の窪みが認められる。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。

301は、外反する口縁端部に面取 りを施す。内外面共に掻き目を施 し、後に外面下半に削りを

加え、内面には刷毛調整を行 う。帰属時期はⅣ2～ Vl期 と考える。

土  錘 〔図116 図版73〕

第 2遺構面の竪穴建物S1492・ 494か ら土錘がまと

まって出土 しており、直上の包合層から土錘が 3点

出土 している。包含層出土品は近い時期のものと考

えられる。土錘には紡錘状 。管状・棒状・卵(球 )形

品があるが、竪穴建物出土品を含め、管状土錘 しか

出土 していない。製作技法は、観察する限り簡易で

ある。イネ科の多年車の茎などに適度の粘土塊を包

み、手で握るように成形する (図 111)。 撫で調整と

いうより力を加えて握 るのみ、外面 は指の圧痕が

竪 穴 建 物
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第 3章 調査の方法と成果

甕

螺旋状軽轄目

片 口 鉢

残る。成形後、茎を抜き、上下端の

整形を行 う。乾燥させ焼成すれば完

成である。

大 きさは大小 2種あり、長径3.5

～4.7cmの 小型品と長径6cm前後の

大型品に分けられる。重量は小型品

が5.2～ 14.9g、 大型品は279～ 33.4g

を測る。小型品は上端下端を細 く仕

上げるのに対 し、大型品は寸胴な印

象で、長 く伸びた棗玉のような形状

である。すべて土師質である。

330は 小型品で孔径3.5mm、 半分

が欠損する。 3311よ 、大型品で半分

▲遺構内出土

●包合層出上

表15 土錘長径 。最大幅計測図

欠損の半裁品である。330は包含層出土で唯―の完形品である。 3点 とも外面に強い摩耗痕な

どは認められないが、わずかな手擦れ痕が残る。漁具または機織具 と考えられる土錘だが、本

遺跡出土品は後者が妥当と思われる。

鉄 製 品    〔図116 図版75〕

製品と鉄滓がある。

333は刀子である。切先 と茎部端を欠損 している。残存長4,9cm、 刃部最大幅1.3c m、 同

厚さ0.3cm、 茎部厚さ0.35c mを測る。関部は片関で斜角である。刃部および茎部 ともに有

機物の付着は認められない。334・ 335は釘の断片と思われる。334は先端部付近の破片である。

残存長3.6c m、 最大幅0,75c m、 厚さ0.45c mを 測る。

335は残存長2.lcm、 幅0.4c m、 厚さ0.35c mを 測る。334・ 335の いずれにも有機質の付着

は認められない。386・ 337は鉄滓である。

(3)中裡:。 近寸世 〔Medieval period,Early modern period〕

珠  洲   〔図116 図版74〕

中世を主体とした遺構面を確認 していないためか、珠洲の出土は極めて少ない。いずれも細

片のため、詳細な時期を特定できない。現段階では帰属時期を中世 として扱 う。302は珠洲の

甕胴部片である。外面には斜行の打圧痕があり、内面には円礫 と思われる押圧痕がある。303

は、壷類の底部と考えられる。底の器壁が非常に薄い個体である。内面に螺旋状の朝櫨目が残

る。外底部は静止糸切 り痕が認められる。3041よ、片口鉢の胴部である。底部から口縁部に向

かって施された卸 し目が切れるので、日縁部近 くの破片である。

土 師 器   〔図116図版42・ 74〕

皿 (図 116,305～ 323)   中世に帰属する土師器について記述する。同じ砺波郡内に所

片

鉄

釘
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7 遺物包含層出土遺物

在する梅原胡摩堂遺跡からは中世土師器の良好な資料が得 られているので、同遺跡報告書の分

類 1)に 基づき記述を進めたい。

305は本遺跡では数少ない柱状高台をもつ土師器である。高台は1.2cmを 測る。全体蜘に摩

滅により調整が不明である。輯櫨成形であるRAI類 に分類され、帰属年代は12世紀前半に相 RAI類

当すると考えられる。306も 柱状高台をもつが、2.Ocmを 測るため305よ りやや古相に属する可

能性がある。RAI類 に相当 し、12世紀前半の年代を与えたい。307は 回径 。器高の小さな皿

で、他の小皿より容量が小さい。体部が直線的に開き、回縁端部を丸 く収める。底部には回転

糸切 り痕が残る。輯櫨成形のRB類に相当し、12世紀中頃か ら13世紀初頭と考えられる。308

は底部の大半が欠損するが全体の日径 。器高が求められる個体である。底部に回転糸切 り痕が

あり、底部と体部の間に段をもつ。RB類 に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えられる。 R B 類

309は体部が直線的に開き、口縁端部はわずかに外反するようにして丸 く収める。底部には回

転糸切 り痕が残る。見込み部分が一段低 くなる。RB類に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭

と考えられる。3101よ、小皿の中でもっとも大きい個体である。内面は、見込み部分で一段低

くなる。 RB類に相当 し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えられる。3111よ、日縁部から見込 片 口 鉢

みにかけて一連の朝輯撫でで仕上げられる。底部には回転糸切 り痕がある。底部と体部の境に

短い段があるが、RAⅡ類とは異なる。RB類に相当 し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えら R A II類

れる。3121よ 口縁端部が欠損 しているが、底径と体部の立ち上がりから推測 してRB類 と考え

られる。底部に回転糸切 り痕が残る。313は底部から内湾気味に立ち上がる。形態は314に 近似

する。底部に回転糸切 り痕が残る。RB類に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えられる。

314は、体部が内湾気味に立ち上がり、器壁が厚い個体である。口縁端部内面には部分的に弱

い稜がめぐる。 RB類 に相当すると考えられ、12世紀中頃から13世紀初頭に位置付けたい。

1)越前慎子 1996「 第Ⅳ章 考察 1 梅原胡摩堂遺跡出土中世土師器皿の編年」『梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺

物編)一 東海北陸自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘報告Ⅱ―』富山県文化振興財団

輩
．▲

表16 主要遺跡の上師器口径・器高散布図

●久泉遺跡

■梅原胡摩堂遺跡SD2200

▲梅原胡藤堂遺跡SK303

■梅原胡藤堂遺跡SKe09

X在 房遺跡

●北反畝遺跡

十八俵西遺跡

‐古館遺跡
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第 3章 調査の方法と成果

315は、成形時か焼成時か判断できないが全体の歪みが大きい。日縁部の軸櫨撫では反時計回

りである。底部に回転糸切り痕が残る。RB類に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えら

れる。3161よ、日縁端部が欠損 している個体である。底径及び体部の立ち上がりから推測して、

RB類の可能性がある。317は 全体的に歪みが大きい。他の皿より口径に対 して底径が大きく、

形態が扁平な印象を受ける。体部は短く直線的に開くが、中位で弱い稜がある。底部に回転糸

R C 類 切り痕が残る。RC類に相当すると考えられ、年代は13世紀後半から15世紀代と思われる。

318～ 3231よ 、口径 。器高の大きな型式である。318は、日径13.6cm、 器高4 1cmを測る。体部

外面に二段撫で、内面には弱い稜をめぐらせる。底部には回転糸切り痕が残り、底部を厚手に

仕上げる。RB類に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭と考えられる。319は、回径14.4cm、

器高3.7cmを測る。外面は二段撫で、内面は回縁部に沿って一段の稜がめぐらせ、口縁端部が

やや外反する。底部には回転糸切り痕が残る。RB類に相当し、12世紀中頃から13世紀初頭と

考えられる。3201よ底部から体部中位まで残り、日縁部が欠損する。底部から体部にかけて丸

R D 類 みをもって立ち上がり、見込み部分を厚く仕上げる点は、RD類の特徴を示すと考えられ、13

世紀後半から15世紀後半に属すると思われる。321は、日径7.8cm、 器高1,8cmの 小皿である。

上 器 溜 り 横撫でにより、 3単位の面取りを施す。器壁が焼くlcmの厚みをもつ。中世土師器の土器溜り

において、唯―の手捏ね土師器である。322は 口縁部が欠損 している。底部と口縁部の立ち上

がり具合から、RB類と推測される。底部に回転糸切り痕が残る。3231よ、日縁部が欠損 して

いる。底部に回転糸切り痕が残る。

中近世陶磁器類    〔図116 図版14〕

中世および近世に属する陶磁器類は少量なので、一括して記述する。周辺の遺跡では比較的

出土する越中瀬戸の製品が少ない。3241よ灰釉皿である。細片であるため詳細な年代は特定で

白   責 きないが、中世期と考えられる。美濃産の可能性がある。325は灰釉皿である。白竃とも考え

越 中 瀬 戸 られる。美濃産か。3261ま不明の小壼である。327は越中瀬戸の皿の高台部分である。高台は削

り出しで無釉であるが、体部には鉄釉がかかると思われる。時期は近世である。328は灰釉碗

である。高台は削り出しであり、釉薬の溶融が不十分である。3291よ、鉄釉系の壼である。高

台は削り出しで、底外面は回転箆削り調整である。時期は近世と考えられる。   (野 原)
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第 3章 調査の方法と成果

ヒ

図113 遺物包含層出土遺物実測図(20)

、

一
‐

鬼

須恵器 (S=1:3)
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7 遺物包含層出土遺物

268

図114 遺物包含層出土遺物実測図(21)須恵器 (S=1:3)
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第 3章 調査の方法と成果

図115 遺物包含層出土遺物実測図(22)上師器 (S=1:3)

に

―-156-



q30

7 遺物包含層出土遺物

冊
埋

唸
尋
３３５
餌
３３６

団島
333

‐∞
も
‐

軍

躙
~鐙

7

働

Ⅷ牙Ⅷ

悦

遺物包含層出土遺物実測図(23)土師器 珠洲 中世土師器 近世陶器 土錘 鉄製品 (S=1:3)

斡

―-157-



第 3章 調査の方法と成果

表17 遺物観察表(縄文土器)

上
位

出

層
版
号

図
番

遺物

番号

種類
 地点

器種

口径 底径 器高 重量
調整・施文 胎土 焼成 色調 備考

(推定残存)(cm)(g)

図 89
5層  縄換謀

器
↓E:;I

蠣縄
羹ま
器
E:I

5層 縄襄ま
器
↓ゴ[

5層 縄羹ま
器
↓E:謎

5層  縄撲ま
器
↓E:::

5層  縄換ま
器
寺E:;I

5層 縄換森
器排上

覆土縄桑ま
器

sD679

5層  縄羹疎
器
↓E二;:

5層 縄蚕ま
器
E駕

5層 縄

羹ま

器

‡君盈

5層  縄

義ま

器

捏 :::

5層 縄襄ま
器
寺重誂

5層  縄藻ま
器
寺三:::

5層  縄撲ま
器
寺重::

5層  縄浜象
器
↓三:::

5層  縄喚豪
器
↓E::!

5層  縄喚ま
器
↓E二::

5層  縄羹ま
器
↓E:::

サと著
縄
羹謀
器
‡::::

5層  縄築象
器
↓E:そI

堰縄
換象
器
掘::

5層  縄換ま
器
↓E:::

5層 縄羹ま
器
↓義::

5層  縄読ま
器
↓E二::

6g i貧目1撃撃
文+連続爪形剤突

嘲 8探影束評 弊磨き

嘲 B手写
淋文

58g絵目1橿季ず
行沈線文

留g絵き絡 事
行沈鰊

36g絵冨1糧季ず
行沈線文

36g絵目十程写撃
線文刺突文

49gi貧目1堰子撃
線文刺突文

1lgi禽
目1撃写

文 貝殻腹縁文

川g絵目1鶏縁季f殻
腹縁文

30gi織目1窪写挙
貝殻腹縁文

24gi子寺署11曽 ::告:線
文

22gi子寺::1程ζ撃
線文

Юg絵署1躍絵なq置子デ
杷g絵訊遭祭琴
7g i禽目1写ξ

沈線文

16gi徒目1程写撃
線文

15gi禽目1進写挙
8g i禽目1進乎琴
20gi禽目1子零

文

17gi禽目1壇寧華
14gi貧目1字景

沈線文

43gi禽
目;進祭挙

28g絵目十梨妻聰寧ξ
沈線文

9g i禽目1禦季
文

並 離釈B千濃チ権褐

並 良好際冨:駕 ,4千黙、縮

やや租堪釈剛;!早守稲
褐

⑭恐)餅 深醗協澤:チ燎健橙

鮎 )甥路M月に弐睡

(1!;|千 t!|!:li!.)朗 際醗:黒与隠 橙

縛 )良好際B子詩講チ毬貞褐

(縛)朗 際3子脇 こミ建

並 説際3淵〔曹
赤褐

並 範際BI:学骨;チ:暦憲綴豊橙

並 賀毎釈B協学詈;チ:にぼ伏憂糧

並 普通際B協予骨子チとにぼI糧橿

並 部際B子辞罷チ:置ぶし瑣橙

やや密齢際B子辞謎チ:置ぶし墳橙

やや密説際凰II予岳:チ擢堪戸
橙

並 案貧際醗1:予岳:チニ慢責橙

並 案置際醗::半目:チ:彊ぶぃ褐

やや密  良好
t界署十1群骨:チ!捏祭ぃ責橙

並  琶毎IR目 |;g属缶露だ悪倶橙

普 離隅 繋χ卍ミSI軍昇早

やや密朗際醗|:予詈:チ擢増戸
橙

並 部際醗:;普脇」ぎぴ

並 範際醗解 愚ё七浮髯

並 貧蹴 3千濃チ:慾
並 範釈B躯羊寵劣に針電

福浦上層式

前期後葉

新崎式

中期前葉

新崎式

中期前葉

新崎式

中期前葉

新崎式

中期前葉

新崎式

中期後葉

串田新 I式

中期後葉

串田新 I式

中期後葉

串田新 I式

中期後葉

串田新 I式

中期後葉

串田新 I式

中期後葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

前田式

後期前葉

17
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7 遺物包含層出土遺物

物
号

遺

番

版
号

図
番

出土  種類

層位  器種

日径 底径 器高 重量

(推定残存)(cm)(g)
調整・施文地 点 胎土 焼成 色調 備考

図89
サブトレ縄文土器
―括  深鉢

5層 縄築ま
器

5層 縄羹象
器

5層 縄羹森
器

5層 縄嚢豪
器

5層 縄羹ま
器

5層 縄襄濠
器

5層 縄羹豪
器

5層 縄藻ま
器

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文上器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

縄文土器

深鉢

X■ 390

Y=380

X=380

Y=395

X=375

Y=395

X=345

Y=455

X=365

Y=395

X三375

Yこ390

X=350

Y=460

X=375

Y=385

X=375

Y=300

9g絵副壇写挙
巾広沈線文

9g i禽目1程宇撃
線文

27gi禽目1程争撃
線文

28gi禽目1程r撃
線文縄文

川gttB岳£計
線縄文

20gi禽目1堰写撃
線文縄文

朽gttB名£語
線文縄文

栂g絵日程争撃
鰊鰊

27gi禽目1程争撃
線文縄文

悧g絵冨弊
河g絵凰櫂挙デ
穆g絵剛籟望臨写撃
‖g絵剛鴇甲

三初

12g絵署1糧享甲
百三角形)

柁g絵署1矯言甲
三翻

Юg絵冨1鷺言甲
三初

蟄g絵凰鴇押
百三印

朽g絵凰灌甲挙
柁g絵訊橿写裂

突文鋭線杓

憎g絵醗種甲裂
突文(沈線婢

13gi禽目1遷挙撃
線文

愕g絵訊認 評欅
Юg絵訊尾星郷

J敷鰤囲∋

栂g絵副殺季挙

覧絵昌層寧¥W刺
簸岬咽∋

24gittt::|(ζ
:i::縄

文(充填)

説際BI:学岳:チ擢ぽ
橙

潤催
範深剛評骨:チ4に尉鞣帽 帷
説釈31:予昌影4に弐糧橿帷
説際8:学 R:チ:侵慾

珠褐 朧

埴際B:鞘鋸,毬多
ぶい黄橙

を螺腱

離際3;辮銑:葦橙 朧

埴際副;鵠劣試ぽ 朧

置疼際B身許麗完に武凍帽榎留孔晨整
普通際唇14:予R;チ:握盈、橙 履:扉累整

35 5層

36 5層

37 5層

38 5層

39 5層

40   5月 雪

41  5層

42 5層

43   5月 雲

44 覆土

45 5層

46 5層

47 5層

48   5層

49 5層

50  5層

X=355

Y=450
岩崎野式

後期前葉

岩崎動式

後期前葉

岩峠野式

後期前業

岩lVF野式

後期前業

岩崎野式

後期前葉

岩lVF野式

後期前葉

岩崎野式

後期前葉

岩燐野式

後期前葉

気屋(1)式
後期前葉

気屋(I)式
後期前葉

気屋(1)式
後期前葉

気屋(I)式
後期前葉

気屋(I)式
後期前葉

気屋(1)式
後期前葉

気屋(I)式
後期前業

気屋(I)式
後期前華

気屋(■ )式
後期前棄

粗
Ч
　
Ｘ〓３
刊

ゃゃ (内面)7,5YR6/4に ぶい橙
不良 (外面)5YR5/6明 赤褐

ゃゃ (内面)5YR6/6橙
不良 (外面)5YR5/4に ぶい赤掲

ゃゃ (内面)10YR6/4に ぶい責橙
良好 (外面)10YR7/4に ぶい責橙

ゃゃ (内面)7,5YR6/3に ぶい褐
良好 (外面)5YR6/4に ぶい橙

ゃゃ (内面)7,5YR6/4に ぶい橙
良好 (外面)7,5YR6/4に ぶい橙

説際冨躯予路劣に識電
ゃゃ (内面)7.5YR6/2灰褐
良好 (外面)7,5YR6/3に ぶい褐

ゃゃ (内面)5YR6/3に ぶい橙
不良 (外面)2,5YR6/6橙

ゃゃ (内面)7,5YR6/31こ ぶい褐
良好 (外面)5YR6/4に ぶい橙

ゃゃ (内面)10YR5/3に ぶい責褐
良好 (外面)7,5YR5/4に ぶい褐

ゃゃ (内面)7.5YR3/1黒 褐
良好 (外面)10YR5/31こぶい責褐

ゃゃ (内面)7,5YR6/4に ぶい橙
不良 (外面)10YR7/3に ぶい責橙

範際8:路劣甜ぴ
説際冨躯予踏先量彊

堪深醗:隠え龍
褐

堪際唇|:報,`暫

置痒1寮冨||:予Rニチを震墾褐

X=385

Y=370

X=375

Y=385

X=380

Y=390

X=385

Y=385

X■360

Y=395

X=355

Y=450

SP580

東側

調査区

X=360

Y=450

X=360

Y=470

東側

調査区

X=360

Y=435

X=350

Y=420

X=385

Y=315

やや密

並

やや密

やや租

やや租

やや租

やや租

並

やや密51  5層
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第 3章 調査の方法と成果

上
位

出
層

版
号

図
番

違物
番号

種類

器種
地 点

口径 底径 器高 重量

(推定残存)(cm)(g)
調整・施文 胎土 焼成 色 調 備考

図∞ψ媚縄
換ま
器

路5離 縄
換ま
器

54 5層 縄羹ま
器

55 5層下縄浜ま
器

66 5層 縄荼ま
器

57 5層 縄換ま
器

58 5層上縄喚象
器

59 5層 縄撲ま
器

60 5層 縄撲ま
器

61  5層  縄嚢象
器

相gttB窪學挙
鰈碗鋤

盟g紹綿
知g絵冨糧季デ
朽g絵8糧手デ
‖g絵8糧手デ
引gtt3艦

)

“
dtt3糧李デ
ЪgttB嬬李デ
∞gttB鑑

)

174gtt3騨デ

やや奮 普通
1環目|1群R:チを提昼褐

やや租種際冨|:学昌:チユ垣蔓堪戸
橙

並 範際醗|:予骨;チ想 F蟹橙

並 普通際凰II学目

'チ

:に弐彊極
並 説釈BMξξと遭S隆
やや租説深31:半詈与チ審 F豊橙
並 説釈副II半目子チ:E弐糧層
やや密離際BII学目:チ:垣量を言

橙

やや租堪際罫|:予詈:チを兵壁堪戸
橙

並 饒際副II予昌:先長昼増戸
橙

X=385

Y=315

X=340

Y=450

X=395

Y=310

東側

調査区

X=385

Y=410

X=380

Y=370

X=375

Y=395

X=375

Y=370

X=360

Y=370

X=390

Y=370

気屋(I)式
後期前葉

八日市新保式

後期後葉

四 骸融縄
襄ま
器sD545 m0

鶴媚縄
養泰
器
↓重縦 ぃっ

μ媚縄
羹象
器
↓重瑞 御め

“
媚縄

豪ま
器
↓粥: 。9

66 鴫縄
桑ま
器E:: 。。

67 5層 縄と上器X=380

深鉢  Y=395

68 5層 縄と上器X=385

深鉢  Y=395

69 5層 縄と上器X=365

深鉢  Y=450

Ю貼府犠ま
器削4

∞g絵8堺妻
酬却代→後ナ∋

109受織目1糧挙督
硝[は網代が一部残る)

1621禽目!糧季写
部は網代)

62gi禽目十写挙
(底部は網代)

104gi禽目1塀挙
40gittt::14目季デ
47gi貧目1塀挙

(底部は網代)

里g綿脇畔
よ触

割g絵8撃講雪筑堰訂
Ⅲよ網ω

盟g絵剛彗孟摩
Ⅲよ網0

Vg絵冨夢挙
幅部は網0

“
gtt3甚撃

磨つ

“
g絵醗ぽ

X底部は網0

やや租埴際B!辞鋸ケrl軒、橙
並 貧毎際3協学部チ:に弐彊彊

やや租普通際醗弼予目影:に弐橿橿

や椰 堪際許F津講yl絨

並 範際副夕許聯罐
ゃゃ (内面)10YR7/3に ぶい責褐
良好 (外面)10YR7/3に ぶい黄橙

駆際冨協学彫緩憂彊
雛際3協学罷死に針糧悟
不良際8;常早辮岳ε鵠

銚際8子謂チ:&ミい責橙

堪際き潔拭譲むぴ
ゃゃ (内面)10YR5/3に ぶい黄褐
租

(外面)10YR4/1褐 灰

ゃゃ (内面)7,5YR6/2灰褐
不良

(外面)7,5YR7/41こ ぶい橙

72 覆上

5層

5層

5層

縄文上器 X=365

深鉢  Y=375

縄
号:どi器

s1493

縄文上器 X=380  (73)

浅鉢  Y=395

縄文土器 X=375  (77)

浅鉢  Y=395

並

やや租

並

租

やや密

やや租

やや密

やや租
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7 遺物包含層出土遺物

表18 遺物観察表 (打製石斧・磨製石斧・石錘・砥石)

雲響聾留地点層位類型遺存          弓AF毘景 石質 素材剥片后着 認謝擢お 使用場轟豪
所見

90%   42  93  32  45

100%   36   103   34   38

100%   42   111   35   46

100%  42  119  40  47

100%   38   109   35   47

100%  45  111  42

100%   37   115   31

100%   46   130   41

図93 75 寺E::】 5層

76 予:::: 5層

77 ↓:::: 5層

78 ↓:::: 5層

79 手:::♀  5層

80 ↓三ユ:: 5層

81↓三二旱,5層

82 千三二:♀  5層

安山岩   横長剥片  なし  対称  なし

砂岩   貝殻状剥片 あり? 対称  なし

安山岩   不明   あり? 対称  なし

安山岩  (横 長剥片)あ り? 対称  なし

安山岩  (横 長剥片)な し  右偏  なし

粥 鏃 的 激 輛 なし
腺 鰈 五電〒

全伽 釜

安山岩 鏃 剥巾 あり 稀 なし
蹟婚露唐僚概

朝 い欧

砂岩   (横 長剥片)あ り? 対称  なし

図94 83 恒:`: 5層

84 ↓:二:: 5層

85 ↓:::†  5層

86 ↓:二!: 5層

87 ↓:二:♀ 5層

88 予:::: 5層

89 ↓:::〔  5層

90 ↓:::; 5層

100%   29   113   34

100%   43   107   42

100%   51   112   50   54

100%   38   122   32   42

100%   40   125   47   52

凝灰岩   不明   あり? 左偏  なし

羅灰岩  (横 長剥片)あ り? 左偏  なし

安山岩   横長剥片  あり? 対称  なし

砂岩   横長剥片  あり? 左偏  なし

安山岩   横長剥片  あり? 左偏  なし

砂岩   横長剥片  あり? 対称  なし100%  48  119  42

190   砂岩

正面右側が軽微に藤耗して

不明   あり? 対称  なし いる。裏面側は剥離が頭著100%  60  111  54  59

100%   40   119   49   48

である。

砂岩   横長剥片  あり? 対称  なし

図95 91 荏1:: 5層

92 寺:::; 5層

93 ↓:::, 5層

94 ↓:::: 5層

95 拒,4: 5層

96 ↓:::: 5層

97 ↓:ユニ4 5層

100%  41  101  36  45   18

1   100%  35  96  28  41

1   100%  47  136  48  48   23

1    100%   39   114   38   44    23

1 50～ 60%(40)179(37)(48) 29

128  安山岩   横長剥片  あり? 対称  なし

227  砂岩   横長剥片  なし  右偏  なし

164  安山岩  (横 長剥片)刃 部欠  不明  不明

269   砂岩   貝殻状剥片  なし  左欠  なし 半分に欠損している。

35  安山岩    不明  刃部欠  不明  不明

150 溶結凝灰岩  縦長剥片  あり? 左偏  なし

刃部に微小剥離痕はほとん
573  安山岩   横長剥片  なし  右偏  なし どなく、素材本来の鋭い縁辺

1    100%   35   123   29

1    100%   70   192   65

図96 98 ↓:::1 5層

99 寺Eユニ: 5層

100↓
:二I: 5層

101 ↓::]: 5層

102↓ ::|: 5層

1   100%  44  127  38  51

1   70´ψ80%  -   130   43   51

171  安山岩   横長剥片  なし  対称  なし

183  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

294  安山岩   横長剥片  あり  対称  なし

"3 
憐 鏃 剥巾 あ叩 対称 なし

腺 留讐隼� 戸

全伽 こ摩

引5凝
県易

蛯  横長剥片 なし 対称 なし
忍碧吾Fに

は、御 剥離痕

1    90%   58  147  61

1    100%   44   160   41

1    100%   44   167   40

56

58

53
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第 3章 調査の方法と成果

雲響 雲留
地点 層位 類型遺存          最大厚

竃昂  石質
摩耗 刃部 線状

素材剥片 の有 の対 痕の
無 称性 方向

使用痕観察所見
備考

図96 103寺 ::I: 5層 10091  58  168  58  61 安山岩    不明   あり? 左偏  なし

図97104寺 ::子4 5層

105寺::8: 5層

106寺三::: 5層

107 寺E:紙  5層

108寺E,:: 5層

109↓E::: 5層

36  119  96  44   26

100%  50  126  37  53   30

70-80%  54   117

工a  70-80%  53   145

安山岩    不明   なし  対称  なし 正面は剥離が激しい。

釧 岩 は 剥巾 桝 獅 なし
腺 畠邑惚芦

全掴 こ摩

安山岩   横長最1片  あり? 右偏  なし
 製屎畠墓惚芦

全体に摩

安山岩    不明   あり? 左偏  なし

ひん岩   横長剥片  なし  対称  なし

正面側に主要な使用痕 、裏

凝灰岩    不明   あり? 右偏  なし 面側に大きな剥離面がみら

れるのみである。

工a  80-90%  53   118   49   48     19

Ia   100%   73  167  53   59    47

図98110荏
:千1 5層

111 寺E二な1 5層

112千三::: 5層

113寺三二:: 5層

114予 Eユ〔: 5層

115寺E:41 5層

Ⅱa 80～ 100' 72   116

1a 70～ 90% 75  124

■a 70～ 80at 70  11 5

1a  60-70%  92   130

75  161  50  52

250  安山岩   横長剥片  なし  対称  なし

刃部には微小景1離痕は殆ど

n48  安山岩   横長剥片  なし  対称  なし なく、素材本来の鋭い縁辺を

残している。

121  安山岩  横長剥片  なし  対称 なし 鯵建梨贅蛛 訳碧P

492安 山岩 糠 剥片 あり?対 称 なし
製采亀曇惚芦

全関 こ摩

324  安山岩   横長剥片  あり  対称  なし 石器全体が磨耗している。

347  安山岩   横長剥片  あり  対称  なしⅡa  60～70% 80  165

図99116予 :二:そ  5層

117↓:::; 5層

118予 :ユ:: 5層

119寺 Eユ:i 5層

120↓ :身:: 5層

121 ↓:ユニ; 5層

Ⅱa 80～ 90% 54  101  40  44

50  109  44  53

100  安山岩   横長剥片  なし  左偏  なし

悧2鋤 岩 様 副片 なし 款 刺
憲「

測 は きく無 してい

333  安山岩  (横長剥片)刃 部欠  不明  不明

480  安山岩  (縦長景1片 )あ り? 右偏  なし

330 凝灰岩 ? (横 長剥片)あ り? 左偏  直交

"2知
岩 は 的 あり 獅 なし

腺 畠基惚芦

全内 こ摩

Ⅱa  50-60% 129  52  56

Ia   100%   77   170   52

工b   100%   67   141   47   53

圧a   100%   82   17   59   61

28

30

26

41

図100122寺 E二;:

123手 Eユi子

124↓::::

125予:::4

126寺 E,:旱

127↓:,,:

Ⅱb   100%   48   130

5層

5層

5層

5層

5層

5層

100%   71   13,   54   56

正b    90%   64   119 52  52

34  41

工b   100%   64   146   57   56

狂b   100%   67   160   61

工b   100%   89   205   63   64

鰤  畑 凝灰岩 ?は 長剥巾
吾雇

右偏

31   317  凝灰岩   横長剥片  あり? 左偏

鯛  憎7溶 結凝灰岩 は 長剥巾
雷雇

左偏

34  394  安山岩  貝殻状剥片  あり? 対称

27  330  安山岩   横長剥片  あり? 対称

36  861  安山岩   横長剥片  あり  左偏

なし

なし

なし

なし

なし

直交 刃部摩耗が頭著である。

図101128↓:身:I

129寺::::

130↓::I;

100%  50  123  42  45 安山岩   横長剥片  あり? 対称

安山岩   横長剥片  なし  対称

凝灰岩   横長剥片  なし  右欠

なし

正面に大きな剥離面が みら

なし れ、刃部はかなり変形した可

能性がある。

不明 刃部が大きく欠損している。

層

　

　

層

　

　

層

Ⅱb   100%   79   129   64

Ⅱb 70～80%(57)119  -
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7 遺物包含層出土遺物

雲督壕懲地点層位類型遺存率
三デ

望
器
堅
譜
翌
≒戸膏AF毘昂 石質 素材剥片宿著 謝郭覆捺 使用弓畢豪

所見

図101131 ¥E:子 : 5層  Ib 80～ 90%69 148 -

132↓
:ユ謎 5層  Ib 80～ 90%59 114 48

133↓ E:]二  5層  Ⅱb 100% 46 121 42

134↓ :::な  5層  ■b 100% 91 234 82

刃部には微小剥離痕は殆ど
安山岩    不明   なし  対称  なし なく、素材本来の鋭い縁辺を

残している。

安山岩   横長剥片  なし  右偏  なし

安山岩    不明   あり  対称  なし

砂岩   貝殻状剥片  なし  対称  なし 裏面に微小剥離痕はない。

図102135寺
:二:二  5層  Ib 100% 61 150 57 60

136↓
:ユ:: 5層  狂b 100% 80 194 67 63

137↓
:二霜晴 Eb∞%66朽05750

138↓Ξ,,!蠣 Ⅱb Ю眺 97櫓 873コ

139予鞘オ媚 Ⅱb的%60H74947

142↓:糀 媚 工b鉤～Ю眺75憎4-60
143↓司沼媚 Ib Ю朗 60‖ 85446

144↓珂磁鴫 Ia Ю眺開裕66062

145↓義:媚 Ib∞%54惚 30048

146↓郵†塘 工b Ю銚 95,96079

20  264  凝灰岩   横長剥片  なし  対称  なし

32  669  安山岩   横長剥片  あり? 対称  なし

31  313  凝灰岩   横長剥片  あり? 対称  なし 石器全体力ぐ摩耗している。

30  718  安山岩  (横長剥片)あ り  対称  なし

16  113  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

140↓
E二努

塘 Ⅱb Ю鰯 掏 3“ 41201m 23 伊6 緻 岩  鰻 船 あり 飾 なし 朧 曝 砧 側 輔 る。

正面左側が剥離で大き(欠
図 103141 

拒 ::子  5層  Ia  9o% 48 101 40 41  21  113  凝灰岩  (横 長剥片)あ り? 対称  なし け、正面右側に摩耗がみら

れる。

25  345  安山岩   横長剥片  あり? 右偏  なし

刃部には微小剥離痕は殆ど
17  129  安山岩  貝殻状剥片  なし  対称  なし なく、素材本来の鋭い縁辺を

残している。

19  273  砂岩   貝殻状剥片  あり? 対称  なし

28  212  凝灰岩  (横長剥片)あ り? 対称  なし

28  679  安山岩  貝殻状剥片  あり  対称  なし

図104147 ↓:::〔  5層  (I)30～40% - 64)41 47

148↓:::: 5層  1 20～ 30% ―(83)00 64

149↓
::二; 5層  1 20～ 30% ―(70 78 68

150 拒::二  5層  工b30～ 40% ― Go 81 62

151 ↓::子Ⅲ 5層  Ib 40～ 60% - 921)60 59

152↓:,I: 5層  Ib 60～ 70% ―(129)77 63

153 寺:二,: 5層  (1)20～30% ―(,1)49 53

154↓
:二:, 6層 不明10～ 20% ― 

“
0 54 57

155 ↓E::]5層  Ib 40～ 50% - 043)82 79

72   砂岩    不明  刃部欠  不明  不明

99  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

刃部に徹小剥離痕は殆どな
142  安山岩   横長剥片  なし  対称  なし く、素材本来の鋭い縁辺を残

す。刃部左側を欠く。

229  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

266  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

256  安山岩  (横 長剥片)刃部欠  不明  不明

34  ひん岩    一   刃部欠  不明  不明

37   砂岩    不明  刃部欠  不明  不明

691  安山岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

15

図105156拒
::: 5層  ■ 50～ 60% ― (80 58 52

157↓
:身認媚 I Ю～m%-9n45

158拒
:子と 5層  ■a40～ 50% - 91の 63

凝灰岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

凝灰岩   両面剥離  刃部欠  不明  不明

砂岩   横長剥片  刃部欠  不明  不明

-163-―



第 3章 調査の方法と成果

雲響辱留地点層位類型遺存率―
デ
埜
∵
塑
詩
聖
≒
「

最大厚
霙景 石質 素材剥片

名
有
 綜褪昇召 

使用
場轟豪

所見

図105159荏
:路  5層

160 寺:,:i 5層

161 予E二二: 5層

162寺三二I: 5層

Ib  70～80%  ―   (111) 59   51

1 50～ 60% ― (33) -  44

工 30～ 40% ― (76) -  61

■b 30～40% ― (88) -  49

219  安山岩

95  安山岩

180  ひん岩

156  砂岩

161  凝灰岩

横長剥片  刃部欠  不明  不明

(横長剥片)刃 部欠  不明  不明

横長剥片  刃部欠  不明  不明

横長剥片  刃部欠  不明  不明

横長剥片  刃部欠  不明  不明163寺三耀 媚 工b範～∞%― ●0

図106164寺 :謎: 5層  工 50～ 60%69(981

165寺司配媚 (工 0銅～櫛%7290- ―

166子式醗媚 a)知～Ю%5390-65

167↓朝!媚

168寺E二継媚

169拒二:♀  5層

170千三::, 5層

171 寺E::〔  5層

172↓:::i 5層

27

28

30

33

19

30

19

12

36

安山岩    不明   なし

安山岩   横長剥片  なし

砂岩   横長剥片  あり?

玄武岩 ?  横長剥片  あり?

安山岩   横長剥片  あり?

花間岩   横長剥片  なし

安山岩    不明   なし

安山岩   横長剥片  あり

安山岩   横長剥片  あり

正面に大きな剥離面がみら

左偏  不明 れ、刃部はかなり変形した可

能性がある。

対称  なし

対称  なし

左偏  なし

対称  なし

対称  なし

対称  なし

左偏  直交

対称  なし

不明 30～ 40% 80 (88)

Ⅱa 40～ 50% 71 (90)

不明 40～ 60% 78(121)

(1)20～30%45(44)

1 60～ 70% 41 (33)

■ 50～ 60% 96 (135)

45  47

-  102

図107173↓ E::]5層  Ib 50～ 60%61 06)

174 予:ユな: 5層   1 70～ 90%37 84

175予 E二与: 5層   1 50～ 60%26(54)

176 ↓Eユ:: 5層  (I)30～40%49 俗2)

177 予E二:4 5層  (1)30～40%40 60

178 SD552 フク土 磨製石弁  5%  (24)(30)

179↓E,脇 媚 理石オ20-∞%-60
180↓:,駕 5層 磨鰤奔40～ 50% ― G0

181 S1494 フク土 磨製石弁30～ 40% 54 (60)

182 S1492 床上 礫石錘 70～ 80% ― (42)

183↓朝I媚 納錘殉～鉤%-60
184予

璃 I媚
賄 錘 Ю 眺  ― 柁 0

185予載:媚 隔 Ю銚 ―Ю5

安山岩   横長剥片  あり? 右偏  なし

刃部には微小剥離痕は殆ど

玄武岩   横長剥片  なし  右偏  なし なく、乗材本来の鋭い縁辺を

残している。

溶結凝灰岩  横長剥片  吾雇  対称  なし

安山岩   横長剥片  なし  対称  なし

安山岩  (横長剥片)あ り? 対称  なし

蛇紋岩     ―   不明  不明  不明

流紋岩    ―   不明  不明  不明

流紋岩     ―   不明  不明  不明     両凹刃

蛇紋岩     ―   不明  不明  不明

凝灰岩    ―    ―   ―   ―

安山岩     ―    一   ―   ―     扁平円礫

砂岩     ―    ―   ―   ―     扁平円礫

チヤート    ー    ー   ー   ー      5面 使用

54

46

29

59

48

23  49

45  60

ω

　

　

２

‐ １

　

　

　

５
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遺物包含層出土遺物

表19 遺物観察表(上師器・須恵器・珠洲・弥生・中世土師器・近世陶器)

曇哲番号出土遺構 霞彊 早鮎罫踏超1認 騨 .っ。 調整 色調 備考

図27

図96

帥″ 箸 (尻 )

帥″ 奪雪蘇 三

朗菊 鸞 (拐ぢよ
下 )

朗勺 甕雲蘇 (」毛)

S餌中 響  Ξ

朗中 鸞 (滉 )

朝中 電
器 Ξ

SD149 観  三

SDl弱 近
嗚解
器 三

(識)鸞 (チ1ち )

(迅)渠言藤 (滉 )

(迅)窯言藤 (滉 )

(況)響馨藤 (況 )

(乱)箸馨蘇 (が lL)

(s動許)須霜
器 Ξ

(s尉詭)須羅
器 三

(s髯∴)須憂
器 三

(与盈|.須霊器 Ξ
SB02  弥生土器   253

(SK229)  高杯   (1/12)

S302   土師器    130
(SP228)  甕    (2/12)

SB04  須恵器    186
(SP426) 有台杯   (2/12)

朗 無言課 (〃亀)

朗 瑠
器 渉L)

須恵器    103    -   ―

杯身   (2/12)  ―

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
覆燕奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
晟鋪癬ぎ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
覆策ぞ

で :底部回転箆切り

内 回転撫で

外 平行叩き目

内 当て具痕・繰で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で '下半部撫で

内 回転撫で

外 回転撫で 撫で

内 回転撫で 卸し目

外 国クロ撫で・回転箆削り

内 ロクロ撫で・撫で

外
星笥ず

で・天丼部回転

内 回転撫で

外
覆燕ぞ

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆療奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
星療輩

で・底部回転箆切り

内 回転撫で・底面撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で・肩部に沈線

肉 回転撫で

外
目節箇轟選薪脇甚孫後野

・

内 回転撫で

外 叩き目

内 同心円文当て具痕

外 コロき目・カキロ

内 同心円文当て具痕

外 横撫で・ハケ後ミガキ

内 ハケ後ミガキ

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
屡燕奪

で 底部回転箆きり

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で・僅削り

内 回転撫で・底面撫で

やや良徒鴇聯

やや良織;弓詔訪1

範 織;勒 1

範 偽甍:温先

良 禽:号恥,

普通 偽:慧χ
I

やや良 拭:部雰

やや良 代::梶チ|

良 偽:::学 :チ |

普通  貧:舒普茅44

良 負:1群:州

やや良 負子評彫:

やや良 織:半邸チ:

ゃゃ租 偽斜
Иコ°

内 ,OYR7/3

やや不良微:1群爵先

やや良偽涯:弓 |

や強 箱認 1

良 貧:夕 :¥:チ |

不良 織::¥昂73

やや良 件晋1光
R3/6～

内:7 5YR8/6

良 徒::評彫:

良 貧無8Yl

不良 貧ia:予 :冗

良  貧1群爵チ:

良  偽1評爵チ:

密  石英含む。

密  石英含む。

密  貼付高台。石英含む。

範
昼総分

副 こ黒

|。

繭 鯉 。穣

密
毯懲暮我

鰤 こよる離 。破 、

密
愁F自

然釉かかる。石英、雲母含

内面下半降灰、自然釉かかる。外

やや粗 面降灰。外面底部付近指頭圧痕。

石英、海綿骨針含む。

普通卿 忌μ単仰
3

削り出し高台。回転削り方向右。底

普通  部内面は使用により磨耗。鉄釉渡

け 掛 け 。

密  写野響解

向右。石英、雲母、海綿

口縁外面黒化。使用により磨耗。長

普通  石、石英、赤酸斑粒、海締骨針含

む。

口縁外面黒化。使用により磨耗。長
普通 石、石英、赤酸斑粒、海綿骨針含

む。

やや密輩暴雰鼻却
により摩減。石英、

普通 石英、雲母含む。

やや密磐霙書なF燃
釉かか釈厚い。

範 容A墨禁駿電晶尾麓翠
かか

やや密客悪「
部に降灰。石英、海綿骨針

普通  石英、雲母、海綿骨針含む。

普通  石英、赤酸斑粒含む。

やや密
容卦冒怒夢

化物付着。石英、海綿

普通  石英含む。

普通  石英含む。

普通  石英含む。

普通  内外面に炭化物付着。石英含む 。

77     -
(4/12)

74    43
(12/12)

120    -
(4/12)

47     -
(フ/12)

(6/12)

76    33
(12/12)

88    41
(7/12)

(3/12)

85    32
(2/12)

(6/12)

回40

一　
一

器師

斐

土
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第 3章 調査の方法と成果

図版
番号 出土遺構

番号

種類

器種

口径 (cm)底径 (cm)器 高   高径指数

(残存率)(残 存率)(cm)器 高■回径×iOO
色調 胎 土 備 考

図49
Sl1 66鸞

Sl1 66鎌器

Sl1 66穏器

Sl1 66樫器

Sl1 66樫器

創∞ 稲 .

釧"奪蕃藤

S1395鸞

S1491 疑暮蘇

S1491 籍馨謙

朗"管
S1491智

帥5 穏
器

S1496 稲

S1492鸞

S1492鸞

S1492慾

S1492慾

S1492鸞

S1492 罷雪課

S1492 粂詈課

S1492管

S1492 奮雪蘇

S1492 籍雪課

S1492管

(1/12)  一

i07     -   (232)
(4/12)   一

(7/12)  一

(3/12)  ―

126     -    31
(1/12)  ―

101      71     43

(1/12)    (4/12)

(3/12)   一

(3/12)  一

(2/12) (12/12)

(9/12) (6/12)

118    -    ―

(1/12)  ―

(2/12)  一

210    -    ―

(3/12)  ―

402     -    一

(2/12)  ―

128     -    ―

(3/12)  ―

126     -    20
(1/12)  一

124     -    25
(8/12)  一

(3/12)  ―

135     -    ―

(2/12)  一

(1/12)  一

124    86    94
(2/12)   (2/12)

119    86    41
(2/12)   (7/12)

'16    -    
―

(2/12)  ―

112    80    43
(5/12)   (8/12)

(2/12) (3/,2)

(1/12)  ―

外 回転撫で

内 回転撫で

外
界希蜜ぎ

端 子叩き目・平

内 回転撫で。同心円文当て具

外色翫夢'カキ酢ハケ酢
内 回転撫で カキロ ハケロ

外
冒瑾 高

カキロ 平行叩き

内 回転撫で カキロ?ハケ後

撫で

外 カキロ・平行叩き目・箆肖1り

内 ハケロ 撫で

外
晟薮縛ぞ

天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
覆燕奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
晟姦縛ぞ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
晟薮癬ぎ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
星燕奪

で°底部回転箆切り

内 回転撫で

外
晟療奪

で 底部回転鐘切り

内 回転撫で・底面撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で カキロ

内 回転撫で功 キロ

外 回転撫で カキロ・箆削り

内 回転撫で カキロ・ハケロ

外
F転

撫で '天 丼部回転箆肖1

内 回転撫で・天丼部撫で

外
F転

撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外
最露癬ぞ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で 撫で

外
F転

撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
覆蕪奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆策奪

で 底部回転箆切り

肉 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
覆霧奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で 底部一部肖1り

外 回転撫で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

観 負鋸半賜

良  織:::予 :′

外 :'OYR7/2～

説 N鼎禽6湘～
10VR7/3

外 :7 5YR7/6・

普通  7 5YR3/1
内7 5YR7/6

良 快|1群騒

やや良織:鋸温冗

や帳 負ヽ鋸解
1

穣 織電蕩|

範 代モ:彬 |

良 拭:::¥:チ |

範 禽】齢 2

やや良 無鋸温チ今

やや良 代|夕 :予:チを

やや良偽|1群聯

良 解予聯

租 禽|1群聯

穣 織1群聯

やや良 拭|ち :温芳

やや不良織1今 :学子タ

やほ 拭i;鞘 1

普通 代:072

不良 拭:::予 :チち

普通  織1伴:チl

やや良貧i許請

やや不良織|:予 :′

やや租 偽:よ習ズ

やや良織1発影よ

やや密屋検観 。
かる。内副こ

普通  推定復元。石英、海綿骨針含む。

普通 窪偽尋覇製品桑負
物付着。赤酸斑

やや粗畿異遜古娠席智雷催蔑負
。石英、赤

やや粗
鍵羅躙

物付着。赤酸

普通 憲脇 畜聟炭R豪窯窓魚箕
る。日縁内面黒化。石英含む。

やや密 貼付高台。石英含む。

密言紹 芦
付。つまみ径か。

やや密異夢螢鞍打ぎ簗尾∫省曼暮る!こ

降

普通
晨知 鶏 観 。

部分的に降

密寵gfて洸鋼誠 惣金盈
海締骨針含む。

普通  石英含む。

やや密 石英、海綿骨針含む。

雛 銀鞄賊
イ
絡 i::it:|li｀

範 客愁Pこ
膊ヒ郷着。私鉛

や脩テ清縦捲異遭R貿守
動。囀削

やや密煮F櫂繋μ
°つまみ径22c

範 塁絆牧常l熱意翠線
面に自然釉かかる。

普通  碁悪?欠
損。口縁内面黒イと。石英

普通  長石含む。

普通
写冒車瀾挿醤婆W牙著譲蓬弩ぞ

か

やや密 石英含む。

普通  使用により磨耗。長石、石英含む。

やや密 使用により磨耗。石英含む。

やや粗鍵躍鍮 雹琶基:貼
付高台。赤

やや密答蹂 。
「+傭り。姑付高

やや密懲羅F自
然釉かかる。使用により

図50 1  s1491   須恵器

500

6S1494 樫
器
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遺物包含層出土遺物

図版
番号 出土遺構

口径 (cm)底径 (cm)

(残存率)(残 存率 )

高径指数

器高■口径×iOO

種類

器種
備考調 整 焼成 色調 胎土

やや不良禽|:予:州  やや粗警異再奮焔管熟醤殺
有り。長石、

普通  織 :1群晨:チ1  普通 内面一部降灰。石英含む。

やや不良
鱈 RCギ  範 穣 誌

やや不良
織 七:温死  範 鮒 高乱 強 蹄 研 話

や蝶
陥 Rν 6～

鋭
窪熱冒採昏悲♂

付着。石英、雲母、

75YR6/3

良 織 :1群部 4 普通 石英含む。

良 偽 電予罵 劣  やや密 内外面にR4L物 付着。石英含む。

やや良拭∴詩爵チキ 普通毯醍揺蚕謂懸4ぎ綸g計含悪否
雲`

普通  織 :1群員子チ:  普通 石英、微砂粒含む。

良 作零駆 普通馨爵藁傘
｀
隷 警

ヒ物付

良  負 :fX第
4 

普通 内外面に炭化物付着。石英含む。

良  織 ち:¥罵チ:  普通 霙雪悪評

に炭化物付着。長石、石

外 5YR7/8・ 26

やや良
汀 欲‰7海 セ 5普 通

窓公

面赤彩。長石、石英、雲母含

YR4/8

やや不良
織 :;罵 、  やや粗 石英、赤酸斑粒含む。

やや不良織甍:聯 やや粗≡鞠 冒憲亨
W方向

騒 禽:粥ぢ
2 範 解禦鮨路離 。智

石、海綿骨針含む。

範 解梶労 やや粗忙F殺・
嬬替智傘督&帥

やや良 織:学

`先

    普通 熱冒蘇誉愁F工
具痕有り。長石、海

普通  就 :学:チ1    普通  日塔 !｀

ら内面に降灰。 回転 削り方

やや種
織1据温 ′  普通

署監 鞄 :艦 ]

やや不良
織 据彎 π  娩

昼矮分

副 こ詔 服 よ 継 斑粒

やや不良織|1群聯 や篭星塔

`標

認岳桑挙彗懸Fに
より屠二私

やや良偽|ポ沼移T 普通異得贔層匡卦轡懸「
による磨耗。石

不良 織奸冊,4 やや密

普通
織 嗜温 劣  やや密 口縁外面黒化。海綿骨針含む。

やや不良
織 ::弔チち   やや粗 焼きぷくれ有り。石英、雲母含む 。

やや良 就 1許 :チ1   普通 石英、海綿骨針含む。

図60

(1/12) (11/12)

(2/,2)  一

(4/12)   ―

―   (2/12)

(2/12)  ―

(5/12)  一

(2/12)  ―

(1/12)  ―

(2/12)  ―

(3/12)  ―

'38     -    
―

(2/12)  ―

(8/12)

(12/12)

(12/12)

(3/12)

72

(23/12)

(5/12)

(6/12)

外
覆燕奪

で 底部回転箆切り

S1493

S1494

S1494

S1494

S,494

S1494

須恵器

有台杯

須意器

杯身

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

土師器

甕

土師器

甕

土師器

妻

土師器

嚢

土師器

蓑

土師器

蓑

土師器

甕

土師器

翼

土師器

椀

土師器

鍋

須恵器

杯蓋

須恵器

杯蓋

須恵器

杯蓋

須恵器

杯蓋

須恵器

杯垂

須恵器

杯蓋

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

杯身

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

杯身

333

(1/12)

121

(3/12)

124

(4/12)

127

(ρ /12)

(3/12)

(2/12)

(1/12)

121

(10/12)

(4/12)

(3/12)

121

(2/12)

内 回転撫で 底面撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
星霧奪

で '底部回転箆切り

内 回転撫で・撫で

外 回転撫で・カキロ

内 方キロ 回転撫で

外 回転撫で カキロ

肉 回転撫で功 キロ

外 回転撫で カキロれ口き目

内 回転撫で カキロ 同心円

文当て具痕

外 回転撫で カキロ

内 回転撫で カキロ

外 回転撫で功 キロ

内 回転撫で。カキロ

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で '箆削り

内 回転撫で

外
『 夢

撫で 底部回転糸切

内 回転撫で

外 回転撫で・カキロ

内 回転撫で・カキロ

外
F転

撫で 天丼部回転鐘削

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
最姦癬ぎ

天丼部回転箆切

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で・天丼部撫で

外
F転

撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外
『

転撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外 回転撫で'底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆蕪奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で '底部回転鐘切り

内 回転撫で

外 回転撫で '底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転箆切り

内 回転撫で。底面撫で

外
晟鞣筆

で '底部回転鐘切り

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

図64

(1/12)  ―
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第 3章 調査の方法と成果

図版
番号 出土遺構

番号

種類 口径 (cm)底径 (cm)器 高

(残存承)(残 存率)(cm)

高径指数

器高■口径×
'OO

調 整 焼 成 色調 胎 土 備 考

器種

S1494智

S1494智

S1494管

S1494箸馨諌

S1494響雪課

S1494客詈蘇

S1494籍憲藤

S1494弩器

朗" 樫
器

S1494紀器

S1494樫器

S1494樫器

S1494樫器

朗m 朝

飩∞ 智

飩∞ 祭詈藤

飩∞ 電
器

帥∞ 樫
器

飩∞ 樫
器

飩∞ 樫
器

飩m稲

朗m箸唇蘇

飩∞ 樫
器

S11220 4謬

Sl1 220    
奮蕃課

Sl1 220    
上

塞

器

S11220    ・
:吾

器

(2/12)  ―

(1/12)  ―

(2/12)  ―

110    39
(2/12)   (5/12)

(6/12) (7/12)

(9/12) (9/12)

-     90
-   (7/12)

-     94
-  (12/12)

16フ     ー

(2/12)  ―

(5/12)  ―

(4/12)   一

(3/12)  ―

(2/12)  ―

(2/12)  ―

122     -
(2/12)  一

120     78
(5/12)   (7/12)

215      -
(2/12)  一

(2/12)  一

(3/12)  ―

(4/12)   ―

146    102
(6/12)    (4/12)

210      -
(2/12)  一

120     -
(1/12)  ―

(2/12)  ―

(1/12)  一

(1/12)  一

負 目垂韓ほ   
範

織 考路 1 範
督罫懸留

鵡 歌 磁 締

禽 目矮繰ほ   
やや良

代ヒ鶏 オ
やや密 秩 赫 馴 含軌

禽母語襟選         やや良 拭:評き
'11   

やや密

禽 目語需ず

部回雑 朗

ゃゃ良
納 賜

範
賓筈龍 趙 買暑品麓ぎ瞥愁い

°

瑶 曇綸頸 l疏

箆切り

ゃ軽
解 温 先  範

撃 耳奮臭睡 評

かかれ

紹 雲繰ほ環 愁

回転Ⅷ り
範

織 据温 先  範

曽与:肇
建曜露 ぽ 鍮

禽 ∃掻織:螂

疏 鋤 り

範
作 裾 絨  納

慾伊

高乱 瓢 礁 赫 酬 含

禽 B霊綸瑶 訓

こ沈線祭

 良
代 :邪 /2 説

暫媒嘉京溜 暫 譜 窪 難

・

禽 目矮襟罵蛇 三

・麓削り
 ゃゃ良

織 |千 瀾 ガ  鋭
塞全F瑠 朧 磁

付着。石英、

禽 目極韓選 :礁≧

目
   良  食 :子 :弓 43 密

客愁Pこ
kIL物付着。石英、雲母

紹 獣 砿 こ :   
良 代 裾 や聯  普通 石英含む。

紹 歎 こ葉 :   
良 織 :;許聯  範

触 殻

石英、経

告 目至韓選          
良  拭 :羊尊

's  

やや密
窪爺冒野昏恙ψ

付着。長石、石英、

禽 目至繰電 :雫こ彗襟ほ    
良  拭 |:半導 、   やや密

禽 目至襟選         
不良  織 |ち :羊子売    密  磐望暮登

研磨 (二次利用か ?)。

禽 B至需:爛

疏 箆り

ゃゃ良
負 電猾  範

罫警恋F詔
跳 諏 石な 赫 骨

紹 至襟罵    
範

解 罷  範
往露虎砦 肇 挫 簸

° 輌

禽 目至韓こ .ヵキロ?     普通  代 :1群塁与ミ   普通  習徘薯憲砕

石英、赤酸斑粒、海締

禽 目至環ほ

・連削り
   良 代 :稽予聯  普通 内外副 こ脚 ヒ加 着。穣 含む。

合 目:爵冨]告忌普夏三て具 
普通

拭 耳:予聯  普通
罫香遷

母、齢 骨針含む。海綿骨

禽 B彗環ミ

凍 井部回転鋤

範
織制

普通
識 咽 摯

g言
ヨ:繁

揺 球 こ E馨景:箆

切り

ゃゃ良
代 緒話紫先  普通

警笑歎

使用による磨耗。長石、

禽 目至繰こ砿 三 :i兵〕普  
やや良  待!|:摯と,:L 普通 石英、海綿骨針含む。

10YR7/4

禽 蝶

・天丼部回転箆切

良
代 夕部 劣

やや密

々雌 評 弊 鋸

こ

禽 目憲繰ほ    
普通

費 透:品ザr 観 論 欠損。穣 含む。

禽 目懸韓ほ:4:目      
やや良  負 評 曽評

`6  

普通 悪否

雲`母、赤酸斑粒、海絹骨針含

紹 獣 ほ葉 :  
や様

就 :裾学聯  や輔 醸 、郵 含む。

図 67

(177)

32

58

図72
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遺物包含層出土遺物

堅器 IB・離 薬 落超1写者3雪曇十話 器雖駿00
調整       焼成     色調    胎土       備考

酎61帥
 繁謙 況 )滉 )m 鍋1 禽∃懸襦こE愁景そ

箆切り
ゃ帷 織

―
弼離現劣 やや密 貼付高台。長石、石英含む。

2∽∞ 察言諌

3帥∞ 電
器

4 SD09 電
器

5 SD09 塩
鍋

6 SD00鞘孟
白両電

=

7 SD00帷孟
艦

8 SD09蝶孟
艦

9 SD∞  近
札♂器

n SD∞  近
毛多
器

図80 1 sD316 1盾

2  SD316  罷雪蘇

a  SD31フ   響薯蘇

4 SD324 
有庸

5 SD330 
得暦

6 SD343 
編暦

' SD343 編盾

8   sD346    祭雲i兵

9 SD364 
編暦

10 SD182 
弓薯

1l   SD370    粂雲二兵

12   SD398    祭雲i兵

,3   SD540    奪雲二;

14   SD318    土

墾

器

15   SD240    須

墓

器

図81  1   +日
河道

    響菖森

2   1日河道
    4:暮漂

―   (5/12)

(1/12) (1/12)

-      44
-      (フ /12)

148      -

(2/12)      一

(1/12)  一

(3/12)  ―

145     -
(2/12)  ―

―   (6/12)

―   (5/12)

113    -
(6/12)  一

121      -
(2/12)  一

115    -
(2/12)  一

(2/12)  一

139    94
(3/12)    (2/12)

181     -
(1/12)  ―

(175)    ―

(1/12以 下) ―

―   (3/12)

(1/12) (12/12)

―   (2/12)

(2/12)  一

―   (3/12)

―   (5/12)

禽 目曇繰:・

底部回転箆切り

  普通

外 回転撫で 櫛描き波状文

肉 回転撫で 沈線        
良

禽 暑緩稔 :・

底部付近沈線1  

普通

外 ミガキ

内 ミガキ

外 横撫で・指オサエ?

密  使用により磨耗。石英含む。
外 5Y6/1
内 5Y6/1

内 横撫で         
やや不良

外 国クロ撫で

内 ロクロ撫で 撫で       良

告 影 :構:・

口縁端部回転

   良

外 回転撫で

内 回転撫で         不良

外 回転撫で。底部回転箆切り

内 回転撫で        
やや不良

外 回転撫で。底部回転箆切り

内 回転撫で        
やや不良

外 回転撫で

内 回転撫で        
やや不良

禽 醍見χ

l   
密  口縁端部に砂付着。石英含む。

代 亀移 :/1   やや粗 肉面に降灰。石英含む。

外 iSP2/1

内 SP4/1

外 :10YR7/4

内 :10YR7/4

外 :10YP3/4

内 :10YR3/4

外 :7 5YR7/6

内 :7 5YR7/6

外 :10YR7/1

内110YRフ /1

外 (10YR7/2

内コOYR7/2

外 :25Y7/2

内 125Y3/2

外 25Y6/2
内 25Y6/1

外 5Y7/1

内 5Y7/1

外 25Y7/3
内 25Y6/1

外 25Y6/1
内 25Y6/1

外 illY6/1

内 5PB6/1

外 5GY6/1
内 5Y6/1

外 25Y6/1
内 25Y6/1

外 25Y6/1
内 25Y6/2

穿孔2孔 1組。孔径約0 75cm。 孔
―  の直上は使用によりすり減り。外面

全体に炭化物付着。

粗ド緊
鮒え長石、石英、チャー

粗
F;璽巻葦禁農顧 。

英、チャー

粗 最暮頑英、チャート、雲母、赤酸斑

密  内外面ともに灰釉施釉。灯明皿か。

密  内外面に施釉。口縁端部は露胎 。

密  石英含む。

普通 石英含む。

普通 謹懲雪怠:嬉黒督卦智慧}石
英 、

やや密 石英、海綿骨針含む。

密  昼筆ρ

面と外面全体に降灰。石英

密  星響恋F黒
化。口縁内面降灰。石

普通  回転削り方向右。石英含む。

やや密
塁伊

外面黒化。内面降灰。石英含

やや密 回転削り方向右。石英含む。

機:鋸泥劣 やや密民伊盟
面黒化。楠降

伏|;評:′   普通 石英含む。

拭 子 :滉チ1    密  口縁外面に黒化。石英含む。

拭 :早:Я    やや密 貼付高台。石英含む。

織 子許 歌  普通 石英、海綿骨針含む。

拭 許 騒  やや密 石英、海綿骨針含む。

代 ia雛州  ゃゃ密 鮒 高台。破 、端 研 含む。

織繋λ  やや密鞠嬉耳客頑
英、海綿骨針含む。海

内 横撫で

外 y,撫で・撫で,底部回転糸

内 口如撫で

外 麻減により不明

外 F転
撫で。天丼部回転箆削

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
『

転撫で。天丼部回転箆削

内 回転撫で

外
雇蕪奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
『

転撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

やや良

良

やや良

やや良

普通

良

やや不良

普通

禽 B騒稔:底

部回転箆切り

  ゃゃ良

外 回転撫で 底部回転箆切り

内 回転撫で          
良

禽 B憑桧:底

部回転箆切り

  普通

外 回転撫で カキロ

内 回転撫で カキロ      
やや良

外 叩きロ カキロ

内 同心円文当て具痕     やや不良

告 目掻織::暴 l回

転羹切り

 ゃゃ不良

告 目掻構:・

底部回転箆切り

  普通
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図版
番号 出土遺構

番号

種類

器種

口径 (cm)底径 (cm)器 高   高径指数

(残存率)(残 存率)(cm)器 高■口径X100
色調 胎 土 備考

図81 旧河道  須憂
器

旧瀧 響

旧河遭 近
嗚解
器

旧河道 近
増要
器

旧河道 近
見解
器

旧河道 近
嗚解
器

旧河遭 近
嗚解
器

旧河道 近
嗚♂
器

旧河道  近墓協
器

旧河道 近
砲解
器

十日河道  近犠撃
器

旧河道 近
亀♂
器

旧河道 近
韓鮮
器

SX中8 罷暮謙

SK490 罷雪蘇

SK67 土
塞
器

SK550 響

SK556 響

SP469 Ψ

SP5¨
鞘孟

幡

包含層  得尾豪

包含層  得尾豪

包含層  得尾肇

包含層  編擢ξ

包含層  奪尾夢

包含層  編擢ξ

包含層  偏是豪

(1/12)  ―

(101)   ―

(1/12以下) 一

(2/12)  ―

-     43
-   ('/12)

(123)   ―

(1/12以下) ―

129     -
(3/12)  一

―    (28)
―   (1/12)

-     105
-   (2/12)

(2/12)  一

225    133
(4/12)    (4/12)

-     96
-  (3/12)

118    84
(3/12)   (9/12)

124     80

(1/12)  (6/12)

(2/12)  一

―   (140)
―   (3/12)

'8     64(2/12)   (2/12)

(1/12)  ―

(5/12)   ―

(3/12)  ―

132     -
(2/12)  ―

(1/12)  ―

153     -
(2/12)  一

'49     -(2/12)  ―

外 回転撫で

内 回転撫で

外 平行 HPき 目

内 当て具痕

外 国クロ撫で

内 ロクロ撫で

外 ロクロ撫で

内 ロクロ撫で

外 回転箆削り

内 ロクロ撫で

外 ロクロ撫で

内 ロクロ撫で

外 ロクロ撫で

内 ロクロ撫で

外 ロクロ撫で・回転箆削り

内 ロクロ撫で

外 コクロ撫で

内 ロクロ撫で

外 回転箆削り

内 ロクロ撫で

外 国クロ撫で

内 ロクロ撫で

外 鋳込み成形

内 鋳込み成形

外 国クロ撫で 回転箆削り

内 ロクロ撫で

外
覆鞣奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
展撫ぞ

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外恩撃補ごゴ
キロ・箆肖1り。

内驚辮 相・醐円
外回転撫で平行叩き目
内 回転撫で 当て具痕・撫で

外 回転撫で・平行叩き目

内 回転撫で・当て具痕・撫で

外 回転撫で 撫で

内 回転撫で 卸し目

外 横撫で・底部未調整 ?

肉 横撫で・見込み部撫で

外
F転

撫で・天丼部回転箆削

内 回転無で

外
F転

撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で

外
晟姦癬ぞ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
最舞縛ぎ

天丼部回転麓切

肉 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
F転

撫で 天丼部回転箆切

内 回転撫で

やや良織甍:学紛

普通 代1絲タ

やや良 負考継
4

範 織】勒 3

普通 偽:今:監 3

種 代;解1

やや不良禽::彬 :

やや不良負:温チを

良 織:;g拝子ケ3

やや良解絣
1

良 織|:予 :チ |

良 織:ち謎チ|

やや種 代;陥 1

やや稚 織場モγみ2

不良 偽:ち :彩 |

良 拭裾学聯

やや良 織:::滉先

やや良 織|::学 :チ:

不良 代|:半 :劣

やや不良織:ち :嗚チ:

やや不良織:鋸学影:

やや良 拭|:学 :チ |

やや不良織1群聯

不良 蓮離1舟慣
∝

6/4

やや不良代1電温ガ

説 先3閉
内

良 織1鋸
gⅥ

¥|

普通  内外面降灰。石英、海綿骨針含む。

普通  石英含む。

やや密
震紬軍ほ憲習Y功

る`。内面の 部

普通  黒r端
部、頸部から体部に灰釉施

やや粗
艦尾霜腎

削り出し高台。内面に鉄

やや粗 染付。長石含む。

やや粗 染付。

やや粗 染付。

密  爺紀越

面と底部外面以外に透明

染付。内外面に透明釉施脇。蛇の

密  目凹型高台。高台内は中央の凹部

除いて露体。

密  染付。明治以降の瀬戸・美濃産。

密  内外面に透明釉施釉。

普通  茄裕 }°

高台削り調整。明治以降

普通  長石、石英、海綿骨針含む。

密  使用による磨耗。石英、雲母含む。

やや密 内外面炭化物付着。石英含む。

やや密 石英、海綿骨針含む。

やや密 165と同一回体。

普通  智サ昆葉理製寅

臨 外面に指頭圧痕

やや粗
響T類

(文献 1)。 長石、チヤー晴

範 母留 蒻 笠怯る試 聰 害?幾
含む。

やや密
憲贅罫雷断琥?普坐月簾薙聾る!C

やや粗 石英含む。

やや粗
省雰各慾声

付着。赤酸斑徹 、海締

普通  石英、雲母含む。

普通  外面降灰。石英、海綿骨針含む。

やや密 口縁内外面黒化。石英含む 。

図85

図 11?
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遺物包含層出土遺物

聖器 皿離 璧 監盟)監盟)戸
R。_彎´̂_  譴   触  調  謄   騰番号           器種   (残 存率)(残 存率)(cm)器 高■口径×i00

剛 ψ
螂 鎗 層

鸞 (況 )三  
邪

 郷 3禽
:蕪

妖 井部回転箆切

良
偽 モ:Bズ やや密 外画全体降灰。重ね焼き痕あり。

嚇 舗層 鸞 (滉 )

綺 鎗層 慾 (況 )

u鎗層 鸞 (焼 )

螂 鎗層 稲 (滉 )

醐 鎗層 鸞 (尻 )

知0鎗層 鸞 (況 )

痢 舗層 鸞 (尻 )

知2錯層 鸞 (滉 )

194 包含層

203 包含層

204包含層 鸞   (げ絲 )

郷5鈴層 慾 (尻 )

知6舗層 稲  三

知7齢層 鸞  Ξ

わ8鎗層 鸞  三

知9鎗層 稲  Ξ

知O鎗層 稲 (晃 )

知 舗層 稲 (脱 )

鰤2舗層 鸞 (況 )

鰤3鎗層 鸞 (況 )

鰤4鎗層 鸞 (況 )

鰤5鈴層 窯言課 (滉 )

鰤6鎗層 窯目薫 (滉 )

加7鎗層 窯雲薫 (況 )

鰤8舗層 渠馨蒸 (滉 )

鰤9鎗層 罷督蒸 (,混 )

禽 ∃晉輪 :・

天丼部箆切り後

   良

禽 :晉構:天

弁部回転箆削

 ゃゃ不良

禽 :こ構 :・

天丼部回転箆削

 ゃゃ良

禽 謙

天丼部回転箆切

  良

禽 ]至繰:天

丼部回転箆削

  普通

禽 !電環ξ

天丼部回転箆切

  普通

待目悪襟ほ          良

禽 目晉構 :。

底部回転箆切り

  普通

禽 B懸繰:'底

部回転箆切り

  普通

禽 目矮繰ほ

・底部回転箆切り
   良

禽 目憑襟 :・

底部回転箆切り

  普通

禽 暑騒構:底

部回転箆切り

  普通

やや粗笛死理皆ミ
まみ貝占付(つまみ欠

やや粗
磐霙各愁i降

灰。回転肖1り 方向右。

普通  石英含む。

範 異盤 。
°帥こよる離。石

やや密黒軍擦配貯舞爵会簡増漁:覆
有り。石英含む。

宝珠形つまみ貝占付。つまみ径2,c
普通

署巽暫認:降
降 自然釉かか乱

やや密
咎悪F自

然釉かかる。石英、雲母

やや密
異警窓伊

黒化。使用による磨耗。石

普通  思伊

外面黒化。石英、チャート含

やや密鍵聯 客F使
用による磨

やや密昂鞠 轟鶴具記哲
含む。

やや密 つまみ貼付 (欠損 )。 石英含む。

やや密 吾紹 手
占付。つまみ径解c

範 解絡紹禦罐完箋ゴ
奎際形つまみ貼付。つまみ径22c

範 呆ポ鴨斜譜催翌暁
有り。海綿骨針含む。

やや密垂4発象詫ぴ叉欺S墜導望乱
向

範 屎鍮染寮な醐 詔桑
含む。

普通
居爛 、

内副
=自

期 かか

宝珠形つまみ貼付。つまみ径29c

普通 磐:徒署信慇黒ζ保景量鵬
削り方向右。 石英、雲母含む。

普通 呉脚

部黒化。百

普通  外面降灰。日縁黒化。石英含む。

普通 思「

外面黒化。石英、海綿骨計含

普通
暴召節督懲:外

面黒化。雲母、海

密 黒鰍 卿 冒ピ覇慧輿!違
む。

やや粗 使用による磨耗。石英含む。

やや密
慾Fに

よる磨耗。石英、海4常 骨針 含

須恵器    126
杯蓋   (1/12)

須恵器    152
杯蓋   (2/12)

外 回転撫で

内 回転撫で

外
最叛癬ぎ

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
晟薮癬ご

天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
F転

撫で

:天

丼部回転箆削

内 回転撫で

外
最雰癬ざ

天丼部回転箆切

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
雛

・天丼部回転箆切

内 回転撫で

外
F転

撫で '天丼部回転箆削

内 回転撫で

外
『

転撫で・天丼部回転箆削

内 回転撫で・撫で

外
F転

撫で 天丼部回転箆削

内 回転撫で 天丼部撫で

外
民慧

撫で '天 丼部箆切り後

内 回転回転撫で

範 負ia評現

普通 織|:滉チ|

やや良 織毛:穂タ

やや良織1群聯

普通 徒::彬〔

や軽 拭Ettγみ2

範 織七:ヽ先

やや密偽弩:LI

やや不良代甍:学枡

良  偽:鋸羊今斤

良 偽:::予子チち

良 貧:き影|

普通 貧|:跳χ
l

外 :5Y6/2

内 5Y6/2

外 10YR7/1

内 J OYR7/2

外 :5Y7/1

内 5Yフ /1

外 25Y6/2
内 75Y6/2

外 :之 5Y6/1

内 :25Y6/1

外 5Y6/2

内 5Y6/2

外 :25Y6/1

内 :25Y6/2

外 25Y6/2
内 25V6/2

外 :5Y6/2

内 :5Y6/2

外 :5Y6/2

内 5Y6/2

外 コOYR6/2

内封OYR6/2

外 :5Y6/2

内 :5Y6/2

外 75Y6/1

内 75Y6/1

(3/12)

(2/12)

(6/12)

(5/12)

68

(2/12)

200

普通
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図版

番

図 112

図113

種類

器種

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須憲器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

無台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

須恵器

有台杯

器高

(cm)
番号 出土遺構

包含層

包含層

包含層

223 包含層

包含層

包含層

包含層

227 包含層

口径 (cm)底径 (cm)

(残存率)(残 存率 )

高径 指数

器高■口径 X100
調整 焼 成 色調 備考

普通  石英、海綿骨針含む。

罰 暑縫督悪FA4L。
帥こよる磨耗。

範 呆ほ躍 鯛 ガ
然紡ヽ

やや密石英、海綿骨針含む。

やや密 石英含む。

やや密 使用による磨耗。石英含む。

やや密然雰暑手理巻療
り。全体にゆ

罰 蒼屠4F蟄港藉乳見
有吹使剛こよ

説
異蟹恋F訛

使醇 る磨蘊 石

範 星縫ぎ詈ず亀旨せ轟異5ぶP磨
耗。石

密  口縁外面黒化。石英含む。

密  口縁外面黒化。海綿骨針有り。

密  使用による磨耗。石英含む。

やや密 石英、赤酸斑粒、海面骨針含む。

普通  魯愁」

面に箆記号有り。海綿骨針

やや密 貼付高台。内外面降灰。石英含む。

貼付高台。外面に自然釉かかる。

密  使用による磨耗。内外面に焼きブク

レ有り。

貼付高台。外面に自然釉かかる。

密  口縁内面に別固体付着。使用によ

る磨耗。石英含む。

やや粗
恋伊

高台。使用による磨耗。石英含

貼付高台。口縁端部から外面に自

やや密 然釉かかる。内外面一部に降灰。

石英含む。

密
腟 巣ξ留妥彊記司

卿天°使用

やや密
悲伊

高台。使用による磨耗。石英含

やや密 貼付高台。石ブクレ有り。

普通  恋伊

高台。使用による磨耗。長石含

貼付高台欠損。外面に自然 釉かか

やや粗 る。使用による磨耗。海絡骨針含

む。

普通輩懲R療ね審界各簿
磨耗。長石、

やや粗 貼付高合。使用による磨爵。

普 通

普通

不 良

不 良

230 包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

包含層

23, 包含層

包含層

239 包含層

240 包含層

包含層

包含層

包含層

包含膚

包含層

包含層

外
展蕪奪

で '底部回転箆切り

内 回転撫で

外
雇派奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆森奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆蕪奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆兼奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
雇蕪奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
雇環奪

で°底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
展燕奪

で '底部回転箆切り

内 回転撫で 底面撫で

外
覆叛ぞ

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
雇糠奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆鞣奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆蕪奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆霧奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆環ぞ

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆燕ぞ

で 底部回転箆切り

内 回転撫で 底面撫で

外 回転撫で・底部回転箆切り

内 回転撫で 底画撫で

外
覆兼ぞ

で 底部回転鐘切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆鞭奪

で '底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆凝奪

で '底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
覆糠奪

で・底部回転鐘切り

内 回転撫で

外
覆擁ぞ

で '底部回転箆切り

内 回転撫で '底面無で

外
展燕奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

(2/12) (12/12)

(2/12) (3/12)

(1/12) (1/'2)

(1/12) (3/12)

(1/12) (6/12)

(1/12) (11/12)

(12/12) (12/12)

-     84
-   (4/12)

(1/12) (3/12)

(1/12) (3/12)

(11/12) (12/12)

(5/12) (5/12)

'31    97(1/12)   (2/12)

'34    90(1/12)   (2/12)

―   (4/12)

10,     70
(1/12)   (3/12)

(3/12) (7/12)

(5/12) (5/12)

(1/12) (12/12)

108     71

(3/12)   (12/12)

113    70
(2/12)   (5/12)

110    78
(4/12)   (7/12)

120    76
(1/12)   (4/12)

(1/12) (1/12)

(2/12)  ―

(6/12) (12/12)

(3/12) (4/12)

外展霧奪
で底

内 回転撫で

外 25Y6/2
内:2 5YO/2

外 25Y6/1

内コOYR6/,

外 :25Y6/2

内:25Y6/2

外 5Y6/2

内 5Y6/1

外 :5Y3/1

内 5V8/1

外 :25Y8/1

内コOYR7/3

外 25Y6/1

内 25Y7/2

外 :25Y6/1

内 25Y6/1

外 26Y6/2
内 25Y6/2

外 25Y6/1

内 25Y6/1

外Ⅲ25Y6/1

内:5Y7/2

外 25Y6/2
内 :25Y6/2

外 :25Y6/2

内 25Y6/2

外 :25Y5/1

肉:25Y6/1

外 5Y6/1

内 5Y6/1

外 125Y8/2

内:25Y8/2

外 25Y5/1

内 25Y6/2

外 :7 5YR5/1

内:5Y6/1

外 :N5/O

肉 :25Y7/2

外 :2 5GY6/1

内 5Y6/1

外 125Y6/1

内 |つ 5Y6/2

外 75Y6/1

内 75Y6/1

外 :25Y7/1～

25Y5/1

内t,5Y6/2

外 25Y6/2
内 25Y6/2

外 :5Y6/1

内:5Y7/1

外 5Y5/2

内:5Y6/2

外 12 5YR7/1

内110YR7/1

やや不良

普通

包含層

包含層

良

やや良

普通

良

良

普通

不良

良

やや良

良

良

やや不良

普通

やや良

やや良

普通

やや良

良

普通

良
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遺物包含層出土遺物

雖 鶏 出土離  鷲  4摯
)壁

里
)W__f雙 数

   継    触   鰯  股    艤
番号   

‐ ~~~   
器種   (残存率)(残 存率)(cm)器 高■口径×iOO

酬
覧 ″ 舗 層

奪雷藤 (尻 )朋 り

蘭
 蜘

禽 目霞綸:爛

疏 柳

説
織 を泌

貼付高台。内外面降灰。外面に自
やや粗 然釉かかる。使用による磨耗。石ぶ

くれ有り。石英含む。

鎗層 箸言謙 (坊L)朋め
貶 外

覆環ぞ

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
覆霧ぞ

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
雇兼奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外
雇兼攀

で '底部回転箆切り

内 回転撫で・底面撫で

外
屡燕奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆兼奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外
星燕奪

で 底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で・頃部沈線

内 回転撫で

外
覆策奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外
覆策奪

で・底部回転箆切り

内 回転撫で

外 回転撫で

やや良織弓二影|

範 徒ia謡先

範 織†認

'2範 偽透:温猛

良 負|】暫梶,T

やや良織オ矧,1

説 織1訛先

やや種 織†認男

畿 代:訛λ

やや良織:荷引挙,1

良 代:学:チ |

良 織牟討旨

`,3

内 回転撫で         普通

合 目霞盤:。

肩部と体部一部

 ゃゃ不良

外 :25Y6/1

内 25Y7/2

外 :2 5YR5/2

内 :5YR5/3

禽E極球」:鰯モゃゃ不良紹解

禽:晉稔こΞ争母景そ
醐普通織寝η

禽目筆繰こ  ゃゃ良伐毛耗】
外 回転撫で・体部回転箆削り      外 25Y7/,

内回転撫で       良
 民|∴ァ

7刀 ～

禽き≧盈で無で        良  織村鴇

禽目筆繰こ         ゃゃ良 織:子 :学 :チ†

告 ]霞稔 :・

櫛状工具による

  ゃゃ良

外 回転撫で

内 回転撫で          良

外 回転撫で

内 回転撫で         やや良

外 回転撫で

内 回転撫で          良

外 回転撫で Πpき 日・カキロ

やや粗穫儲雇基盤異勇旨厨蜃習!有
り。

範
名屡好芦

記号「 拘 払 使剛 こよ

宅争譴互題告甘「:壷観堵爺難選象く
れ有り。雲母含む。

普通 貼付高台。石英含む。

普通  使用による磨耗。石英含む。

やや密恋ダ
高台。使用による磨耗。石英含

やや密恋昇罰塾鱈「
による磨耗。石英含

やや密暫曇唇荷則と現菅眠
｀
錘

含む。

普通坐年量花:往冨援賛層ぽ度孝名埜目
む。

普通 麗訣臭象難悪永腎電aギ昴獄客冦醤
然釉かかる。石英含む。

密 薫無居晃鍵悪!輩
灰'自然釉

普通警督再£選縮ギ擢
L91面

普通 内側に口縁貼付。石英含む。

普通  外面肩部に沈線、降灰。石英含 む。

貼付高台。回転削り方向右。底部

やや密 内面と肩部外面に降灰 自然釉 か

かる。石英含む。

普通 盃奇

部外面に自然釉かかる(厚

やや密 内面に降灰。石英、雲母含む。

やや粗 内面黒化。海綿骨針含む。

内面に緑色、外面に灰色の自然 釉

密  かかる。内面に粘上塊付着。石英

含む。

内面に降灰・薄く自然釉かかる。

やや密 外面に自然釉かかる(厚 い)。 石 英

含む。

やや密 内外面に自然釉かかる。

やや密
客訃

降灰。日縁外面黒化。石 英

やや密 石英含む。

密  石ぷくれ有り。海綿骨針含む。

やや粗 石英含む。

普通  外面降灰。石英含む。

須恵器    115249 包含層
有台杯   (1/12)

須恵器    130250 包含層
有台杯   (1/,2)

須恵器    141251 包含層
有台杯   (3/12)

須恵器    153252 包含層
有台杯   (2/12)

須恵器    159253 包含層
有台杯   (1/12)

須恵器    ―254 包含層
有台杯    ―

須恵器    ―255 包含層
有台杯    ―

須恵器    ―266 包含層
有台杯    ―

須恵器    ―257 包含層
瓶     ―

須恵器    ―258 包含層
瓶     ―

須恵器    ―259 包含層
瓶     ―

須恵器    ―260 包含層
瓶     ―

須恵器    ―261 包含層
瓶      ―

須恵器    ―262 包含層
瓶     ―

須恵器    コ 6263 包含層
杯蓋    (2/12)

須恵器    112264 包含層
壼    (1/1ク )

須恵器    74265 包含層
壺    (1/12)

須恵器    ―266 包含層
瓶     ―

図114
須恵器    130267 包含層

甕    (2/12)

須恵器    220268 包含層
墾    (2/12)

須恵器    220269 包含層
甕    (1/12)

須恵器   (226)270 包含層
墾    (1/12以下 )

須恵器    ク54271 包含層
塞    (之 /12)

須恵器   (395)2,2 包含層
窒    (1/12以下 )

須恵器    160273 包含層
斐    (1/12)

(l,抱)03  485

(1,為)65  461

(1,亀)61  384

(3/12)

(Э;2)~

(12/12)

(4/12)

(4/12)

(2/12)

(6/12)

内 回転撫で カキロ

外目
琳で・帝叩き目功キ

良

普通

外 lllY R6/3

内 25Y6/3

外 10BG6/1

内 ,10BG6/1

外 :7 5YR5/3

内 :7 5YR5/3

外 5Y5/1

肉 5Y5/1

外 :5B4/1

内 1586/1

外 :25Y7/2

内 5B6/1
内 口誓4■ 同心円文当て具
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第 3章 調査の方法と成果

国版
番号 出土遺構

番号

口径 (cm)底径 (cm)

(残存率)(残 存率 )

高径指数

器高■口径Ж i00

種類

器種

器高

(cm)
調 整 焼 成 色調 胎 土

図114
274 包含層

275 包含層

276 包含層

277 包含層

図115
278 包含層

279 包含層

包含層

281 包含層

包含層

283 包含層

234 包含層

285 包含層

287 包含層

288 包含層

289 包含層

290 包含層

包含層

包含層

293 包含層

294 包含層

包含層

297 包含層

包含層

299 包含層

図116
300 包含層

須恵器    ―    ―

理     ―    ―

須恵器    ―    ―

甕     一    ―

須恵器    ―    ―

箋     ―    ―

須恵器    ―    ―

甕     ―    ―

主師器   978)  一

椀    (1/12以下) ―

土師器    147   -
椀    (1/12)  一

土師器    147   -
椀    (2/12)  一

土師器    210   -
箋    (2/12)  ―

土師器   210   -
甕    (3/12)  ―

土師器    172   -
甕    (2/12)  ―

主師器   (169)  ―

霊    (1/12以 下) 一

土師器    192   -
霊    (1/12)  ―

土師器    186   -
甕    (2/12)  一

土師器   208   -
理    (1/12)  一

土師器   216   -
理    (2/12)  一

土師器   104   -
甕    (3/12)  一

土師器    115   -
甕    (2/12)  一

土師器    97    -
甕    (2/12)  ―

土師器    113   -
甕    (2/12)  一

土師器    112   -
甕    (2/12)  一

土師器    "8   -
甕    (2/12)  一

土師器    -   92
甕     ―   (3/12)

土師器    -   66
甕     ―   (9/12)

上師器    -   56
翼     ―   (12/12)

土師器    -   40
翼     ―   (11/12)

土師器    -   49
甕     ―   (11/12)

上師器   310   -
鍋    (2/12)  ―

外 回転撫で・Πpき 目・カキロ

内
居

転撫で・同心円文当て具

外 叩き目功 キロ

内 同心円文当て具痕

外 叩き目・カキロ

内 同心円文当て具痕

外 叩き目

内 同心円文当て具痕

外 回転撫で

内 回転撫で後ミガキ

外 回転撫で後ミガキ

内 回転撫で後ミガキ

外 回転撫で

内 回転撫で

外
目

転撫で瑳 削叫 平行叩き

内 回転撫で 'カキロ・同心日

文当て具痕

外 回転撫で・カキロ・箆削り

内 回転撫で・カキロ・ハケロ・

撫で

外 回転撫で・カキロ

内 回転撫で・カキロ

外 回転撫で功 キロ

内 回転撫で

外 回転撫で・カキロ

内 回転撫で

外 回転撫で功 キロ

内 回転撫て・カキロ

外 回転撫で・カキロ・箆削り

内 回転撫で・カキロ

外 回転撫で・カキロ

内 回転撫で・カキロ

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で

外 回転撫で

肉 回転撫で

外 回転撫で

肉 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 箆削り・底部静止糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・カキロ・箆削り

内 回転撫で・カキロ・ハケロ

良 偽1零賂1

不良 代:】吊|ミ

普通 符鋸彬を

不良 偽据学夢(2

やや良負:沸
8

やほ 代:記渉yμ

外 :25Y7/4～

やや良 衡ぢr17/4～
25Y6/3

良 織i霜半聯

良 禽:霜予聯

やや良知と労
R7/6～

内 :75Y6/4

や軽 解:¥聯

やや良貧:二七詔:/6

やや良伏1争許歌

良 裁1据羊聯

観 拭1器聯

良 貧:;解子

'4良 伐零聯

良 拭ギ謂月

良 解や聯

良 織1裾学聯

良 拭:裾羊歌

良 織据学聯

良 代裾学聯

良 織:褐羊聯

良 拭:弼予離

良 禽:争許聯

良 就:;部矛4

普通  長石、石英含む。

普通  石英含む。

普通  石英、雲母含む。

普通  石英、海綿骨針含む。

やや密 肉黒。長石、石英、海綿骨針含む。

やや密
塁舒

外面黒斑。石英、海綿骨針含

やや密

普通  鍵毯薯怒r化
物付着。石英、赤酸

普通  内外面に炭化物付着。石英含む。

普通  外面に黒斑。石英、海綿骨針含む。

普通  石英、赤酸斑粒含む。

普通  石英、海締骨針含む。

やや脅 石英、赤酸斑粒、海綿骨針含む。

やや密銀慧場驚溢菩筆摯きF石
、石

やや粗 石英、雲母、赤酸斑粒含む。

普通  石英含む。

やや密 長石、石英、海綿骨針含む。

やや密 外面に薄〈炭化物付着。石英含む。

競
霙警悪F薄

く胤 狛 着。節 、石

普通
暑絆β好肇なF帥

載 4LD付

競
窓伊

副 こ薄〈雌 獅 着。醸 含

普通  容徐審懸F化
物付着。石英 、海綿

やや密 長石、石英、海綿骨針含む。

やや密 石英含む。

やや密 石英含む。

包含層

包含層
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遺物包含層出土遺物

曇督番号 出土遺構  曇橿  7紹   
「ξ甚斑甲

器高   高径指数

(cm) 器高■口径×100
調 整 胎 土色調焼 成

酎 朽
m鎗 層

 穏

器

 湯 を)三

3∝ 包含層 砲♂  Ξ  三

珠洲

外 回転撫で カキロ・箆肖1り

内 回転撫で カキロリ ケヽロ

外 平行叩き目

内 当て具痕

外
昇協鍵下

・底部静止糸切

内 回転撫で

外 回転撫で

内 回転撫で'卸 し目

外 底部回転糸きり

内 摩滅により不明

外 摩滅により不明

内 摩滅により不明

外 回転撫で 底部回転糸切り

内 回転撫で・撫で

外
F夢

終で ?・ 底部回転糸切

内 回転撫で?

外 底部回転糸切り

内 回転撫で。撫で?

外 底部回転糸切り

内 摩滅により不明

外 回転撫で i底 部回転糸切り

内 回転撫で

外
累薪φ

で後撫で '底部回転

内 回転撫で

外
目筆繁弱窃

~部
撫で・底部

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で 底部回転糸切り

内 回転撫で 撫で

外 回転撫で 底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で`底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転系切り

内 回転撫で?

外 国転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 横撫で・底部指オサエか ?

内 横撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 回転撫で・底部回転糸切り

内 回転撫で

外 国クロ撫で 回転箆削り

内 ロクロ撫で

外 国クロ撫で

内 ロクロ撫で

外 国クロ撫で

内 ロクロ撫で

外 国クロ撫で 回転箆削り

内 ロクロ撫で

普通  石英、雲母含む。

やや密 石英含む。

普通  石英、海綿骨針含む。

普通  石英含む。

やや粗麟露羅電誉長
石、チャート、雲

粗齢 梨
°長五十 赤ゝ

やや粗
撃 盟 学粋_k雲 母含む。

や篭
蔑羮覧

却 九長石、弦 チャー

粗  F鳥 縄解観醜呉長

石、石英、チャー

やや粗
蔑

類 (文献 1)。 長石、チャート含

密  震

類 (文献 1)。 長石、チャー晴

や鞘
巳雪思F榊

比長石、款 チャ

やや粗
霧 汗

榊 え 詠 十 腟

密
醗 F榊

兆長石、強 チャー

やや粗要撃?望貿堡竃:鶏縮催爆。

帥 繁矯離 5「
十` k

ゃ螂闇苧
帥比長石、強チー

やや粗F瞥懃鐸詔薮覆
気チヤ~

や軸 F竪鶏融 。
英、チャー

やや粗離 誉襲
え話チヤ~R赤

やや粗箸鷲 、観 ■
長

やや密軍昇狙付l兼露羅晟
石英、

や鞘麟柔離 轡憑F｀

チヤ~k

密  内外に灰釉かかる。

密  内外に灰釉かかる。

密

やや密 越中瀬戸。内面使用による磨耗。

甕     ―   (4/12)

∞4鎗層 建獣 正 三

303 包含層

305 包含層

300 包含層

中世土師器   -    60
m    ―   (3/,2)

中世土師器   -    44
皿     ―   (1/12)

良 織1評普第
6

普通 代:討吊♀
湘

普通  織:琶りT

良 徒1桜繋,T

不良 負i州坪移T

程 就|1群脇

やや良織1据予聯

やや不良織1群聯

種 代:鋸温冗

不良 貧:1群騒

良 負1:翠留比

良 徒a試据先

良 就:子 :学子チ4

良 織1群聯

良 告|千謙

`,4良 織:|:半罵チ:

良  織:II予評チ:

良  織:十 群昌:チ:

やや良 織:1群晨:チ:

やや良 織:II予爵チ:

良  織:1群畳:チ:

良  禽:|:予岳:チ |

良  待1群罵チ:

良 織|:予子チ:

良 織::予子チ:

や杯良貧1争 :予留み6

良 代::0営 ,チ,

30, 包含層 中世

古

師器

 渉 ♀2)(胡 2)

300 包含層 中世

孟

師器

(9牝 )(う 12)

809 包含層 中世

孟

師器

(ぅ化)(う 42)

310 包含層  中世

孟

師器

 (ぅ牝) (う 42)

311 包含層  中世

孟

師器

 (ぅ ♀2) (み 12)

312 包含層  中世

孟

師器
  三   (1千兄 2)

313 包含層  中世

孟

師器

 (1,牝 ) (う ;2)

314 包含層  中世

孟

師器

 (浄 ♀2) (浄 12)

315 包含層 中世

孟

師器

(荒x2)(材 免り

舗6 包含層 中世

孟

師器
  三  (う 42)

317 包含層  中世

孟

師器

(,抱 )(う 12)

釧8 包含層 中世

舌

師器

(1兄L)(3♀ め

319 包含層  中世

孟

師器

(1れ )(う 42)

320 包含層 中世

孟

師器
  三  (う 42)

321 包含層 中世

舌

師器

(予乳)ご ゾ 2)

322 包含層 中世

孟

師器
  Ξ  (浄 ;2)

323 包含層 中世

孟

師器
  三  (括 元 2)

ψ4包 含層  中

咤♂

器

 9万 とょ D 三

望5包 含層 中

札♂

器
 三  二

ψ6包 含層 近
二甲

器
 三  二

近世陶器    -    39
碗     ―   (7/12)

327 包含層
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第 3章 調査の方法と成果

図版
番号 出土遺構

番号

種類

器種

口径 (cm)底径 (cm)器 高   高径指数

(残存率)(残 存率)(cm)器 高■口径X IOO
調整 焼 成 色調 胎土 備考

包含層  近塩解
器

包含層  近堤♂
器

(6/12)

38

(9/12)

外 回転豊削り

肉 ロクロ撫で
やや不良貧場モ解み3

禽 :ケ :繰ほ

嫌 箆削り
ゃゃ不良

偽 モ銘 χ

れ

やや粗 内外面に灰釉かかる。

範
訂

月高台。研 副 鵡 酷 かか

文献Ⅲ…財団法人富山県文化振興財団 1996「梅原胡摩堂遺跡発掘調査報告 (遺物偏 )」『埋蔵文化財発掘調査報告第7集』

表20 遺物観察表 (土錘)

重 量

留督 番号  出土遺構   
「

争
最大幅

(cm)

孔径

(cm)
備考

08  やや良

334  良

121  普通

140  やや良

280  良

93   良

7 5YR7/6  やや密

7 5YR7/6  普通

10YR4/1   やや密

lllYR5/2   やや密

フ5YRO/6  密

iOYR6/3   普通

海綿骨針含む。

海綿骨針含む。

石英、海綿骨針含む。

外面一部に炭化物付着。石英、海綿骨針含む。

海綿骨針含む。

普通

やや良 7 5YR5/2

やや密   赤酸半粒含む。

やや密   海綿骨針含む。

,5YRO/4 普通 石英含む。

330 包含層

33, 包含層

312 包含層

(62) 良

(07) 普通

270  普通

2 5YRO/1   やや密

lllYR7/2   普通

10YRe/4   やや密

(36)

(34) 石英、海綿骨針含む。海綿骨針含む。

石英、海絡骨針含む。

表21 鐘物観察表(鉄製品)

竪督  
番号  出土進構

全長 (残 存長 )

(cm)

最 大幅

(cm)

最大厚    重量

(cm)    (g)
備 考

種 類

図27 12 SD154

図OO

鉄滓

不明鉄製品

刀子

110(棒 状)   03(棒 状 )

(196)茎 部長78刃 部 14茎部035

(193)茎 部長57刃部 12茎部 11

26

34(筒 状 )

055(棒 状)

刃部035茎部035

) 3537厚 さ2mmの 筒形鉄製品の中に棒状鉄製品が入り込む。

柄の本質遺存。

271柄の木質遺存。

32S1492

33S1492

34S1492 刃部035茎部03

9 SD09

10 SD09

鉄滓

鉄滓

27

53

21

22

図81 16旧河道 棒状鉄製品 667

図116  330包含層

334包含層

335包含層

336包含層

337包含層

刀子

釘

釘

鉄滓

鉄滓

(49)

(36)

(21)

33

41

13

075

04

47

50

刃部04,茎 035  97
045    191

035     22

25   176

22    508
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第 理化学的分析4章

1 自然科学分析

淡暗赤褐色シル ト質砂

暗茶褐色シル ト

黄褐色細～中・l■粒砂

責灰色シル ト～極細粒砂

暗黄褐色シル ト

黒色シル ト～粘土
 柱状図凡例

(1)試料採取地点

本遺跡では、上記 した課題を検討するため、調査区内の任

意の地点を対象に土層観察や試料採取を行っている。以下に、

各地点の概要を記す。

1)基本土層 :A地点(図 1)

調査区東 。西区を隔てる調査区壁東面に位置 し、地表面よ

り約2m下の黄褐色を呈する砂混 じりのシル トまでを対象に

土層観察を行った。最下位の黄褐色を呈する砂混 じりのシル

トは塊状を為 し、地点によって最大径約20cmの 円礫が認め

られる。上位に向かって漸移的に暗色化 (黒色化)し、上部

は黒色を呈するシル ト～粘土となる。その上位には、下位よ

り黒褐色や黄灰褐色シル トの偽礫が混 じる暗黄褐色のシル ト、

黄灰色を呈するシル ト～極細粒砂、淘汰の良い細粒～中・粗

54 0-―

53 5-
5層

黄褐色シル ト

因  表上

固  シル ト

□ 砂

□ 酸化鉄

賜  腐植

図l A地点模式柱状図及び試料採取位置図

粒砂が堆積する。 これらは、洪水等にともなう氾濫堆積物と考えられ、何回かの氾濫によって形成された可

能性がある。また、この氾濫堆積物の上位にはやや不明瞭であるが不整合で暗茶褐色を呈する砂混 じりのシ

ル トが堆積 し、層界付近には下位の土層に由来すると考えられる偽礫が認められる。なお、本地点では、上

自然科学分析

パ リノ・ サーヴェイ株式会社

富山県砺波市に所在する久泉遺跡は、現在の庄川左岸に位置 し、圧川が形成 した扇状地 (庄川扇状地)扇

央部の微高地上に立地 している。これまでの発掘調査では、上 。下層の遺構検出面が確認されており、上層

からは、石組建物や竪穴状土坑道、掘建柱建物跡や溝状遺構、土坑、 ピットが検出されており、古代 (8～ 9

世紀)の土師器や須恵器、中世 (鎌倉～室町時代)の土師器や珠洲焼、陶磁器等の遺物が出土 している。一

方、下層からは、 ピットを主体として土坑が検出されており、縄文時代中期後半～後期後半の土器及び打製

石斧等が出土 している (砺波市教育委員会、2004・ 2005)。

今回の発掘調査においても、これまでの発掘調査成果と同様に上 。下層の遺構・遺物が確認されており、

上層からは過去に確認されている大溝 (SD09)を はじめとして、溝状遺構 (以下、素掘小溝)が、数条単

位で主軸方向を変え重複する状況で検出されている。また、下層からは土坑やピット等が検出されている。

本報告では、過去の分析調査や発掘調査成果から課題とされた、1)SD09の 年代観と機能時の古環境、2)素

掘小溝の機能 。用途の推定、働土坑の用途の推定及び内容物の検証、0遺構の年代観、働植物利用、を検証

するため自然科学分析調査を実施する。

試料
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第4章 理化学的分析

述 した素掘小溝が検出されていることから、本地点で確認された不整合は遺構の掘 り込み面の影響を示 して

いる可能性がある。さらに、上位には淡暗赤褐色を呈するシル ト分の多 く混 じる砂質上が堆積する。当土層

では上部ほど斑状・管状の酸化鉄が発達 し、土層の赤褐色化が顕者である。最上位の上層は現在の耕作土や

盛土となる。

本遺跡の発掘調査所見を参考とすると、最下位の黄褐色を呈する砂混 じりのシル トは6層 (後述する砂礫

層は7層 )、 6層上位の黒色を呈するシル ト～粘土は5層 に相当すると考えられる。上位の氾濫堆積物と考えら

れる土層は、4層及び3・ 11・ 10層 に対比される可能性があり、さらに、上位の暗茶褐色を呈するシル トは2

層に相当すると考えられる。なお、本調査区内では、氾濫堆積物と考えられる土層は、本地点付近でのみで

観察される。

試料は、上位の耕作土・盛土層直下より最下位の黄褐色の砂混 じリシル トまで厚さ5cm連続で土壌試料31

点 (試料番号1～31)を採取 している。

2)SD09

SD09は、調査区東端より検出されている。本遺構は、細砂～最大径約20cm前後の円礫からなる砂礫層を

基底とし、遺構壁面には淘汰の悪い砂層と礫支持の砂礫層が観察されることから、これらの堆積物を掘 り込

み構築されたことが推測される。これまでの調査所見によれば、遺構の開削から廃棄・断絶まで六段階の変

遷が指摘されており、調査区南壁のSD09の土層観察では、 これらの変遷は確認することができなかったが、

黒色上の流入や再堆積、塊状或いは級化構造を有する褐～灰褐色を呈するシル ト～粗砂が認められたほか、

人為的な再掘削を支持する不整合な堆積状況 も観察された。

試料は、調査区南壁のSD09覆土より腐植質な暗灰(褐)色 シル ト～極細粒砂、炭化物混 じり土壌 (試料番号

42～50)を 採取 している。また、調査区北東隅のSD09覆土からは、黒色のシル ト質土と黄褐色～ (灰)褐

色を呈するシル ト質土の互層より柱状の上壌ブロック5点 (柱状ブロック1～ 5)、 覆土最下部に認められた黒

色を呈するシル ト質土より2点 (試料番号SD09 1。 1り 、 これらの上層上位の暗灰色を呈するシル ト～極細

粒砂より1点 (試料番号SD09 2)を採取 している。

3)素掘小溝

素堀小溝は、上記 したA地点周辺の基本土層2層 中より検出されており、検出状況から南北方向、東西方

向、北東一南西方向を長軸 とする3タ イプに分けられる。 これらの検出状況から任意の素掘小溝を選択 し、

さらに、素掘小溝間も対象に試料採取を行っている。その内訳は、東西方向を長軸とする素掘小溝5条 (SD

180。 184・ 185。 212・ 213)、 北東―南西方向を長軸とする素掘小溝3条 (SD522～ 524)、 素掘小溝間 (SD180-186、

SD184_183、 SD21寡211、 SD522 523)で ある。

(2)試料

試料は、上記 した試料のほか、調査担当者により採取された土壌 (柱状ブロックを含む)、 炭化物からな

る。以下に、各分析目的における分析項目及び試料の概要を示す。

1)SD09の 年代観と機能時の古環境

SD09覆土より採取 した土壌2点 (SD09試料番号 1・ 2)を対象に花粉分析 。植物珪酸体分析 。珪藻分析、

炭化物3点 (試料番号45・ 49・ 50)を対象に放射性炭素年代測定を行う。

動素掘小溝の機能・用途の推定

東西方向を長軸とする素掘小溝5条 (SD180・ 184・ 185・ 212・ 213)の覆土、北東―南西方向を長軸とする素掘

小溝3条 (SD522～ 524)の 覆土、素掘小溝間4地点 (SD180-186間、183-184間、211212間、522-523)土層
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1 自然科学分析

より採取 した土壌試料を対象に植物珪酸体分析(33点 )、 土壌理化学分析・粒度分析(6点 )を行 う。また、 これ

らの遺構の比較対照として、A地点より採取 した土壌試料を対象に植物珪酸体分析11点(試料番号4・ 6・ 7・ 10・

20・ 21・ 23・ 25・ 27・ 29・ 31)、 土壌理化学分析・粒度分析15点 (試料番号4・ 6・ 8・ 9・ 11・ 13・ 15・ 17・ 20。 21・ 23・ 25。 27・

29。 31)を行 う。

3)土坑の用途の推定及び内容物の検証

試料は、長方形土坑2基 (SK489。 490)と 、6層上面から検出された土坑2基 (SK1021・ 1085)よ り採取され

た土壌である。長方形土坑については、各試料の観察結果に基づき、SK489(陥 15試料)、 SK490(陥 19試

料)よ り抽出・選択 した土壌6点を対象に土壌理化学分析、植物珪酸体分析、寄生虫卵分析を行 う。また、

比較対照試料として、S1492覆 土 (配31試料 )、 同床面 (No32試料)よ り採取 した土壌2点 を対象に土壌理化

学分析、植物珪酸体分析、寄生虫卵分析を行う。後者の土坑2基 については微細物分析を行 う。

4)遺構の年代観の推定

試料は、上記 したSD09の ほか、基本土層や住居跡、溝状遺構、土坑、柱穴等から出土 した炭化物や、 こ

れらの遺構覆土から採取された土壌や炭化物混 じり上壌など計42点、住居跡床土や住居跡カマ ド焼上の水洗

選別によって回収された炭化物(炭化材 。炭化種子)6点である。 これ らの試料を対象に放射性炭素年代測定

(AMS法)を行う。

5)植物利用

試料は、上記 した放射性炭素年代測定に用いた炭化材や炭化種実である。なお、炭化物混 じり土壌・土壌

については、分析試料として可含とな範囲で炭化物の抽出を行っており、抽出された炭化物が極微量であった

場合は、全量を放射性炭素年代測定試料とし未分析である。また、住居跡床土や住居跡カマ ド焼上の水洗選

別によって回収された炭化物のうち、炭化材が複数認められた場合は無作為に抽出した10片を対象とし、炭

化種実については放射性炭素年代測定によって試料が失われてしまうことか ら同定とともに、計測等を実施

している。 これらの試料を対象に樹種同定・種実同定を行 う。試料の詳細は、結果とともに表6に示す。

2.分析方法

(1)放射性炭素年代測定

土壌や根等の目噛物と異なる年代を持つものが付着 している場合、 これ らをピンセット、超音波洗浄など

により物理的に除去する。その後HClに より炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに より腐植酸等アルカ リ

可溶成分の除去、HClに よリアルカリ処理時に生成 した炭酸塩等酸可溶成分の除去を行 う (酸・ アルカ リ・

酸処理)。

試料をバイコール管に入れ、lgの 酸化銅 (Ⅱ )と 銀箔 (硫化物を除去するため)を加えて、管内を真空

にして封 じきり、500℃ (30分)850℃ (2時間)で加熱する。液体窒素 と液体窒素十エタノールの温度差を利

用 し、真空ラインにてC02を 精製する。真空ラインにてバイコール管に精製 したC02と 鉄・水素を投入 し封

じ切る。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で10時間以上加熱 し、グラファイ トを生成する。

化学処理後のグラファイ ト・鉄粉混合試料を内径lmmの孔にプレスして、 タンデム加速器のイオン源に装

着 し、測定する。測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置 (NEC Pellet

ron 9SDH-2)を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュ

ウ酸(HOX― Ⅱ)と バ ックグラウンド試料の測定 も行 う。また、測定中同時に13C/12Cの測定 も行 うため、 こ

の値を用いてδ13Cを算出する。

―-179-―



第4章 理化学的分析

放射性炭素の半減期はLIBBYの 半減期5,568年を使用する。 また、測定年代は1950年 を基点 とした年代

(BP)であり、誤差は標準偏差 (One Sigma;68%)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、RADIOC

ARBON CALIBRATION PROGRA� I CALIB REV502(Copyright 1986 2005 1M Stu� er and P」 R

eimer)を用い、誤差として標準偏差 (One sigma)を 用いる。

(2)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施 して、珪

藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下 し乾燥させる。乾燥後、プリュ

ウラックスで封入 して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍で

行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを

対象に200個体以上同定 。計数する(化石の少ない試料はこの限りではない)。 種の同定は、原口ほか(1998)、

Krammer(1992)、 Krammer&Lange Bertalot(1986,1988,1991a,1991b)、 渡辺 (2005)な どを参照 し、分

類体系はRound et al.(1990)に 従った。

同定結果は、淡水～汽水生種、淡水生種の1頂 に並べ、その中の各種類をアルファベット順に並べた一覧表

で示す。なお、淡水生種はさらに細か く生態区分 し、塩分・水素イオン濃度(pH)。 流水に対する適応能につ

いても示す。また、環境指標種はその内容を示す。産出個体数100個 体以上の試料は、産出率2.0%以上の主

要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断

する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境を解析するにあたって、淡水生種は安藤(1990)、 陸生

珪藻は伊藤・堀内(1991)、 汚濁耐性は、Asai&Watanabe(1995)、 渡辺 (2005)の 環境指標種を参考とする。

(3)花粉分析

試料約10gに ついて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液(臭化亜鉛 :比重2.働 よる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス(無水酢酸9,濃硫酸1の混合液)処理による植物遺体中のセルロー

スの分解を行い、物理・化学的処理を施 して花粉を濃集する。残澄をグリセリンで封入 してプレパ ラー トを

作成 し、400倍 の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する全ての種類について同定・計数する。

結果は同定 。計数結果の一覧表に示す。

(4)寄生虫卵分析

分析にあたっては、金原・金原(1992)等 を参考にした。寄生虫卵が堆積物lccあ たり10,000個 体以上検出さ

れるような場合は、簡便な方法で処理することによって観察可能である(金原 。金原 ,1994)。 概査の結果、寄

生虫卵が検出されなかったことから、花粉分析に準 じた方法で分析を行い、寄生虫卵の濃集を行 っている。

試料10ccを正確に秤 り取る。これについて水酸化カ リウムによる泥化、舗別、重液(臭化亜鉛,比重 2.働 よる

有機物の分離、フッ化水素酸による鉱物質除去、の順に物理・化学的処理を施 した。残澄をグリセ リンで封

入 してプレパラー トを作成 し、同定・計数を行 う。

(5)植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法(ポ リタングステン酸ナ トリウム,比重25)

の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離 。濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。

乾燥後、プ リュウラックスで封入 してプレパ ラー トを作製する。400倍の光学顕微鏡下で全面を走査 し、そ

の間に出現するイネ科葉部(葉身と棄鞘)の葉部短細胞に由来 した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体 と呼ぶ)お

よび葉身機動細胞に由来 した植物珪酸体(以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ)を、近藤(2004)の 分類に基づいて同

定・計数する。
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分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパ ラー ト作成に用いた分析残澄量、検鏡に用いたプレパラー ト

の数や検鏡 した面積を正確に計量 し、堆積物lgあ たりの植物珪酸体含量(同定 した数を堆積物lgあ たりの個

数に換算)を求める。結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示すとともに、植物珪酸体含量を図示する。

(6)樹種同定

木口(横断面)・ 柾目(放射断面 )・ 板目(接線断面)の 3断面の割断面を作製 し、実体顕微鏡および走査型電子

顕微鏡を用いて木材組織を観察 し、その特徴か ら種類を同定する。同定の根拠となる顕微鏡下での木材組織

の特徴等については、島地・伊東(1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 9006)を 参考にする。 また、各樹種

の木材組織配列の特徴については、林(1991)、 伊東(1995,1996,1997,1998,199働 や独立行政法人森林総合研究

所の日本産木材識別データベースを参考にする。

(7)種実同定

種実を双眼実体顕微鏡下で観察 し、現生標本および原色日本植物種子写真図鑑(石川,19941、 日本植物種子

図鑑(中山ほか,2000)等 との比較対照から種類と部位を同定する。同定 したイネの胚乳の粒長、粒幅、粒厚を、

電子ノギスを用いて1/100mmま で計測する。また、佐藤(1988)に よる、炭化米の粒長×粒幅を粒大、粒長/

粒幅を粒形の定義に従い、計測値からこれらの値を求める。

分析後の種実は、カマ ド焼土のイネ炭化胚乳4点を年代測定対象試料 とし、他は容器にて保管する。

(8)微細物分析

土壌試料(SK1021:400cc(6644g)、 SK1085:40cc(50.2g))を 水に浸 し、0.5mm目 の飾で水洗する。舗内の

残澄を粒径別にシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観察 し、種実や炭化材などの植物遺体を抽出する。分

析後の炭化材は、70℃ 48時間乾燥後の重量を求めた後、瓶に入れて保管する。

(9)土壌理化学分析

素堀刈ヽ溝と基本土層は、特に地力に関する情報を得ることを目的とし、全炭素、全窒素、全 リン酸、可給

態 リン酸、可給態窒素を測定する。一方、長方形土坑については土坑墓の可能性も考慮 し、全炭素、全窒素、

全 リン酸を測定する。全炭素・全窒素はCNコ ーダー法、全 リン酸は硝酸・過塩素酸分解―バナ ドモリブデ

ン酸比色法、可給態 リン酸は トルオーグ法、可給態窒素はリン酸緩衝液抽出―水蒸気蒸留法でそれぞれ行 っ

た (土壌環境分析法編集委員会,1997、 小川ほか,1989)。 以下に各項目の操作工程を示す。

試料を風乾後、土塊を軽 く崩 して2mmの 舗でふるい分けをする。 この舗通過試料を風乾細土試料とし、

分析に供する。また、風乾細土試料の一部を乳鉢で粉砕 し、0.5mm舗 を全通させ、粉砕土試料 を作成す る。

風乾細土試料については、105℃ で4時間乾燥 し、分析試料水分を求める。

1)全炭素 。全窒素量

粉砕土試料500～ 1000mgを 正確にはか り、サンプルボー ドに充填 した後、CNコ ーダー (ヤ ナコ分析工業

製)に挿入する。試料をキャリアガス (He)気流中で950℃ に加熱燃焼 し、発生 した燃焼ガスを純化させ、

C02及 びN2の組成にする。TCD検出器により炭素及び窒素の濃度を測定する。 これら測定値 と加熱減量

法で求めた試料中の水分から乾土あたりの全炭素量 (C%)および全窒素量 (N%)を 求める。また、全炭

素量を全窒素量で除 し、C/N(炭素率)を算出する。

2)全 リン酸

粉砕土試料1.00gを ケルダールフラスコに秤 りとり、はじめに硝酸 (HN03)10mlを 加えて加熱分解す

る。放冷後、過塩素酸 (HC10 4)20mlを 加えて再び加熱分解を行 う。分解終了後、蒸留水で100mlに 定容

し、ろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取 し、 リン酸発色液 (バ ナ ドモリブデン酸・硝酸液)を加えて分
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光光度計によリリン酸 (P205)濃 度を測定する。 この測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あた

りの リン酸含量 (P205mg/g)を求める。

3)可給態 リン酸 (ト ルオーグ法)

風乾細土試料1.00gを 300ml三 角フラスコに秤 りとり、0.002N硫酸溶液 (pH3)200mlを加え、室温で 1

時間振とうし、ろ過する。ろ液一定量を試験管に採 り、混合発色試薬を加えて分光光度計によリリン酸濃度

を定量する。 この定量値と加熱減量法で求めた水分量から乾土あたりの可給態 リン酸量 (P205mg/乾 土

100g)を求める。

4)可給態窒素

風乾細土試料10,00gを 100ml三角フラスコにはかり、pH7 0リ ン酸緩衝液50mlを加え、室温で 1時間振と

うし、ろ過する。ろ液をケルダール分解 し、水蒸気蒸留法によって窒素を測定する。 この定量値と加熱減量

法で求めた水分量から乾土あたりの可給態窒素量 (Nmg/乾±100g)を求める。

(10)粒度分析

粒度分布は砕屑性堆積物研究会(1983)の 方法を参考に礫・砂粒子画分はふるい分け法、 シル ト・粘土粒子

画分はピペット法で行 う。

試料を風乾 して2mm φ舗でおゝるい分ける。2mm φ舗上粒子は水洗 して重量を測定する。一方、2mm φ舗

下粒子は4000gを ビーカーに秤量 し、蒸留水 と30%過酸化水素水を加え、熱板上で有機物分解を行う。分解

終了後、蒸留水と分散剤 (4%カ ルゴン)を加え、撹伴 しながら30分間音波処理を行 う。沈底瓶にこの懸濁

液を移 し、往復振とう機で1時間振とうする。振とう終了後、水で全量を1000mlに する。 この沈底瓶を1分

間手で激 しく振 り、直ちに静置する。 ピペット法に準 じて所定時間に所定深度か ら粘土・ シル ト画分 (0.063

mm>)、 粘土画分 (0.0039mm>)を 10ml採取 し、105℃ で24時間乾燥させた後、重量を測定 し加積通過率

(質量%)を求める。 ピペット法終了後、懸濁液を63μ m舗で水洗いする。63μ m舗残留物を105℃ で 5時間

熱乾後、 1.0、 0.5、 025、 0.125mm φ舗でおゝるい分け、各飾毎に舗上残留物の質量を測定 し、加積通過率

(質量%)を求める。 ピペット法およびふるい分けで求められる加積通過率 (質量%)力 らゞ粒径加積曲線を

描き、Wentworth(1922)の粒径区分毎の質量を算出する。

結果

(1)放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果を表 1、 暦年較正結果を表2に示す。なお、暦年較正 とは、大気中

の14C濃度が一定で半減期が5568年 として算出された年代値に対 し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動に

よる大気中の14C濃度の変動、及び半減期の違い (14Cの 半減期5730± 40年)を較正することである。暦年

較正に関 しては、本来10年単位での表記が通例とされるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の

改正があった場合の再計算や再検討に対応するため、本報告では1年単位で表記 している。また、 δ13Cの

値より、いずれの試料も、大気中の二酸化炭素起源の炭素であるため北半球の大気中炭素用の較正曲線を選

択 している。

暦年較正結果は、測定誤差σ、2σ 双方の値を示す。 σは統計的に真の値が68%の確率で存在する範囲、2

σは真の値が95%の確率で存在する範囲である。また、表中の相対比とは、 σ、2σ の範囲をそれぞれ1と し

た場合、その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示 したものである。

(2)珪藻分析
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-2338■ 107

1310■ 30

1310± 30

9Hl 16

1180± 30

1170± 40

1 自然科学分析

2)BP年 代値は、1950年を基蕉として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差σ(測 定値の68%が入る範囲)を 年代値に換算した値。

結果を表3、 図2に示す。SD09試料番号2は珪藻化石が豊富に産出したが、SD09試料番号1で は少なかった。

また、珪藻化石が産出した試料における完形殻の出現率は約50%、 産出分類群数は合計で24属47分類群であ

る。以下に、各試料の産状を示す。

1)SD09試料番号2

淡水域に生育する水生珪藻 (以下、水生珪藻と言 う)が全体の約95%を 占める。淡水性種の生態性(塩分

濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能)の 特徴は、貧塩不定性種、真キ好アルカ リ性種、真 +好流水

性種が多産する。主な産出種は、流水性のCymbella turgidula var.nippo� ca、 流水性で中～下流性河川

指標種群のCeratOneis arcus var.recta、 Cymbella turgidula、 Reimeria sinuata、 流水不定性のEncyo

nema silesiacum、 Gomphonema parvulum等 が10%程度産出する。 これ ら流水性種は、汚濁の影響が小

さい水域に生育する好清水性種でもある。
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遺構名   地点・層位名

cal AD  1 086  - ca AD  l,123
cal BP   928  -   902
cal BP   864  -   327

caI AD   506  - ca AD   520
cal BP  l,516  -  1,457
oaI  BP  l,444  -  1,430

caI BP  1 351  -  1260
1198  -  1189

caI BP  1 511  -  1,464
1418  -  1

cal AD   679  - cal

caI BP  l,161  -  1,138cal AD   789 - cal AD   812

cal AD   675  - cal AD   722

ca  AD   657  - cal AD   782
cal AD   789  - cal AD   811 ca  BP  l 161  -  1139

caI BP  l,298 -  ,ヽ256

caI  BP  l,247  -  1,244
1331Ξ ヒ39

ca  AD   703  - cal AD   706

cal AD   645  - ca AD

9111-12ca  AD   682  - cal AD

ca1 8P  1ヽ62  -  1,131caI AD   788  - ca AD   819

cal AD   788  - ca AD   821
caI BP  l,288  -  1,167
ca  BP  l,162  -  1,129

cal AD   949  - cal AD   998

ca1 8P  l,256  -  1,247
cal  BP  l,244  -  1.202
caI BP  l,185  -  1,167
cal BP  l,163 -  1,129

oal AD   706  - cal AD   748
cal AD   765  - cal AD   783
cal AD   787  - caI AD   821

cal AD   789  - cal AD   811
cal BP  l,265  -  1,168
ca1 8P  l,161  -  1,139

cal AD   665  - cal AD

cal  BP  l,444  -  1,428
caI AD   434  - cal AD
ca  AD   506  - c91 AD   522

ca1 8P  l 162  -  1136
caI AD   764  - cal AD   783
cal AD   788  - cal AD   81 4

1272  -  1227

BP  1 292  -  1168
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1 自然科学分析

地区   遺構名  地点・層位名 暦年較正年代 (c謝 )

cal AD   380  - ca, AD   436
cal AD   489  - cal AD   510

caI BP  l,598  -  1,583
caI BP  l,570  -  1,514
cal BP  l,461  -  1,440

9111-23

ca  BP  I,169  -  1,161
caI BP  '141  -  1052

caI AD   71 0 - caI AD
cal AD   766  - cal AD   827 caI BP  l,184  -  1123

111  -  1086

caI BC 3 893 - ca BC 3 883

BC 3.941  - caI BC 3 858
cal BC 3,816 - caI BC 3.692

caI BC  4,170  - caI BC  4.090 caI  BP  6,120  -  6.040

ca1 8P  6 203  -  5987

caI BP  l.055  -  1,026
cal BP  1 012  -   966

9111-29

1171■ 36 caI AD   780  - cal AD
cal AD   804  - ca AD   894

cal BC   360  - caI BC   344
caI BC   323  - caI BC   273

caI BC   204  - caI BC    37
caI BC    28  - caI BC    22

cal BP  2,154  -  1,987
ca  BP  l,978  -  1,972

cal BP  3.396  -  3,202
cal BP  3 192  -  3163

9111-35

1312士 caI BP  I.289  -  1241 9111-36

cal BC   168  - cal BC    87

cal BC  342 - caI BC  327
caI BC  204 - ca BC   37
cal BC   30 - ca BC   20

cal BP  2,154  -  1,987
caI BP  1 980  -  1970

cal AD   761  - cal AD   895
caI BP  ,,261  -  1,199
caI BP  l 189  -  1055

cal AD   810  - cal AD   848
cal AD   855  - cal AD   995

caI BP  l.168  -  1,161
caI  BP  l.140  -  1,102
cal BP  1 095  -   955

1,044  - cal AD  l,101 caI BP   906  -   849
cal BP   831  -   807

9111-41
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第 4章 理化学的分析

3)1桁 目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように、1桁 目を丸めていない。

4)統計的に真のイ直が入る確率はσは68%、 2σ は95%である

5)相対比は、σ、2σ のそれぞれを とヽした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

淡水～汽水生種
淡水生種の生態性流水性種  流水不定性種
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＋
真
流
水
性
種

ミ
ミ
【ミ
ミ
ヽ
』
馬
ｕ
ミ
ｓ
ミ
ヽ
ミ
∞
ф

ミ
ミ
ミ
ふ
ｋ
も
、
こ
ミ
郎
盛
ｓ
ミ
き
ミ
ｓ
Ｏ

ミ
ミ
０
ミ
ち
ミ
協

吋
ミ
蛹
ミ
ゃ
ハ的
ミ
的

試
料
名

海  淡   珪
水  水 陸 陸 藻
; ;生 生 ⌒

海 汽 汽 汽 珪 珪 そ 水
水 水 水 水 藻 藻 の 生
生 生 生 生 AB他 珪
種 種 種 種 群 群

V藻

静 ・:・ :・
―
引 |

貧 貧 貧
塩 塩 塩 貧
好 不 嫌 塩
塩 定 塩 不
性 ″性 性 明
種 種 種 種

N I

好
+
真

好 pア

賞 来 ケ 岳
酸 定 り 不
'性 ′L′性 明
種 種 種 種

斡  | 非競励翻「一一〕一中

流
水
不
明
種

鞘伴|1酢卜|1催=導● ll等業ヽ
0            50          100%

海水―汽水―淡水生種産出率 各種産出率 完形殺産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は

淡水生種の合計を基数 として百分率で算出 した。いずれ も100個体以上検出された試料について示す。

なお、十は100個 体未満の試料について検出 した種類を示す。

図2 主要珪藻化石群集の層位分布

2)SD09試料番号1

陸上のコケや土壌表面など多少の湿 り気を保持 した好気的環境に耐性のある陸生珪藻のHantzschia amp

hioxys、 Pinnularia borealis、 Luticola muticaや流水性で中～下流性河川指標種群のCymbella turgidul

a、 Reimeria sinuata等 が少量産出する。 これらの陸生珪藻は、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻A

群とされる。

(3)花粉分析

結果を表4に示す。SD09試料番号 11こ おける花粉化石の保存状態は極めて不良であり、ほとんど検出され

ない。また、試料番号2で は、 シダ類胞子が多 く検出される程度である。

暦年較正年代 (c封 )地区   遺構名  地点・層位名

ca  AD  1 032  - ca AD  l.190
1196  - ca AD  1 207

9111-42cat AD   992  - cal AD  l,044
ca AD  l,100  - cal AD  l,119 cal BP   850  -   831

cal AD   980  - ca AD  1 059
cal AD  l,067  - cal AD  l,072

cal BP   970  -   891
cal BP   883  -   878

ca  BP  1 293  -  1170

cal AD   672  - cal AD   829
837  - ca AD   867

ca AD   692  - caI AD   749
ca AD   764  - cal AD   783
cat AD   788  - cっ I AD   81 4

cal BP  l.186  -  1,167
cal BP  l,ヽ 62  -  1,136

ca  AD   669  - cal AD   715
命a  AD   744  - cal AD   768

cal BP  l,281  -  1
ca  BP  1 206  -  1

1277■  34

cal BP  l,290  -  1,167
ca  BP  l,161  -  1,137cat AD   789  - cal AD   813

BP  1 345  -  1259
1199  -  1188

2)計算には表に示した丸める前の値を使用している。

国

葵 駕

ミ
ミ

ミ

〕
ｓ
ミ
６
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類種

拙瑞監咄報酔鴛群―――
Achnanthes subhudsonis Hustedt var subhudsonis

Achnanthidium cOnvergcns(H Kobttasi)H Kobayasi

Caloneis sihcula(Ehr)CleVe var silicula

Caloneis spp

Ceratoneis alcus var hatottana Meistcr

Ceratoncis arcus var recta(Cl)Krasske

Ceratoneis spp

Cocconcis euglypta Ehrenberg

CoccOneis hncata Ehrcnberg

Cocconcis placcntula Ehr var placcntula

CoccOneis spp

CymbeIIa afflnis Kuetzing

Cymbclla graclls(Elu)Kuetzlng

Cymbclla tumida(Breb)Van Hcurck

Cymbella turgidula Crunow

釣 mbClla turgidula var nipponica S簿 ′oHzOw
Cymbe‖ a spp

Diatoma mesodon(Elr)Kuetzing var mcsOdon

Encyonema lange― be■alotii Krammer

Encyoncma silesiacum(BICiSCh)D G Mann

Epithcmia adnata(Kuctz)Brcbisson

Epithcmia spp

Eunotia spp

Fragilaria vauchcriae(Kuctz)Petcrsen var vauchcriae

Frustulia vulgaris(Th、Vait)Dc TOni var vulgaris

Gomphoneis hctcrominllla Mahama et Ka、 vashima
Gomphoncis tetrastigllata(HOri(awa et OkunO)OhtSuka

GolllphOnema christenscnii Lo、 vc et ICociOlek

Gomphoncma clevci Frickc

GomphOnema grac■ e Ehrcnberg

Gomphoncma inacqui10nttm(H KobttaЫ )H KobttaS
GomphOnema paⅣ ulunl(Kuetz)Kuetzing

Gomphoncma pumilum(Orun)Rcichardt&Lange― Bcrla101

GomphOnema sumttorcnse Fttcke

Gomphoncma vasmm Hustcdt
GomphOnema spp
Hantzschia amphioxys(Ehr)GrunOw

LuticOla muica(Kuctz)D G Mann

Nwicula �ridula(Kuetz)Ehrenbcrg

Pilallulana borealis Ehrellbcrg

Pinnularia borcalis var linearisヽI Per

Pinnularia nlmrichac Krammer

Pinnularia schocnfeldcri Kralllmer

Pinnularia spp

Reimcia sinu7ala(W Grcg)KociOlek ct StOermcr

RhOicOsphcnia abbreviata(C Agardh)Langc― B
Rhopa10dia gibba(Ehr)O Muner

Rhopalodia quisumbirgiana S由 o■zOw
Stauroneis phOeniccntcron var signata Meistcr

Synedra inaequalis H Kobayasi

Synedra rostlata Pantocsek

淡水 ～

12

3

8

1

1

1

2

1

3

10

1

2

3

4

3

1

1

8

13

19

2

4

1

23

2

7

3

1

3

2

1

1

1

8

11

5

4

1

1

4

1

1

1

1

2

17

2

2

2

4

2

|

淡水生種 36
珪藻化石総数 37

表3 珪藻分析結果凡例

A:外洋指標種,B:内湾指標種,Cl:海水藻場指標種,Cと 汽水藻場指標種,Dl:海水砂質干潟指標種
Dと汽水砂質千潟指標種 ,El:海 水泥質千潟指標種,Eと汽水泥質千潟指標種 (以上は、小杉,1988)
K中～下流性河川指標種,0:沼沢湿地付着生種 (安藤,1990)
&好汚濁性種,U:広域適応性種,T:好 清水性種 (以上はAstt and Watanabe,1995)
R陸生珪藻(RA:A群 ,RBB群 ,Rと未区分、伊藤・堀内.1991)

Ogh¬ nd

Ogh― ind

Ogh■ nd

Ogh ind

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh¬ nd

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh ind

Ogh― unk
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1撮奈生岳水生種
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1真アルカリ性種
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1係未奈そ握種
好流水性種
真流水性種
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第 4章 理化学的分析

(4)寄生虫卵分析

SK489、 S1492か らは寄生虫卵 は全 く検 出されず、

保存の不良な シダ類胞子が微量認 め られ る程度であ

る。

(5)植物珪酸体分析

結果を表5、 図3～ 61こ 示す。

種 類

―い‐一‐――‐―‐―‐…削 登ユ __……
草本花粉

イネ科
アブラナ科
ヨモギ属

SK492

最下部

4        1        -       
―

-        1        -        ―

― ― … 1

キク亜科    __…………………」_……………ユー……………ュ__………三

各試料 か らは植物珪 ラ桑罷撃 ===三
中――~~~皇‐―――三__… _二___…ニ

多数の小孔(溶食痕)等が認められる。

点の産状を述べる。

1)基本土層 (A地点)

以下に、各地 査奈毛執
不明花粉
シダ類胞子

酸体が検出されたが保存状態は不良であり、表面に 乏涼%最胞子      3  12】   二   :
合 計

A地点では、植物珪酸体の含量や産状に層位的な

変化が認められる。試料番号31～25は、植物珪酸体含量が約2,800個 /gか ら約6,500個 /gに増加する。この間

は、クマザサ属を含むタケ亜科やススキ属を含むウシクサ族などが認められる。なお上位に向かってクマザ

サ属を含むタケ亜科が減少 し、ススキ属を含むウシクサ族の増加する。 この上位では、試料番号23・ 21で植

物珪酸体含量が2万個/gを超えるが、試料番号20で は約1.5万個/gに減少する。いずれも下位 と同様の分類

群が認められるが、ススキ属を含むウシクサ族の産出が目立つ。試料番号 10で は、植物珪酸体含量が640個

/gと 減少 し、クマザサ属を含むタケ亜科やススキ属を含むウシクサ族がわずかに認められるのみであり、

これらの分類群ではススキ属を含むウシクサ族の産出が目立つ。試料番号8～ 4で は、3,500～ 5,800イ固/gと 植

表5 植物珪酸体含量(1)

,8,  す:  争!:  :!1  蹄:  ::1  1甘 ;  ヨ:  1::  :1   場  】:1  を箭  :,  ::   争:

4Sdと  ]08:  92:  86:  St   '! 
「]そ   191  SC!  お:   こ  47!  04:  84!  ,:t   '!

盛≧E_こと_延_選 _毯__葉_畳_:驚 _と _二_重_瑾 _1と:…軽:_建

5        3        0        1
3000
3       125         2        5

総計 (不明を除く)       8   128    2    6
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寄生虫卵[1国 んc]       一    -    0    0
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表5 植物珪酸体含量 (2)

表4 花粉分析・寄生虫卵分析結果
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図4 SD09の 植物珪酸体含量の層位的変化

短細胞珪酸体

堆積物 lgあ た りに換算 した個数 を示す。 ●Oは (x103個 /g)
100個 /g未満の種類を示す。

図6 長方形土坑の植物珪酸体含量の層位的変化
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図5 素掘小溝の植物珪酸体含量の層位的変化
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第4章 理化学的分析

物珪酸体含量が増加する。下位と同様な分類群とともに、栽培植物のイネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸

体が検出される。また、試料番号1か らは栽培種を含むオオムギ族の短細胞珪酸体 も検出されたが、植物珪

酸体の形態から栽培種か否かの判別が困難である。

2)SD09

植物珪酸体含量は、試料番号2は約2,600個 /g、 試料番号1は約14万個/gで ある。いずれも、ススキ属を含

むウシクサ族の産出が目立ち、 この他にクマザサ属を含むタケ亜科やイチゴツナギ亜科等が認められる。

3)素掘小溝

素掘小溝8条 (SD180・ 184・ 185。 212・ 213・ 522～ 524)と 素掘小溝間1箇所 (SD522 523の 間)で は、基本土層4層

よりも覆土に相当する土層で植物珪酸体含量の多い傾向が認められる。 この他の素掘小溝間3箇所 (SD180-

186、 184183、 212211)で も4層 よりも覆土に相当すると考えられる土層で植物珪酸体含量が概 して多い。

素掘小溝覆土からは、SD180を 除いて、イネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が検出され、穎珪酸体 も検

出される遺構 も認められる。ただ し、その植物珪酸体含量は概 して少ない傾向にあり、SD523(試料番号30)

でイネ属の機動細胞珪酸体が500個 /g弱、SD524(試料番号37)で イネ属の機動細胞珪酸体が420個/g程度認め

られたほかは、いずれも数十一数百個/g程度である。また、栽培種を含む分類群であるオオムギ族の短細胞

珪酸体が、SD522(試 料番号 27)、 8D523(試料番号3①、SD184(試料番号働、SD212(試料番号 5)、 SD180-186

間(試料番号 2)、 SD212 211間 (試料番号3・ 5)か ら僅かに検出される。 この他の分類群では、クマザサ属を含

むタケ亜科やヨシ属、ススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナギ亜科、樹木起源珪酸体の第Ⅳグループ等が

検出され、概 してススキ属を含むウシクサ族の産出が目立つ。

4)長方形土坑

いずれの試料 も植物珪酸体含量は少なく、SK489(試 料番号1)の約3,400個 /gが最 も多 く、SK489(試料

番号2)。 S1492(試料番号3)は 1,100～ 1,200個 /g、 この他の試料では500イ固/g未満である。SK489。 SK490・ S

1492覆土か らは、イネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が検出されるが、その含量はほとんどが100個/g

未満と少ない。 この他の分類群では、各試料からススキ属を含むウシクサ族が検出され、稀にクマザサ属を

含むタケ亜科やイチゴツナギ亜科等 も認められる。

(6)樹種同定

結果を表6に示す。炭化材は、針葉樹2種類 (ヒ ノキ科・ カヤ)、 広葉樹11種類 (ク マシデ属イヌシデ節・

ブナ属・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節・ クリ。ケヤキ・エレ科・カツラ・ カマツカ・ カエデ属・ ウコギ属・

ハ リギ リ)に同定された。なお、S1493・ S1495・ SK489の炭化材には、いずれも道管を有することか ら広葉

樹材と判断されたが、保存状態が不良で道管配列の特徴等の観察が困難であったことから種の同定まで至 ら

なかった試料が含まれる。以下に、各種類の解剖学的特徴等を記す。

・ ヒノキ不斗 (Cupressaceac)

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、

晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は

保存が悪 く観察できない。放射組織は単列、110細胞高。

・ カヤ (Torreya nucifera Sieb.et Zucc.)  イチイ不斗カヤ属

軸方向組織は仮道管のみで構成され、樹脂道および樹脂細胞は認められない。仮道管の早材部から晩材部

への移行はやや急で、晩材部の幅は狭い。保存状態が悪いが、仮道管内壁に2本が対をなしたらせん肥厚が

認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は トウヒ型～ ヒノキ型で、1分野に1-4個 。放射
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表6 樹種同定結果

1 自然科学分析

組織は単列、1-10細胞高。

・ クマシデ属イヌシデ節 (Carpinus subgen Euarpinus) カバノキ科

散孔材で、管孔は放射方向に必4個が主 として放射方向に複合 して散在する。道管は単穿孔を有 し、壁孔

は対列状～交互状に配列する。放射組織は異性、1訴田胞幅、140細胞高のものと集合放射組織 とがある。

・ ブナ属 (Fagus) ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に23個が複合 して散在 し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分布

密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有 し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織 は同Jl■、単

列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・ コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節 (Quercus subgen Lepidobalanus sect.Cerris) ブナ科

試料は、いずれも年輪界で割れた晩材部のみ。晩材部の道管は、単独で放射方向に配列 し、年輪界に向か っ

て径を漸減させる。比較的年輪幅が広い試料で、道管径の変化が大きいことから環孔材と判断できる。道管

は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1-15細胞高のものと複合放射組織 とが

ある。
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第4章 理化学的分析

・ クリ (Castanea crenata Sieb. et Zucc)  ブナ奉斗クリ属

試料は、いずれも年輪界で割れた晩材部のみ。晩材部の道管は、漸減 しながら火炎状に配列する。道管は

単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、115細 胞高。

・ ケヤキ (ZelkOva serrata(Thunb.)MakinO) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は1-2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、塊状に複合 して接線 。斜方向に帯状ある

いは紋様状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列、小道

管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-64円胞幅、150細胞高。放射組織の上下縁辺部を

中心に結晶細胞が認められる。

・ ニレ科 (Ulmaceae)

試料は小片で全量を年代測定に利用することから、実体顕微鏡による観察のみ実施 し、電子顕微鏡による

観察は行っていない。環孔材で、孔圏部は12列、孔圏外で急激に管径を減 じのち塊状に複合 して接線・斜

方向に紋様状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。放射組織は6細胞幅前後で、40細胞高前後のも

のが確認できる。

・ カツラ (Cercidiphyllum japonicum Sieb et Zucc)  カツラ不斗カツラナ罵

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在 し、年輪界に向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管

は階段穿孔を有する。放射組織は異性、1野田胞幅、1-30細胞高。

・ カマツカ (Pourthiaea villosa(Thunb.)Decne, var. laevis(Thunb.)Stapf.)  バラ不斗カマツカ月義

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独または24イ固が複合して散在 し、年輪界に向かっ

て径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、1訴田胞幅、130細

胞高。

カマツカ属にはカマツカの他にもワタゲカマツカ、ケカマツカ、キ ミノワタゲカマツカ、ナガエカマツカ

がある。いずれもカマツカと同 じく、基本種であるPourthiaca �llosa(Thunb.)Decneの 変種とされる。

このうち、カマツカ、ワタゲカマツカ、ケカマツカは分布や生育地の違いがなく、厳密な区別はできないと

される。キ ミノワタゲカマツカは四国に自生 し、ナガエカマツカは対馬と朝鮮半島南部に生育する。カマツ

カ以外の現生木材標本がほとんど得 られておらず、木材組織で区別することは困難であるが、本地域ではカ

マツカが一般的であることから本報告ではカマツカとしている。

・カエデ属 (Acer) カエデ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独および23個が複合 して散在 し、晩材部へ向かっ

て管径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は同性、1-齢田胞幅、130細胞高。木繊維が木口面において不規則な紋様をなす。

・ ウコギ属 (Acanthopanax spinosus(Lf.)Miq.) ウコギ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独または28個 が複合 して、接線・斜方向に帯状

あるいは文様状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列す

る。放射組織は異性、1-餅田胞幅、数細胞高のものから広放射組織まである。

・ハ リギリ (kalopanax pictus(Thunb.)Nakai)ウ コギ科ハ リギ リ属

環孔材で、孔圏部はやや疎な1列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、塊状に複合 して接線・斜方向に文

様状あるいは帯状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状または

対列状に配列する。放射組織は異性、1-訴酬包幅、1-30細胞高。
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1 自然科学分析

(7)種実同定

結果を表7に示す。S1491か ら検出された種実遺体13点 は、栽培植物のイネ(Oryza sativa L.;イ ネ科イネ

属)の 1△乳に同定された。いずれも炭化 しており黒色を呈す。長楕円形でやや偏平。長さ4.06 501mm、 幅

2213.1lmm、 厚さ163 229mm程 度。基部一端に胚が脱落 した凹部がある。胚乳表面はやや平滑で、2-3本

の縦溝がみられる。

(8)微細物分析

SK1021か らは、6mm角 以下の炭化材の微細片が014g、 木材組織が確認されない種類・部位共に不明の

炭化物が6個 (001g未 満 )、 菌類の菌核が70個 1001g未満)検 出された。SK1085か らは、2mm角 以下の炭化材

の微細片が30個程度Q01g未満)検 出される。

(9)土壌理化学分析

結果を表8・ 9、 図7・ 8に示す。以下に、各地点の結果を述べる。

1)基本土層(A地点 )

全炭素量は、暗茶褐色～暗赤褐色を呈する堆積物 (試料番号4・ 6・ 8。 9)は 085～ 156%で あり、下位の

試料番号 11・ 13と 比較 して多 く含まれる。なお、炭素のほとんどは土壌中の腐植に由来すると考えられる。

土壊腐植は土壌暗色化の主たる因子であることから、本土層形成期は植物が生育する安定 した地表環境の時

期に当たるか、有機物が集積 しやすい地形であった可能性がある。一方、黄褐色を呈する堆積物 (試料番号

11・ 13)は、全炭素量が015～ 023%と 低 く、土壌腐植が乏 しい状態にあり、植物が繁茂する時期が短い、

比較的速い時間で堆積 した土層と考えられる。暗黄褐色土を呈する堆積物 (試料番号 15・ 17)で は、全炭素

量がやや増加 し、下位の黒色土形成期と上位の黄褐色堆積物との漸移層的な性格が見 られる。黒色を呈する

堆積物 (試料番号20～25)で は、全炭素量は510～742%と かなり多 く、また炭素率 (C/N)も 23～ 27と 高

い傾向にある。最下位の(暗)黄褐色を呈する堆積物 (試料番号 27・ 29。 31)で は、黒色土との漸移層的な性

格が見 られ、全炭素量は下層試料ほど減少する。

ところで、有機物量の別指標の一つである全 リン酸量は、試料番号4～ 17間 では下層試料ほど少ない傾向

にある。一般的に炭素とリン酸の集積量には正の相関関係が見られることが多いが、今回、特に試料番号11・

13に おいて全炭素量が少ない割に全 リン酸量が多い傾向が認められるほか、試料番号4～ 17の堆積物と黒色

土以下の試料番号20～ 29で全炭素量に対する全 リン酸量の割合が異なる特徴が認められる。施肥などの影響

により、試料番号4～ 17の土壌に上方からリン酸が移動集積 した可能性 もある。一方、試料番号20～31で は

可給態 リン酸が少ないことから、黒色土中の リン酸が溶脱 した可能性 もあるが、その要因については言及す

ることはできない。

註)粒形、粒大は佐藤(1988労こよる
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第 4章 理化学的分析

点(基本土層)

1)土色 :マンセル表色系に準じた新版標準土色帖 (農林省農林水産技術会議監修 .1967)に よる。

2)土性 :土壌調査ハンドブック(ペ ドロジスト懇談会編 ,1984)の 野外土性による。

日C―軽埴土 (粘±25～ 45%、 シルト0～ 45%、 砂10～ 55%)

上壊理化学性粒径組成

OOは 1%未満を示す  

―

図7 基本土層の粒度・ 土壌理化学組成
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1 自然科学分析

2)素掘小溝

。SD212

覆土上部から底部にかけて各成分が減少する傾

向にある。本遺構堆積物はA地点の試料番号9

より上位の暗茶褐色～暗赤褐色の堆積物に対比

され、両者を比較 した場合、覆土土壌では全炭

素量、炭素率が僅かに高 く、可給態 リン酸が少

ない特徴が認められる。

・ SD522

覆土上部から底部にかけて各成分が減少する
図8 素掘小溝の粒度・土壌理化学組成

傾向にある。本遺構堆積物は、基本土層 (A地点)の試料番号9よ り上位の暗茶褐色～暗赤褐色の堆積物に

対比され、上記と同様の比較では、覆土土壌で全炭素量、炭素率がやや高い特徴が見 られることから未分解

有機物が含まれる可能性が指摘されるほか、可給態 リン酸が少ない特徴が認められる。

3)長方形土坑

。SK489

柱状の土壌ブロックの観察では、下位より黄褐色を呈 しシル ト分を黄褐色土(中央アゼ4)、 不整合で上位

に堆積する暗褐色を呈するシル ト分を砂質土 (中央アゼ3)、 褐色を呈 し灰色・黒褐色上の偽礫 (02mm前

後)が多量に混入する砂分を含むシル ト質土 (中央アゼ2)、 暗褐色を呈 し砂分を含むシル ト質土 (中央アゼ

1)が認められている。 このうち、中央アゼ1～3が土坑覆土と考えられることから、これらの3試料を分析対

象としている。対照試料はA地点とS1492フ ク土 (配31)、 貼 り床 (No32)で ある。分析の結果、土坑上部か

ら下部にかけて各成分が減少 し、 リン酸含量 も対照試料と比較 して特異的に富化された状態は認められない。

。SK490

柱状の土壌ブロックは、根痕と考えられる擾乱が多 く認められた。観察の結果、下位よりやや暗黄～黄褐

色を呈 しシル ト分を含む砂質土 (中央アゼ4)、 上位は不整合で黒褐色を呈するシル ト分を含む砂質土 (中央

アゼ3)、 灰褐色を呈 し褐色・黒褐色の偽礫が多量に混入する砂分を含むシル ト質土 (中央アゼ2)、 灰褐色を

呈 し灰褐色上の偽礫が多量に混入するシル ト分を含む砂質土 (中央アゼ1)が認められている。 このうち、

中央アゼ1～4が土坑覆土と考えられることか ら、 このうち3試料を分析対象としている。分析の結果、土坑

上部から下部にかけて各成分が減少 し、SK489と 同様にリン酸含量に特異的に富化された状態は認められな

い。

(10)粒度分析

粒度分析結果を表 10、 Folk&Ward(1957)に よる評価を総合 した結果を表11に、粒度分析加積曲線を図

9に示す。

1)基本土層(A地点 )

試料番号4は、平均値、最頻値ともにシル トで、尖度は偏平であり、淘汰は非常に悪い。試料番号6・ 8・ 9

は、いずれも平均値がシル ト、最頻値が細粒砂で、尖度は偏平であり、淘汰は非常に悪い。なお、歪度は者

しい正に偏 し、上方でやや細粒化する傾向が認められる。試料番号 11・ 13は、平均値、最頻値 ともに細粒砂

で、尖度は非常に突出し、洵汰は悪い。試料番号15は、平均値、最頻値ともにシル トで、尖度は非常に偏平

であり、淘汰は非常に悪い。試料番号 17・ 20。 21・ 23・ 25は、平均値、最頻値ともにシル トで、尖度は中間
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的であり、洵汰は非常に悪い。なお、歪度は負に偏 し、上方細粒化の傾向が認められる。試料番号27・ 29・

31は 、平均値、最頻値 ともにシル トで、尖度は試料番号27,29が 中間的、試料番号31が偏平であり、洵汰は

非常に悪い。なお、歪度は負に偏 し、上方でやや粗流化する傾向が認められる。

2)素掘小溝 (SD212)

試料番号3・ 5。 7は、いずれも平均値、最頻値ともに

なお、歪度を見る限りでは上方粗粒化の傾向が見 られ、

る。

シル トで、尖度は偏平であり、淘汰は非常に悪い。

下位から上位層にかけて粗粒化する傾向が認められ

表10

3)素掘小溝 (SD522)

試料番号25・ 27は 、平均値、最頻値ともにシル トで、尖度は中間的であり、淘汰は非常に悪い。試料番号

29は、平均値、最頻値 ともにシル トであるが、歪度は者 しい負、尖度は突出であり、洵汰は悪い。なお、歪

度を見る限りでは、下位から上位層にかけて僅かに粗粒化する傾向が認められる。

粒度組成
粒径区分 礫

2 00mm< 200～
1 00mm

100～
甲租 υ

〕50～
測 租υ

,254ψ

0125mm

TII細種υ
)125～ )063´ Ψ

0 0039mm
ｍ枢０３９ｍ

へ地点(基本土層 )

4 302
258

7

SD522

】D212

7

講)単位は重量 0/6で表示。
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図9 粒度分布加積曲線 (1)

A地点 (基本土層)11
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図9 粒度分布加積曲線 (2)

A地点 (基本土層)31
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頻度

解

図9 粒度分布加積曲線 (3)
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4.考察

(1)基本土層の堆積環境 と古植生

1)6～ 5層下部

最下位の黄褐色 シル トは、SD09が検出された地点付近で認められた砂礫層 (VH層 )の上位に相当する土

層と考えられ、さらに上位の暗黄褐色 シル ト (漸移層)は、河川の影響が小規模化するとともに、離水後の

地表面化 した時期の土層と推定される。植物珪酸体群集では、全体的に検出されるイネ科は少なく、土壌中

の腐植含量 も少ないことか ら、 これらの土層の堆積時は、表面を植生が被覆する期間が短かったと考えられ

る。なお、ススキ属を含むウシクサ族やクマザサ属等の植物珪酸体が検出されたことか ら、これらは集水域

を中心に生育 していたものに由来する可能性がある。

当該期の古植生については、小矢部川沿い沖積地や庄川扇状地扇端部や小矢部川沿いの沖積地に立地する

上野A遺跡跡(パ リノ・ サーヴェイ株式会社,1996)や 小泉遺跡 (安田,1982a,1982b)等における分析調査成

果を参考とすると、ハ ンノキ湿地林等の局地的な要素を除 くと、丘陵地を中心にブナやナラ類を主とする落

葉広葉樹を主とする豊富な種類構成からなる植生が存在 したとされている。 したがって、本土層で検出され

た植物珪酸体のうち、ササ類は丘陵上に分布 していた落葉樹林の林床等に生育 していたものに、ススキ属は

すでに離水 した扇状地面に分布 していた草地等に生育 したものに由来する可能性がある。

2)5層上部

黒色を呈するシル ト～粘土 (試料番号20～ 2動 は、土壌理化学分析では色調は黒 く、腐植含量 も4・ 6層 と比

較 して高いといった特徴を示す一方、粒度組成は下位の上層と変化が認められなかった。 このことから、6

層堆積以降の離水後の安定化 し、植生の被覆によって腐植が蓄積された土壌化 した土層と考えられる。また、

植物珪酸体含量が多いことか ら長期に渡ってイネ科草本類が地表面を覆っていたことが推測され、ススキ属

が優占することからイネ科草本類ではススキが主体として生育 していたと考えられる。 このような傾向は、

過去の調査結果からも指摘されている(外山,2004)。

なお、陸上植物の光合成を行 う様式は大きく3つ (C3植物、C4植物、CAM植物)存在するが、これらは

光合成を行う際の反応系が異なることから、同位体分別の違いによりδ13Cの値が異なってくる (Pearsall,

2000な ど)。 当土層の土壌を対象とした放射性炭素測定結果におけるδ13C値 は-18～ -16‰ と、木炭等(25‰

前後)よ りもススキ属等のC4植物の値(-15%0前後)に 近いことから、腐植の供給源としてこれらのイネ科草本

類、主としてススキ等による腐植が関与 していることが推測される。土壌理化学分析では、C/N比は4・ 6層

とくらべてやや高 く、台地上に分布する火山灰性黒ボク土の通常値(15前後)よ りも高い傾向を示 したことか

ら、植物の分解が進んでいないことが示唆される。

5層 の年代観は、暦年較正結果 (測定誤差σ)に よれば、約5,800～ 6,200年前(試料番号 27・ 2働から、約2,000

年前頃 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,2004)の 年代値が得 られていることから、少な くとも縄文時代前期頃

より河川の影響が減少 し、その後、植生の被覆、腐植の発達する環境へ変化 したと推測される。

3)4層

A地点では、下位より暗黄褐色を呈するシル ト質土、黄灰色を呈するシル ト～極細粒砂、淘汰の良い細粒

砂～中・粗粒砂 (試料番号9～ 19)が認められた。粒度分析結果では、下位はややシル ト質であり、上位で

は粘土・ シル ト分が減少 し砂分が増加する。これらの上層間には、複数の堆積構造が認められたたことから、

何度かの洪水等に伴 う堆積物からなる土層と推測される。また、土壌理化学分析結果では、腐植含量が少な
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いことから土壌化の影響は少なかったことが窺われる。

当土層の年代は、上記 した5層 の年代観や発掘調査所見から、弥生時代～古代頃と考えられる。 これらの

時期は、弥生の小海退と呼ばれる冷涼 。多雨化 した時期に相当 し、国内各地で浅谷の形成等の河川による地

形発達が活発化 したとされている。

o2層

A地点では、明瞭な層界を確認するに至 らなかったが、2層下部の暗茶褐色を呈する砂混 じりのシル ト

(試料番号6～8)と 、2層上部の淡暗赤褐色を呈するシル ト分を含む砂質土 (試料番号1～5)が認められた。

粒度分析結果では、4層 より級化 (上方細粒化)す る状況が指摘されたことか ら、4層上部から2層下部は本来

一連の堆積物であった可能性があり、4層堆積後に地表面化 したことによりに土壌化 した土層の可能性があ

る。なお、2層からは、4層以下では未検出であったイネ属の短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が検出された。

本遺跡内3箇所 (A～C地点)を対象とした植物珪酸体分析でも上位層準よリイネの機動細胞珪酸体や頴珪酸

体が検出されている(外山,200o。 この上位層準は、本分析結果では4層 より上位の上層に相当すると考え ら

れ、当該期にはイネの利用や遺跡周辺、集水域における稲作が行われていたこと推測される。また、植物珪

酸体の形態から判断することはできないが、栽培種のムギを含む分類群であるオオムギ族の短細胞珪酸体 も

検出された点は注目される。一方、5層で認められたススキ属の優占は、本土層では認められなかった。

(2)SD09の年代観 と機能時における古環境

SD09は、基本土層 2・ 4層か らの掘込みが確認されており、遺構内か らは8世紀後半～9世紀前半、12世紀後

半～14世紀前半の2時期の遺物が認められている。また、土層観察所見から溝状遺構の開削から廃棄・断絶ま

での間に6段階の埋没過程が推測されている。

今回の分析調査では、SD09覆土土壌や覆土中から出土 した炭化材を対象に放射性炭素年代測定を実施 し

た。なお、土壌試料については、植物珪酸体分析や放射性炭素年代測定で得 られたδ13cの値から基本土層

中の腐植の年代を反映 している可能性があることから、ここでは炭化材を対象とした結果について考察す る。

SD09か ら得 られた炭化材6試料の暦年較正結果 (測定誤差σ)は、試料Nol(仮 1層)は calADl,4231,446、

試料随2(仮 2層)は calADl,0221,150、 試料配3は calAD434 551、 試料配40は calAD891 972、 試料配41は ca

lADl,044-1,168、 試料Na42は calAD992 1,146を 示 した。 このうち試料 の履歴が明 らかなSD09覆土中～下部

より採取された炭化材(試料No40～ 42)は 、9～ 12世紀頃の年代値を示 したことから、少なくとも当該期にはS

D09は 開削されており、ある程度の上壌の埋積があったことが推定される。

また、SD09最下位に認められた黒色を呈する泥質土 (試料番号1)か らは、珪藻化石は陸上の好気的環境

に生育する耐乾性の高い陸生珪藻A群が僅かに検出され、植物珪酸体分析ではススキ属が多 く検出された。

なお、過去の同遺構内の上壌を対象とした放射性炭素年代測定結果におけるδ13C値 は約 16%0を 示 してお

り、腐植の由来 としてススキ等を含むC4植物等による可能性が指摘 される。 これらの点は、上記した基本

土層5層 の特徴と類似 しており、好気蜘環境が推測される点から周囲の上層中からの再堆積土 と考えられ る。

黒色を呈する泥質土 (試料番号1)と 不整合に堆積する最大径10cmの 円礫を含む礫支持の砂礫層の上位層 に

相当する級化構造を有する灰色を呈するシル ト～極細粒砂 (試料番号2)か らは、汚濁が進んでいない水域

に生育する中～下流性河川指標種群や上流性河川指標種群を含む流水性種が多産 した。本土層は、比較的汚

濁の進んでいない流水等の影響を受ける環境であったことが推測される。 このことから、本試料から検 出さ

れた植物珪酸体については、遺跡周辺や集水域において生育 したものに由来すると考えられる。なお、同試

料からは、花粉化石は検出されなかった。SD09覆土の層相観察結果や上記 した分析結果によれば、再堆積
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土や河川性の堆積物であり堆積物中に取り込まれなかったとは考え難 く、花粉化石は好気的状況下による風

化に弱いことから(中村 ,1967な ど)、 堆積時にはこのような環境 も存在 し、堆積物中の花粉化石が分解 。消失

したと考えられる。

(3)素掘小溝の用途

素掘小溝の土層観察では、2層 より4層上部まで掘込まれる状況が認められたが、肉眼観察では畝や明瞭な

作土層を確認することはできなかった。そのため、本報告では、 これらの遺構における栽培植物を含むイネ

科植物の産状や地力、覆土を構成する堆積物の組成に着目した分析を行った。

植物珪酸体分析結果では、4層 と比較 して遺構覆土中において植物珪酸体含量の高い傾向が認められた。

これは、2層 の形成時にイネ科が生育 していたことを示 していると考えられ、基本土層における植物珪酸体

の産状と調和的である。また、SD180を 除 く7遺構からは、栽培植物のイネ属の植物珪酸体や栽培種を含む

分類群であるオオムギ族の短細胞珪酸体が僅かに検出された。

粒度分布は、SD212覆 土は基本土層とほぼ同様の特徴を示 したが、SD522で は中～粗粒砂が少なく、粘土

～極細粒砂が多いといった特徴を示 し、基本土層とやや特性が異なっている。その要因については、覆土の

母材となる堆積物の由来が他と異なっていることが推測されるが、粒度分布を除 くといずれの遺構も同様な

産状や組成を示 していることから、詳細は不明である。

地力判定のうち土壌の生産力については、土壌有機物量の指標として炭素、窒素量、また、火山灰土壌の

ような累積土壌においてはリン酸量 も有機物量の指標として評価される。対象とした2遺構のうちSD22で は、

全炭素量は覆土上部で2.16%、 中部で1,70%、 下部(4層直上)で 0,91%で あつた。SD212で は、全炭素量は覆

土上部で170%、 中部で1.24%、 下部で085%と 、両遺構 とも覆土下層ほど炭素量が少ない傾向が認められ

た。これは基本土層でも認められた傾向と同様である。覆土中に有機物が多 く含まれる要因としては、植物

遺体が土壌中に還元されたためと考えられ、植物珪酸体含量の増加やイネ属等の栽培種が認められる点から、

これらを母材とした有機物の蓄積 も推定される。ところで、土壌有機物は作物の生育基盤となる土壌の物理

性、化学性、生物性を改善 し、生育や収量を高める効果を担 っており、一般的には腐植に換算 (炭素量に

1724を 乗 じて算出する)して2%以下の上壌では有機物を施与するなどの改良が必要とされる。SD212・ 522

とも覆土下層では、有機物が不足 した状態にあるが、上～中層では有機物量は満足されており、基本土層と

したA地点と比較 しても保肥力は満足された土壌であると言える。また、生産力評価については、養分豊否

の指標である可給態 リン酸量および可給態窒素について調査を行ったが、全 リン酸量と可給態 リン酸量は、

基本土層と比較 して明 らかに低い値を示すことが指摘される。可給態窒素量は、SD522で は4,7～ 5,7mg/

100gと 基本土層と比べて僅かに多 く、SD212で は2.5～ 40mg/100gと 同程度であった。地力増進の基本的技

術対策における可給態 リン酸の改善目標値は10mg/100g以 上であり、可給態窒素の改善目標値は水田土壌

で8～ 20mg/100g、 普通畑土壌で5mg/100g以 上である (鬼鞍 ,1985)。 この養分豊否を見る限り、SD522覆 土

で可給態窒素が畑の基準を満足するが、両遺構覆土ともに可給態 リン酸が欠乏 しており、土壌肥沃度や地力

の評価は厳 しいものとなり、作物の生育に必要な養分は不足状態にあると判断される。ただし、須永(2000)

による畠土壌の土壌理化学性の調査結果では、必ず しも上記の条件をすべて満たしてはいないことか ら、肥

沃な土地でない場合にも耕作が行われていたことを考慮する必要がある。

以上の結果、素掘小溝覆土と小溝間 (基本土層)の土層間の比較では、可給態窒素量は同程度かやや多 く、

全 リン酸量 と可給態 リン酸量では明らかに低いといった状況が指摘される。また、4層 やさらに下位の土層

では検出されなかった栽培植物のイネ属や栽培植物を含む分類群を含むオオムギ族が検出されたことから、
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2層 中ではイネ等の栽培、あるいは、 これら植物体等の供給 (例えば施肥や敷き藁など)があったことが推

定される。

前述 した外山(2004)の 調査対象とされた調査区では素掘小溝群は検出されていないが、米分析結果と比較

してイネ属の植物珪酸体含量が多 く認められている。植物珪酸体の定量分析は、換算によって単位土壌あた

りの個数を求める方法であり、実際にプレパラー ト中で計数する個数は換算値の数百分の1以下である。そ

のため、基準となる数値(検出する個数や換算に用いる仮比重等の分析値)の 違いにより、最終的な換算値は

大きく異なって くることから、分析手法や機器類等を同じにしておく必要がある。このことから、本分析結

果と比較については慎重に検討する必要がある。ただし、外山(2004)の 分析結果を見る限り、上位層準に多

量のイネ属の植物珪酸体が含まれていることは明らかであり、素掘小溝の検出されていない地点でもイネ属

の植物珪酸体が検出される点や、本分析結果では素掘小溝群と基本土層との間に有意差は認められなかった

ことから、耕作等に関連する遺構の可能性について言及することはできない。

(4)土坑の用途と内容物

長方形土坑については、土坑内における内容物の痕跡の検証を目的として、植物珪酸体や土壌理化学性、

粒度分析を行った。土壌理化学分析結果では、SK489。 SK490、 S1492は 、いずれも類似 した値を示 した。

腐植含量は2%前後、窒素含量は01%前後、 リン酸含量は1.5%前後であり、試料間におけるばらつきも小さ

い。自然状態では、化学的に安定な方向に向かうため、値のばらつきが小さく均質化する。ただし、これら

の成分を富化させる何 らかの供給等の痕跡が認められた場合、その部分のみ特異的な値が得 られると想定さ

れる。本分析結果は、いずれの値も自然状態に近いことが指摘される。植物珪酸体分析結果においても、土

坑や住居跡は、ともに産状は類似 しており、基本土層との比較においても、特異な状況は認められなかった。

なお、前報の中世の長方形土坑(SK544)の 底面付近の土壌を対象とした理化学性の調査では、腐植含量は

3.38～ 3.83%、 リン酸含量は1.32～ 1.37P205mg/gで あった。2基 の土坑と比較すると、やや腐植含量が高い

傾向にあり、 リン酸含量は同程度と言える。以上の結果から、植物体や動物体の富化を示唆することはでき

ず、また、土坑の用途について言及することはできない。

一方、土坑の断面形態が袋状を呈する土坑 (SK1021・ 1085)か らは、明瞭な大形植物化石は検出されず、

微量の炭化材 (炭化物)や菌核等が検出された。これらは遺跡の上壌中に普遍的に含まれていると考えられ、

遺構の内容物を反映 した微細物であるか判断は困難である。

(5)遺構の年代観

本分析では、住居跡、掘立柱建物跡に伴 う柱穴、溝状遺構、土坑等から採取された土壌や炭化物を対象に

放射性炭素年代測定を実施 した。住居跡9軒(S1097,166,395,491～ 495,600)か ら得 られた年代(暦年較正年代 :

測定誤差 σ)は 4～ 9世紀頃を示 した。遺構毎にみると、S1097は 7世紀頃、S1166は 5～ 8世紀、S1395は 7～ 8世

紀、S1491は 5～ 8世紀、S14921よ 7～9世紀、S1493は 7～8世紀、S1494は 7～ 9世紀、S1495は 7世紀頃、S16001よ 4

～6世紀、S16501よ 8～ 9世紀を示す。やや古い年代を示す住居跡 (S1600)も 認められたが、概 して古代頃の

年代を示す遺構が多い傾向にあり。カマ ド内の焼土や住居跡内の上坑や柱穴から採取された炭化物を対象と

した結果に着目すると7～9世紀頃の年代に集中する傾向が窺われる。

一方、掘立柱建物跡(SB02～ 04)に伴う柱穴では、SB02は紀元前後頃、SB03は 3200～ 2100年前頃、SB04は

紀元前2世紀～9世紀頃と年代値がばらつ く傾向が認められ、この他の柱穴 (SP139,432,556)で は6～ 10世紀

頃の年代を示 した。また、溝状遺構では、SD218は 7～ 8世紀、SD354は 7～8世紀頃、不明遺構(SX6491は 9～

10世紀頃の年代を示 した。掘立柱建物跡で認められた年代のばらつきは、試料の由来、すなわち、炭化物と
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土壌といった試料の違いが起因 していると考えられる。本分析結果では、土壌試料は比較的古い年代値を示

す傾向にあることから、測定結果はススキ等のイネ科草本類に由来する腐植 (土壌中のヒューミン(酸 にも

アルカリにも溶けない腐植 黒ボク上の場合は微粒炭がほとんどを占めることが多い)の年代を反映 してい

る可能性がある。

(7)植物利用

住居跡や土坑、柱穴等から出土 した炭化材からは、針葉樹2種類 (ヒ ノキ科・ カヤ)、 広葉樹11種類 (ク マ

シデ属イヌシデ節・ ブナ属・ コナラ属コナラ亜属クヌギ節・ クリ・ ケヤキ・ エレ科・ カツラ・ カマツカ・ カ

エデ属・ ウコギ属・ハ リギリ)の 13種類の木材が認められた。これらの分類群は、二次林を構成する落葉広

葉樹 (コ ナラ節、クリ、イヌシデ節等)や河畔林や谷沿いに生育する種類 (ク ヌギ節・ ケヤキ・ カツラ・ハ

リギリ)か らなることから、 これらが周辺の丘陵地や低地に生育 していたことが推定される。一方、山地で

林分を形成するブナ属や、山地の尾根筋などに生育する種類であるヒノキ科 も認められており、 これらは前

述 した分類群と生育地が異なることから、おそらく周辺の山地に生育 していたと推定される。

なお、調査試料の多い住居跡の産状に着目すると、10軒 の住居跡から11種類の木材が認められた。その種類

構成では、クヌギ節を中心としてコナラ節、エレ科、カマツカ、カエデ属等の広葉樹材が主体となる傾向が

指摘される。現段階では、木材の用途や木材利用の傾向は明らかとすることはできないが、基本的に遺跡周

辺に生育 した入手可能な種類を利用 していたと考えられる。

一方、S1491か らは炭化 したイネの胚乳が検出された。イネは、古 くから栽培のために持ち込まれた渡来

種とされており(南木 ,1991)、 当該期には植物質食糧として利用されていたことが推定される。なお、検出さ

れたイネの胚乳の遺存状況を考慮すると、生米の状態で被熱 したことが窺われる。なお、これらの種実の計

測結果と、佐藤(19881に よる日本各地の出土炭化米の分類と照合すると、短粒(14-2.0)で 極小粒(8-1動が7点

と最も多 く、次いで短粒で小粒(12-loが3点、長粒(2.0-3.0)で 極小粒が1点、長粒(2.0-30)で 極小粒1点、円粒

(1.01.4)で 小粒が1点であった。分析点数が13点 と少数であるため、粒大のばらつき(統計学的にいうと分散 )

等については言及することはできないが、いずれも佐藤(1971,1988)に 記載されている古墳時代以降の古代米

の一般的な形状と言える。
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1 状況写真(SD09,1)

3.状況写真(SK489中央畦;3)

花粉分析・寄生虫卵分析プレパラート内の状況写真
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図版3植物珪酸体
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(1-6)

1 イネ属短細胞珪酸体(SD522,27)
3クマザサ属短細胞珪酸体(基本土層A地点i31)

5ヨシ属短細胞珪酸体(基本土層A地点:4)

7オオムギ族短細胞珪酸体(SD523,30)
9イネ属機動細胞珪酸体(SD523,30)
1 クマザサ属機動細胞珪酸体(基本土層A地点;31)

3ウシクサ族機動細胞珪酸体(基本土層A地点i20)

5イネ属穎珪酸体(SD185,2)

(7-15)

2イ ネ属短細胞珪酸体(基本土層A地点 i8)

4コブナグサ属短細胞珪酸体(基本土層A地点;8)

6ススキ属短細胞珪酸体(基本土層A地点i20)

8オオムギ族短細胞珪酸体(SD184,8)
loイネ属機動細胞畦酸体(基本土層A地点;8)

12ウシクサ族機動細胞珪酸体(SD523,30)
14ヨシ属機動細胞珪酸体(基本土層A地点;4)
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1 ヒノキ科 (SP496)
2カヤ (sK497;覆 土 )

3クマシデ属イヌシデ節 (S辟 91;カマド焼土)

a:木 口,b:柾 日,ci板 目

ー

ー

ー

200μ m:1-2a・ 3b,c

100 μ rYl:1~2b,c

200μ m:3a
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■■■■ 200 μ mia

■■■■■■200 μ mib,c

ブナ属 (S1493i床土)

コナラ属コナラ亜属クヌギ節 (SK4971覆土 )

クリ(S1491iカマド焼土)

a:木 日,b:柾 目,c:板 目
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第 4章 理化学的分析

7 ケヤキ (S1491;カ マド焼上)

8カマツカ(SK497,覆 土)

9カエデ属(SP496)
a:木 口,bi柾 目,c:板 目

■■■■ 200 μ mia

…
200 μ m:b,c
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